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例 言

ー 本書 は、平成 21年度に文化庁の国宝重要文化財等保存整備費補助金 を得て、和歌山県教育

委員会が実施した工事立会、分布調査、試掘調査、確認調査の成果報告である 。

そのほか、平成 22年度の和歌山県埋蔵文化財関係組織図、周知の埋蔵文化財包蔵地の認定

及び範囲変更、平成 21年度の国及び県指定文化財 （記念物）現状変更許可一覧、文化財保護

法第 92条、第 93条、第 94条、第 99条、第 102条の届出、通知、報告一覧、及び和歌山県教

育委員会、市町村教育委員会関係及び財団法人和歌山県文化財センターの調査一覧についても

掲載した。
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周知の埋蔵文化財包蔵地については、平成 21年 10月 1日から平成 22年 12月31日までに、

変更があ ったものを掲載した。
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本書に掲載した地図は、特に断りがない限り、遺跡位置図の縮尺は 25,000分の 1、調査位置

図の縮尺が 2,500分の 1で、上方が座標北である 。
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本文中で使用した土色は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修 • 財団法人日本色彩研究

所監修 『新版標準土色帖』 によるものである 。
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「市町村教育委員会の調査一覧」の作成あた っては、和歌山市 ・海南市・岩出市 ・紀の川市

•かつらぎ町 ・ 橋本市 ・ 高野町 ・ 有田市 ・ 有田川町・御坊市 ・ 田辺市・白浜町 ・ 新宮市・那智

勝浦町の各教育委員会の協力を得た。
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本書の編集は、和歌山県教育庁生涯学習局文化遺産課調査班が行い、執筆は各担当者が行 っ

た。
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本書で使用した図面類の原図及び掲載を省略した原図・ 写真等の記録類は、和歌山県教育委

員会で保管 しているので、 閲覧可能である 。
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和歌山県埋蔵文化財関係 組織図（平成22年度）
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埋蔵文化財包蔵地の認定・範囲変更

平成 21年 10月 1日から平成 22年 12月 31日までに包蔵地の認定 ・範囲変更 ・名称変更等を

行った遺跡は、表に示す 15遺跡である 。

以下の地図では包蔵地範囲は赤線で示しているが、範囲変更を行った包蔵地についてはその 旧

範囲を黒破線で示している 。

和歌山市 和歌山市

77 有功遺跡 92 鳥井遺跡 398 府中w遺跡

和歌山市 和歌山市

149 宇田森遺跡 152 上黒谷遺跡

和歌山市 和歌山市

185 岩橋千塚古墳群 311 大日山I遺跡 436 三葛遺跡
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有田川町（吉備地区）

11 旧吉備中学校校庭遺跡

美浜町

9 和田Il遺跡
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心
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印南町

59 太鼓屋敷遺跡

埋蔵文化財包蔵地範囲変更一覧表

市（地町区村名名） 
遺跡

地図 遺跡名 いせきめい 所在地 種別 時代 立地 遺跡概況
変更

備考番号 詔定 日

弥生、古墳、 構、土坑、ヒット、落ち込み、弥生 平成 22年 範囲等77 5図 有功遺跡 いさおいせき 六十谷 集落跡 丘陵 土器、須恵器、土師器、瓦器、国産
鎌倉、室町 陶磁器、輪入陶磁器、瓦、土製品 10月20日 変更

89 5図
直川 のうがわ

直川 散布地 縄文 丘陵 縄文土器、石鏃、石錘
平成 22年 遺跡概況

遺跡 いせき 6月24日 等変更

92 5図
鳥井 とりい

直川 散布地 丘陵 土師器、須恵器
平成 22年

範囲変更遺跡 いせき 6月24日

94 5図
府中 II ふちゅうに

府中 散布地 縄文 丘陵 縄石棒文士？器、石鏃、石錘、削器、 平成 22年 遺跡概況
遺跡 いせき 6月24日 等変更

95 5図
府中III ふちゅうさん

府中 散布地 弥生 丘陵 弥生土器
平成 22年 遺跡概況

遺跡 いせき 6月24日 等変更

96 5図
府中 ふちゅう

府中 散布地
縄文

丘陵 須恵器、土師器、瓦、石鏃
平成 22年 遺跡概況

遺跡 いせき 奈良 6月24日 等変更

和歌山市 5 6 宇田森 うだのもり 竪穴仕居、溝、ピット、弥
平成 22年

149 宇田森 集落跡 弥生 沖積地 生土器錘、石車器等、石鏃、石包丁、 範囲変更図 遺跡 いせき 石製紡 3月31日

152 6図
上黒谷 かみくろだに

黒谷 散布地
奈 良

山麓 須恵器、土師器、瓦
平成 22年 範囲等

遺跡 いせき 平 安 6月24日 変更

185 10図 岩古橋墳千群塚
いわせせんづか 岩橋鳴神

古墳群 古墳 山腹
平成 22年

範囲変更
こふんぐん 井辺寺内 10月15日

311 10図
大日山 だいにちやま

井辺 集落跡 古墳～奈良 丘陵端 竪須滑（甕石穴恵、住製器壺居勾、、高（玉、杯掘坪、、、有立高小柱孔江形建円）壺、物盤9、B、杯形土、土師甑器器） 、、 平成 22年
範囲変更I遺跡 いちいせき 10月15日

398 5図
府中w ふちゅうよん

府中 集落跡
弥生～奈良

丘陵端 竪穴住居（円、方“ 溝、弥 平成 22年 範囲等
遺跡 いせき 鎌倉 生土器、土師器、 、瓦器 6月24日 変更

三葛 みかずら 弥生土器、土師器、須恵器、
平成 22年

436 10図
遺跡 いせき

三葛 散布地 弥生～中世 扇状地 黒色土器、瓦器、瓦、石器、
11月8日

新規認定
士製品

（
： 田川町 旧吉備中学

きゅうきびちゅう
河岸 竪穴住居、堀立柱建物、弥

平成 22年
備地区）

11 21図
校校庭遺跡

がっこうこうてい 下津野 集落跡 弥生～鎌倉
段丘

生土器、土師器、須恵器、
7月30日

範囲変更
いせき 黒色土器、瓦器

美浜町 ， 32図 和田 II遺跡
わだにいせ

和田 散布地 古墳 平地 須恵器、土師器
平成 22年

範囲変更
き 12月22日

印南町 59 39図
太鼓屋敷遺 たいこやしき

西ノ地 散布地
古 培

台地
須恵器、瓦器、土師器、陶 平成 22年

新規認定
跡 いせき 中世～近世 磁器 6月14日
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国指定記念物現状変更許可一覧（進達） 1 

No. 
文苫番け

記念物名
1|l訥理「甘 場所

1|l請者 備考日付 申間II 所有者など

文第 56号 史跡根来寺境内 地盤のボーリング調脊
岩札＼市板来 2286

（宗） 岩出市教合委員会
（宗）

l 平成 21年 4月8H 名勝根米寺庭園 平成 21年 3月31日
新義呉言宗総本山根米寺

新義真己宗総本山根来寺 」」-ェL、

文第 56号の (2) 名勝 菖蒲池の浚渫 和歌山市西浜 1164
（株）贅翠園2 平成 21介 4月23日 尭翠園 平成 21年 4J-J 16日 （株）蓑翠園

文第 56号の (3)
史跡

墓石建立 伊都郡商野町高野山 553 高野町教育委且会金剛盗、1f境内 （宗）遍！照光院3 平成 21年 5月 19日
（奨院地区）

平成 21年 4月30H （宗）金剛峯寺 M」．^ェ

文第 56けの (4) 史跡熊野参詣道 道の修復 白浜町寸九渕先
白浜町

白浜町教育委員会
4 ギ成 21年 6H 9日 （大辺路宮田坂） 平成 21年 5月 13日 （怜）白浜町 止」-L＝、

文第 56号の (5)
史跡

墓石建立 伊都郡高野町高野山 553 高野町教育委員会金剛峯寺境内 個人5 平成 21年 6)=J11H 
（奥院地区）

平成 21年 5月27日 （宗）金剛峯寺 止→ム云

文第 56号の (6)
史跡

墓石建立 伊都郡高野町高野山 553 高野町教育委員会
6 平成 21年 6J J 11日

金剛峯寺境内
平成 21年 6月3H （宗）金剛峯寺

（宗）小動院 止.L・ Lェ、
（奥院地区）

文第 56号の (7)
史跡

墓石建立 伊都郡高野町高野山 553 高野町教育委員会金剛峯寺境内 （宗）上池院7 平成 21年 6月 231::1 
（奥院地区）

平成 21年 6J J 10日 （宗）金剛峯寺 止→ムェ

8 
文第 56号の (8) 天然記念物 堤防道路の切り下げ 西牟婁郡上富田町市ノ瀬

」'rr1•FRII「J―
平成 21年 6月 24日 オオウナギ生息地 平成 21年 6月23日 （管）白浜町

， 文第 56号の (9) 天然記念物 国道 331りの拡幅 西牟婁郡上富If!町市ノ瀬
和歌山県

平成 21年 6月 29日 オオウナギ生息地 平成 21年 6月23H （菅）白浜町

10 
文第 56号の (10) 史跡 発掘調壺 和歌山市一番-J3番地

和歌山市
平成 21年 6月 29日 和歌山城 平成 21年 6月 18日 和歌山市

文第 56号の(11)
史跡

庫裡の解体撤去 西牟婁郡白浜II「［富田 1220-1 白浜町教育委員会11 熊野参詣道 （宗）草堂寺
平成 21年 7月 17日

（大辺路草堂寺）
平成 21年 5月 14日 （宗）草堂寺 ）」-̂ェ

文第 56号の (12)
史跡

墓石建立 伊都郡高野町高野山 553 高野町教育委員会12 金剛峯寺境内 （宗）高宰院
平成 21年 7月 24日

（奥院地区）
平成 21年 6月 18日 （宗）金剛峯寺 止」ーム云

文第 56号の (13)
史跡

墓石建立 伊都郡瀾野町高野山 548 醐野町教育委員会13 金剛峯寺境内 （宗）明王院
平成 21年 7月 29日

（奥院地区）
平成 21年 7月 17日 （宗）金剛峯寺 止」ームェ

14 
文第 56号の(15) 史跡 取付道路の改良 新宮市新宮 7690-34他

新宮市
新宮市教育委員会

平成 21年 8月 7日 新宮城跡附水野家墓所 平成 21年 7月30日 新宮市 AユLノェ＼ 

文第 56号の (16)
史跡

庫裡の新築 西牟婁郡白浜町 1220-1 白浜町教育委貝会15 
平成 21年 8月 19日

熊野参詣道
平成 21年 8月 18日 （宗）草翡寺

倍、．）草棠寺
上―’――ノェく

（大辺路阜堂寺）

16 
文第 56けの(17) 名勝天然記念物 地積調査に伴う杭打設 東牟婁郡串本町閾野川

串本町長
平成 21年 8月 18日 橋杭岩 平成 21年 8月 6日 （管）串本町

17 
文第 56号の(18) 史跡 内容確詔調査 紀の川市名手市場 641

紀の川市
平成 21年 8月 19日 旧名手宿本陣 平成 21年 8月6日 紀の川市

18 
文第 56号の(19) 史跡 LED照明器具の設置 和歌山市一番丁 3番地

和歌山市
和歌山市教育委員会

平成 21年 8月 251::1 和歌山城 平成 21年 8月 20日 和歌山市 ）- L云、

19 
文第 56号の (20) 天然記念物 張出歩追の設置 山辺市鮎川

和歌山県
平成 21年 8月 27H オオウナギ生息地 平成 21年 8月 21日 （管）白浜町

20 
文第 56号の (21) 天然記念物 鮎川新橋の耐震補強 田辺市（砧川

和歌山県
平成 21年 8月 27H オオウナギ生息地 平成 21年 8月 21日 （管）白浜町

21 
文第 56号の (22) 名勝 保存修理 紀の川市粉河 2787

（宗）粉河寺
平成 21年 8月 31日 粉河寺庭園 平成 21年 8月 25日 （宗）粉河寺

22 
文第 56号の (23) 史跡 ライトアップ施設の設置 和歌山市一番丁 3番地

和歌山市
和歌山市教育委員会

平成 21年 8月 31日 和歌1」I城 平成 21年 8月 25日 和歌山市 」」ームェ

23 
文第 56号の (24) 史跡 石垣修復 新宮市新宮字丹鶴 7691-4

新宮巾
新宮市教育委員会

平成 21年 9月 1日 新宮城跡附水野家墓所 平成 21年 8月 28日 新宮市 A」ームェ

文第 56号の (25)
史跡

案内板立替 新宮rh春日 1-1 新宮市教育委員会24 熊野参詣道 沿［宮市
平成 21年 9月 2日

（中辺路伊勢路）
平成 21年 8月 31日 新宮市 上→£云ヽ

25 
文第 56号の (26) 特別史跡 発掘調査 和歌山市岩橋

和歌山県立紀伊風土記の丘
平成 21年 9月 3日 岩橋千塚古墳群 平成 21年 8月 28日 和歌山県

26 
文第 56号の (27) 特別史跡 照明施設設置 和歌山市岩橋

和歌山梨立紀伊風土記の丘
県立紀伊風十．記の丘

平成 21年 9月 3日 岩橋千塚古墳群 平成 21年 8月 28日 和歌山県 」→ーL云ヽ

文第 56号の (28)
史跡

作業道設梱 伊都郡高野町高野山 高野町教育委貝会27 金剛峯寺境内 高野山、『領森林組合
平成 21年 9月 10日

（奥院地区）
半成 21年 8JJ 28 LI （京）金剛峯寺 上」··ノ—.,_て‘ 

28 
文第 56号の (29) 史跡 杭設置 伊都郡九度山町慈森院 832

（宗）慈惇院平成 21年 9月日 高野山町石 平成 21年 9月 16日 （；；：）慈杓院

29 
文第 56号の (30) 天然記念物 梨道拡幅 西牟婁郡上富田町牛馬

和歌山梨
平成 21年 9月 11Fl オオウナギ生息地 キ成 21年 9月811 （行）白浜町

30 
文第 56号の (31) 天然記念物 宇立橋の修復 用辺市鮎川 788-4先

田辺市
平成 21年 9月 28H オオウナギ生息地 ギ成 21年 9月 1711 （竹）白浜町
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国指定記念物現状変更許可一覧（進達） 2 

No. 
文書番号

記念物名
申訥理由 場所

巾請者 備考

日付 申諸日 所有者など

文第 56号の (32) 史跡根来寺境内 倉庵の撤去
岩出市根来 2286

（宗） 岩出市教育委員会

31 （宗）
平成 21年9月28日 名勝根来寺庭園 平成 21年 9月17II 

新義真言宗総本山根来寺
新義真言宗総本山根来寺 立会

32 
文第 56号の (33) 史跡 案内板等の撤去 設置． 新宮市三輪崎他

和歌山県
新宮市教育委貝会

平成 21年9月30日 熊野参詣道 （中辺路） 平成 21年 9月14H 新宮市他
.!.1」-.L云、

33 
文第 56号の (34) 史跡 橋脚補強工事 新宮市熊野川町日足

三顕県
新宮市教育委員会

平成 21年9月30日 熊野参詣道 （中辺路） 平成 21年 9月14日 国土交通省 止-,-';・ム工

34 
文第 56号の (35) 名勝 .:L橋の修理 和歌山市一番「 3番地

和歌山市
平成 21年9月28日 和歌山城西之丸庭園 平成 21年 9月28日 和歌山市

35 
文第 56号の (36) 名勝 茅門の修理 和歌山市一番丁 3番地

和歌山市

平成 21年9月28日 和歌山城西之丸庭園 平成 21年 9月28日 和歌山市

36 
文第 56号の (37) 名勝 説明板の移設 和歌山市西浜 1164

和歌山市
和歌山市教育委員会

平成 21年 9月29日 養翠悼l 平成 21年 9月18日 （株）養翠園 J.1..→ ム云

37 
文第 56号の (38) 天然記念物 鮎産卵床の整備 西牟婁郡白浜町十九渕先

富田川漁業協同組合

平成 21年 9月29日 オオウナギ生息地 平成 21年 9月25日 （管）白浜町

38 
文第 56号の (39) 特別史跡 説明板 案内標識の設置 和歌山市岩橋

和歌山県立紀伊風土記の丘
県立紀伊風七記の丘

平成 21年 10月19日 岩橋千塚古墳群 平成 21年 10月6日 和歌山県 止→ームェ

39 
文第 56号の (40) 史跡 多宝塔解体修理 伊都郡九度山町慈陣院

（宗）慈尊院
九度山町教育委員会

平成 21年 10月29日 高野山町石 平成 21年 10月20日 （宗）慈尊院
止―’-.,L云ヽ

40 
文第 56号の (41) 天然記念物 ボーリング調査 西牟婁郡白浜町

和歌山県

平成 21年 10月30日 オオウナギ生息地 平成 21年 10月21日 （管）白浜町

41 
文第 56号の (42) 天然記念物 植生の伐採 西牟婁郡上富田町

富田川治水組合

平成 21年 10月30日 オオウナギ生息地 平成 21年 10月27日 （管）白浜町

42 
文第 56号の (43) 史跡 解説板等撤去設置 西牟婁郡白浜町

和歌山県
白浜町教育委員会

平成 21年 11月17日 熊野参詣道 （大辺路） 平成 21年 10月20日 白浜町他 立会

文第 56号の (44)
史跡

墓石建立 伊都郡高野町高野山 高野町教育委員会

43 
平成 21年 11月18日

金剛峯寺境内
平成 21年 10月15日 （宗）金剛峯寺

（宗）西室院 上→— L云、
（奥院地区）

文第 56号の (45)
史跡

墓石建立 伊都郡高野町高野山 席野町教育委員会

44 
平成 21年 11月27日

金剛峯寺境内
平成 21年 11月12日 （宗）金剛峯寺

（宗）光明院
J.L→ ム本

（奥院地区）

45 
文第 56号の (46) 天然記念物 測量標杭の設芭 西牟婁郡白浜町～田辺市

和歌山県

平成 21年 11月27日 オオウナギ生息地 平成 21年 11月18日 （管）白浜町

文第 56号の (47) 天然記念物 ボーリング調資 西牟婁郡白浜町平～十九淵
国土交通省

46 近畿地方整備局

平成 21年 12月1日 オオウナギ生息地 平成 21年 11月28日 （管）白浜町
紀南河川国道事務所

47 
文第 56号の (48) 史跡 天守閣壁面の修理 和歌山市一番丁 3番地

和歌山市
和歌山市教育委員会

平成 21年 12月1日 和歌山城 平成 21年 11月27日 和歌山市 上ーム云

48 
文第 56号の (49) 史跡 下水管の切替 和歌山市一番丁 3番地

和歌山市
和歌山市教育委員会

平成 21年 12月2日 和歌山城 平成 21年 12月2日 和歌山市 J.L-,'-;・ムェく

49 
文第 56号の (50) 史跡 電カケーブルの埋設 田辺市本宮町字向山 1911-1 （株）エヌティ ティド 田辺市教育委員会

平成 21年 12月10日 大峯奥駈道 平成 21年 10月16日 田辺市 コモ関西支社 上→ム云

文第 56号の (51)
史跡

橋梁改築工事 伊都郡高野町高野山 548 高野町教育委員会

50 
平成 22年 1月26日

金剛峯寺境内
平成 21年 12月21日 （宗）金剛峯寺

（宗）金剛峯寺 J1..7' ・ムェ

（奥院地区）

51 
文第 56号の (52) 史跡 竹垣改築工事 伊都郡九度山111J慈尊院

九度山町
九度山町教育委員会

平成 22年 1月26日 高野山町石 平成 22年 1月12日 九度山町 止→,Lェヽ

52 
文第 56号の (53) 名勝 樹木伐採石塔除去 紀の川市粉河 2787

（宗）粉河寺
平成 22年 1月26日 粉河寺庭園 平成 21年 12月25日 （宗）粉河寺

53 
文第 56号の (54) 特別史跡 古墳修景 和歌山市岩橋

和歌山県立紀伊風土記の丘
県立紀伊風土記の丘

平成 22年 1月29日 岩橋千塚古墳群 平成 22年 1月21日 和歌山県 止-,'-;・ムェ

54 
文第 56号の (55) 天然記念物 橋梁の架替 西牟婁郡上富田町市ノ瀬

上富田町

平成 22年 1月29日 オオウナギ生息地 平成 22年 1月22日 （管）白浜町

55 
文第 56号の (56) 史跡 発掘調査 伊都郡かつらぎ町」天野

かつらぎ町教育委員会

平成 22年 2)=J24日 丹生都比売神社境内 平成 22年 2月17日 （宗）丹生都比売神社

56 
文第 56号の (57) 天然記念物 植生調査 東牟婁郡那智勝浦町

和歌山県

平成 22年 2月25日 那智原始林 平成 22年 1月29日 （宗）熊野那智大社

57 
文第 56号の (58) 天然記念物 竹林伐採 西牟妻郡すさみ町江住 154

すさみ町教育委員会

平成 22年 3月3日 江須崎暖地性植物群落 平成 22年 2月19日 （管）すさみIII[

58 
文第 56号の (59) 天然記念物 地衣類採取 西牟婁郡すさみ町江住 155

個人

ギ成 22年 3月3日 江須崎暖地性植物群落 平成 22年 2月1日 （管）すさみ町

59 
文第 56号の (61) 天然記念物 ボーリング調査 西牟婁郡白浜町～田辺市

和歌山県

平成 22年 3月16日 オオウナギ牛息地 平成 22年3月2日 （管）白浜町

60 
文第 56号の (62) 史跳 橋脚補強 新宮市熊野川町日足

三翫県
新宮市教育委員会

平成 22年 3月26H 熊野参詣道 （熊野川） 平成 22年 3月12H 国土交通省 上'L・ムェ
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国指定記念物現状変更許可一覧（権限委任） 1 

No. 
文書番号

記念物名
巾請理由 場所

申請者 権限委任 指示内容 許可権者H付 申請日 所有者など

文第 31号 天然記念物 保護飼育 西牟婁郡白浜町地内 和歌山梨立自然博卜 伯重に実施す 和歌山県
1 平成 21年 4月2日 オオウナギ生息地 平成 21年3月24日 （管） 白浜町 物館 動物の飼育 るよう指示 教育委員会

2 
文第 31号の (3) 天然記念物 現況調査 西牟婁郡白浜町地内

和歌山県
卜 慎重に実施す 和歌山県

平成 21年 4月14日 オオウナギ生息地 平成 21年 4月6日 （管） 白浜町 生息状況の調査 るよう 指示 教育委員会

文第 31号の (4)
史跡

墓石改修 伊都郡高野町高野山 548 Iヽ 慎重に実施す 和歌山県3 金剛峯寺境内 （宗） 龍泉院
平成 21年 5月1日

（奥院地区）
平成 21年4月16n （宗） 金剛峯寺 工作物の設置 るよう指示 教育委員会

文第 31号の (5)
史跡 資材搬入用レールの 西牟婁郡す さみ町

西H本旅客鉄道 （株） ハ 慎重に実施す 和歌山県4 
平成 21年 5月19日

熊野参詣道 設置 和深地内
和歌山支社 _L作物の設置 るよう 指示 教育委員会

（大辺路） 平成 21年 3月27日

文第 31号の (6)
史跡

素屋根の設置 伊都郡高野町高野山 Jヽ 慎重に実施す 和歌山県5 高野山町石 蓮花院
平成 21年 6月4日

（慈蒻院）
平成 21年 5月27日 （宗）金剛峯寺 工作物の設置 るよう 指示 教育委員会

和教文第 182号 史跡 既設便所改修 和歌山市一番丁 3
和歌山市

ノ‘ 慎重に実施す 和歌山市6 
平成 21年 6月15日 和歌山城 平成 21年6月12日 和歌山市 工作物の設置 るよう 指示 教育委員会

文第 31号の (7)
史跡

消火栓改修 伊都郡高野町高野山 553
ホ

惧重に実施す 和歌山県7 金剛峯寺境内 （宗）金剛峯寺 埋設されている
平成 21年 7月17日

（奥院地区）
平成 21年 6月19日 （宗） 金剛峯寺

水管の改修
るよう 指示 教育委員会

田教文第 116号の 2 史跡 野外舞台等の設置 田辺市本宮町本宮 1110
谷村新司ココロの

ノ‘ 田辺市8 
平成 21年 7月1日 熊野三山 平成 21年 6月15日 （宗） 熊野本宮大社

学校
工作物の設置 教育委員会

実行委員会

指令新教文第 1号
史跡

一夜城の展示等 新宮市新宮 7691-1他 （社） ノ‘ 慎重に実施す 新宮市， 
平成 21年 7月10日

新宮城跡
平成 21年 7月6日 新宮市 新宮青年会議所 工作物の設罹 るよう指示 教育委員会附水野家墓所

10 
和教文第 320号 史跡 舗装撤去樹木伐採 和歌山市一番丁 3

和歌山市
ハエ作物の設置 慎重に実施す 和歌山市

平成 21年 8月13日 和歌山城 平成 21年8月11日 和歌山市 ヘ木竹の伐採 るよう指示 教育委員会

文第 31号の (8) 天然記念物 現況調査
西牟婁郡上富田町朝来

卜 慎重に実施す 和歌山県11 763 上富田町
平成 21年 8月24日 オオウナギ生息地 平成 21年8月19El 

（管） 白浜町
生息状況の調査 るよう 指示 教育委員会

田教文第 211号の 2 史跡 野外舞台等の設置 田辺市本宮町本宮 1110 （宗） ノ‘ 田辺市12 
平成 21年 9月24日 熊野三山 平成 21年 9月17日 （宗） 熊野本宮大社 熊野本宮大社 工作物の設置 教育委員会

和教文第 434号 史跡 野外テント設置 和歌山市一番丁 3
和歌山市

ノ‘ 慎重に実施す 和歌山市13 
平成 21年 10月2日 和歌山城 平成 21年 10月1日 和歌山市 工作物の設置 るよう指示 教育委員会

文第 31号の (9)
天然記念物

既設装置の改修
東牟婁郡那智勝浦町

関西電力 （株） ノ‘ 慎重に実施す 和歌山県14 
平成 21年 10月7日

那智原始林
平成 21年 9月18日

那智山 l
和歌山支店 工作物の設置 るよう指示 教育委員会

名勝那智大滝 （宗） 熊野那智大社

文第 31号の (10) 史跡 説明板の移設
東牟婁郡那智勝浦町 二 那智勝浦町

和歌山県15 下里 356-1 那智勝浦町 管理に必要な施 教育委員会
平成 21年 10月9日 下里古墳 平成 21年 9月18日

那智勝浦町 設の改修 立会
教育委員会

田教文第 239号の 2
史跡

ポス トの設置 田辺市本宮町本宮 1110 （宗） Iヽ 慎重に実施す 田辺市16 
平成 21年 10月21日

熊野三山
平成 21年 10月19日 （宗） 熊野本宮大社 熊野本宮大社 工作物の設置 るよう 指示 教育委員会

（熊野本宮大社）

文第 31号の(11) 天然記念物 橋梁の錆取塗装 西牟婁郡上富田町地内
上富1f1町

ノ‘ 慎重に実施す 和歌山県17 
平成 21年 10月30日 オオウナギ生息地 平成 21年 10月27日 （管） 白浜町 工作物の設置 るよう 指示 教育委員会

田教文第 260号の 2 天然記念物 橋梁補修工事 田辺市鮎川 3104-1地先
田辺市

ノ‘ 慎重に実施す 田辺市18 
平成 21年 11月9日 オオウナギ生息地 平成 21年 11月6日 （管） 白浜町 工作物の設置 るよう 指示 教育委員会

指令新教文第 2号
史跡

仮設ステージ設置 新宮市新宮 1番地 和歌山県芸術振興 ノ‘ 慎重に実施す 新宮市19 
平成 21年 11月27日

熊野三山
平成 21年 11月27日 （宗）熊野速玉大社 プラン実行委員会 工作物の設置 るよう指示 教育委員会

（熊野速玉大社）

指令新教文第3号
史跡

表土流出防止植栽 新宮市新宮 7691-1 ノ‘ 慎重に実施す 新宮市20 
平成 21年 12月16日

新宮城跡
平成 21年 12月11日 新宮市

新宮市
工作物の設置 るよう指示 教育委員会

附水野家墓所

和教文第 606号 史跡 歩道拡幅工事 和歌山市一番l3 
和歌山市

ノ‘ 慎重に実施す 和歌山市21 
平成 21年 12月24日 和歌山城 平成 21年 12月22日 和歌山市 工作物の設置 るよう指示 教育委員会

22 
文第 31号の (12) 天然記念物 生息状況調査 西牟婁郡上富田町地内

上富田町
卜 慎重に実施す 和歌山県

平成 21年 12月25日 オオウナギ生息地 平成 21月12月16日 （管）白浜町 生息状況の調査 るよう指示 教育委員会

23 
田教文第 293号の 2 特別天然記念物 保護飼育

地域定めず 田辺市
卜 慎重に実施す 田辺市

平成 21年 12月25日 カモシカ 平成 21年 12月21日 動物の飼育 るよう指示 教育委員会

和教文第 629号 特別史跡 樹木伐採 和歌山市岩橋 1834他 和歌山県立 ヘ 慎重に実施す 和歌山市24 
平成 22年 1月15日 岩橋千塚古墳群 平成 22年 1月12日 和歌山県 紀伊風土記の丘 木竹の伐採 るよう 指示 教育委員会

和教文第 629号 史跡 地中電線設置 和歌山市一番「 3
ホ

慎重に実施す 和歌山市25 関西電力 （株） 埋設されている
平成 22年 1月15日 和歌山城 平成 22年 1月12日 和歌山市

電線の改修
るよう 指示 教育委員会

田教文第 319号の 2 史跡 立木 半倒木の伐採 田辺市本宮町本宮 1876-1 （宗） 熊野本宮大 ヘ 慎重に実施す 田辺市26 
平成 22年 2月8日 大峯奥駈道 平成 22年 2月5日 （宗）熊野本宮大社 社 木竹の伐採 るよう 指示 教育委員会

和教文第 757号 史跡 仮設桟橋設置 和歌山市一番丁 3 お堀で船に乗ろう ノ‘ 慎重に実施す 和歌山市27 
平成 22年 3月9日 和歌山城 平成 22年 3月18日 和歌山市 実行委員会 工作物の設慨 るよう 指示 教育委員会
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平成 21年度 国指定記念物現状変更許可一覧（権限委任） 2 

No. 
文害番号

記念物名
申請理由 場所

申請者 権限委任 指示内容 許可権者

H付 申請日 所有者な ど

用教文第 341号の2
史跡

野外舞台等の設置 田辺市本宮町本宮 1
和歌山県文化芸術

ノ‘ 伯重に実施す 田辺市

28 
平成 22年 3月llH 

熊野三山
平成 22年3月3日 （宗） 熊野本宮大社

振興
工作物の設置 るよう指示 教育委員会

（大斎原） プラン実行委員会

田教文第 349号の 2
史跡

絵馬納所の設置 田辺市本宮町本宮 1124 （宗） 熊野本宮大 ノ‘ 慎重に実施す 田辺市

29 
平成 22年3月17日

熊野三山
平成 22年3月 15日 （宗）熊野本宮大社 社 工作物の設置 るよう指示 教育委員会

（熊野本宮大社）

指令新教文第 6号
史跡

表土流出防止植栽 ノ‘ 伯重に実施す 新宮市

30 
平成 22年3月25H

新宮城跡
平成 22年3月19H 

地域定めず 新宮市
工作物の設置 るよう指示 教育委員会

附水野家墓所

31 
文第 31号の(13) 天然記念物 生息状況調査

地域定めず 個人
卜 惧重に実施す 和歌山県

平成 22年3月26日 ヤマネ 平成 22年3月 15日 生息状況の調査 るよう指示 教育委員会

県指定記念物現状変更許可一覧

No 
文書番号

記念物名 申請日 申請理由 所有者等 申請者 指示内容

日付

文第 76号 名勝 防護屋根の設置
（財）琴ノ浦温山荘園 （財）琴ノ浦温山荘園 許可

1 平成 21年4月 14日 琴ノ浦温山荘園 平成 21年3月 18日

文第 76号の (2) 史跡
スポーツ広場整備 掲示

2 平成 21年4月23日 水軒堤防
板設置 国 水軒の浜に松を植える会 許可

平成 21年4月 14日

文第 76号の (3) 名勝史跡 経王堂の建設
和歌山県 妹背山護持顕彰会

和歌山市教育委員会

3 平成 21年4月17日 和歌の浦 平成 21年4月 17日
山」ームュて

文第 76号の (4) 天然記念物 管理のための択伐
（宗）金剛峯寺 （宗）金剛峯寺 許可

4 平成 21年6月 17日 高野槙の純林 平成 21年6月 10日

文第 76号の (5) 史跡 既埋設物の移設
国

関西電力 （株）
許可

5 平成 21年 7月 15日 水軒堤防 平成 21年7月7日 和歌山支店

文第 76号の (6) 史跡 既埋設物の移設
国

西日本電信電話 （株）
許可

6 平成 21年7月27日 水軒堤防 平成 21年6月 19日 和歌山支店

文第 76号の (7) 名勝史跡 落石防設工事
国 和歌山県

和歌山市教育委員会

7 平成 21年8月3日 和歌の浦 平成 21年7月28日 立会

8 
文第 76号の (8) 天然記念物 保存修理

和歌山市 和歌山市
和歌山市教育委員会

平成 21年8月4日 ーの橋の樟樹 平成 21年8月 11日 立会

文第 76号の (9) 史跡
ネソトフェンス等の設置， 樹木の植樹 匡l 水軒の浜に松を植える会 許可

平成 21年8月5日 水軒堤防
平成 21年7月 17日

10 
文第 76号の (10) 天然記念物 枯れ枝の剪除

（宗）御崎神社 （宗）御崎神社 許可

平成 21年 10月7日 姥目の老樹 平成 21年9月24日

11 
文第 76号の (11) 天然記念物 赤外線センサーの設置

（宗）熊野那智大社 山口大学農学部 許可

平成 21年8月7日 那智山旧参道の杉並道 平成 21年9月29日

文第 76号の (12) 名勝
法面擁壁 ガードレール

12 の復旧 国 和歌山県 許可

平成 21年 11月27日 玉川峡
平成 21年 11月 11日

13 
文第 76号の (13) 名勝 木製杭 竹製柵の設置

紀の川市 紀の川市 許可

平成 22年 1月22日 藤崎弁天 平成 21年 12月21日

14 
文第 76号の(14) 史跡 水路復旧

かつ らぎ町 かつ らぎ町
かつらぎ町教育委員会

平成 22年2月8日 中世農耕用水路文覚井 平成 22年 1月28日
上→ーム云

15 
文第 76号の (15) 史跡 説明板木柵の改修

御坊市 御坊市
御坊市教育委員会

平成 22年2月24日 岩内古墳群 平成 22年2月9日 止→云̂

16 
文第 76号の (16) 天然記念物 治療

妙楽寺薬師講 妙楽寺薬師講 許可

平成 22年2月24日 十五社の樟樹 平成 22年2月8日

文第 76号の(17) 史跡
土流出 落石防止擁壁 田辺市教育委員会

17 
平成 22年2月24日 出立王子跡

の設置 田辺市 田辺市
立会

平成 21年2月 16日

18 
文第 76号の (18) 史跡 記念碑の建立

蒋名称院 善名称院
九度山町教育委員会

平成 22年3月31且 真田屋敷跡 平成 21年3月 17日
止J・ ムエく
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埋蔵文化財関係届出等件数一覧

文化財 道 鉄 河 港 舜ナ 住 個 工 店 兼 そ 宅

胄［ 
公 ガ 農 戻曲 そ 自 保 涅-1—• 退•Aュ

保護法 人 用 の 地 園 業 業 の 然 存 術 跡
指示内容等 他 ス 他 計根拠 住 住

建 造 造 基 関 開 災 目 H 整
条例名 路 道 Jll 湾 校 宅 宅 場 舗 宅 物 成 成 等 盤 係 発 害 的 的 備

発掘調査 1 1 1 16 25 6 13 15 2 3 83 

工事立会 1 8 117 2 3 15 5 42 3 196 
第 93条

慎重工事 1 2 35 6 ， 3 4 1 61 

その他

゜発掘調査 20 1 1 3 2 1 28 

工事立会 6 3 3 31 1 3 1 48 
第 94条

慎重工事 l 1 2 2 1 3 10 

その他

゜合 計 29 2 1 

゜
8 26 177 

゜
14 3 45 23 

゜゚
82 

゜
1 13 1 

゜゚
1 426 

試掘確詔調査 1 1 
第 92条

本発掘調査 7 1 1 5 1 1 1 17 

試掘確認調査 6 1 11 14 3 2 3 4 1 45 
第 99条

本発掘調査

゜合 計 13 

゜
1 

゜
2 11 14 

゜
8 

゜
3 4 1 

゜゚゜゚
4 

゜゚
2 

゜
63 

県内市町村埋蔵文化財関係届出件数一覧

発掘の届出 通知 発掘調査の届出 報告 発掘の届出 通知 発掘調査の届出 報告
市町村名 市町村名

第 93条 増減 第 94条 増減 第 92条 第 99条 第 93条 増減 第 94条 増減 第 92条 第 99条

和歌山市 151 ""12 12 ... 14 10 21 日高町 2 1 

゜゜゜海南市 22 ..... 8 3 • 2 1 4 由良町 1 1 

゜
.... 1 

゜紀美野町

゜
.... 2 3 3 

゜
日高川町

゜
.... 1 2 

゜゜紀の川市 15 13 4 • 2 4 2 印南町

゜゜゜゜゜岩出市 29 .a. 14 13 3 

゜
2 みなべ町 4 4 

゜
.... 2 

゜橋本市 10 ... 1 3 l 2 

゜
田辺市 28 ▲,4 7 A l 

゜
5 

九度山町 1 1 

゜゜゜
白浜町 3 1 1 ▲'1 

゜
2 

高野町 12 .A. 3 7 2 

゜゜
上富田町

゜゜
1 1 

゜かつらぎ町 12 .... 12 14 5 l 5 すさみ町

゜゜
1 

゜゜有田市 l .. 3 1 1 

゜゜
串本町

゜
A l 1 l 

゜有田川町 15 .... 4 4 2 

゜
2 新宮市 10 ▲,6 

゜゜゜゜湯浅町

゜゜゜゜゜
那智勝浦町 2 1 

゜゜゜゜広川町

゜゜゜゜゜
太地町

゜゜゜゜゜御坊市 18 2 7 4 

゜
2 古座川町

゜゜゜
..... 1 

゜美浜町 4 3 2 1 

゜
北山村

゜゜゜゜゜
合 計 340 I。1 18| 45 

専門職員配備 （平成 21年度

86 三
※市町村名

-10-



埋蔵文化財発掘の届出 （文化財保護法第 93条）一覧 l

屈根出等拠法の種令類
辿時跡代の種名類称

教育委員会による処理

番号 届出等の日付
指文示害の番日り付• 指ぷ事項

備考

所在地

l T第．市93等条の届出 岩橋高冒屑跡橋 立r可塁、中近枇 染落
和歌山 字 282-3 

平成 21年3H 24 11 平文成第 521号年4月1 H 確詔調在

2 工第事93等条の届出 川辺逍> 縄文～中世 夕門落跡
和歌山藤田字流 16番

平成 21年3月24日 文悶5 誓4(2) 
平 2 月1Fl 

確認調査

3 第L19i3等条の屈出 六 I •谷遺跡縄文～弥生散布地 、 1プ•I成 21 年 3 月 30 Li 文： 5 号年の4 (3) 本発掘調査
和歌山市六 卜谷357-3 平 21 月2日

4 
T．にド等のI出出 加）こ遺靡縄文～中世散布地 平成 21年3月26日 文第 5号年の4 り） 浄化槽部分工事立会
第93条 和歌山加太 1574番地 平成 21 3日

5 ...l第事93等条の届出 閲ィ，限 I追塁瓢～奈良 散布地
出市中 字 504-18 

平成 21年3月31日 文第 51号年の4 (5) 
ギ成 2 月3日

・I羽重t事

6 第「'9-jt3等条の/rt¥出 稲成 I喜口占墳散布地
1::11辺市 町3200、3201

平成 2l年3月25H 文成第5 1号年の4 (6) 
平 2 月3H 

浄化槽部分工事立会

7 工第事93等条の届出
八丁田圃 靡•ヽ9 9 ． 跡縄文～鎌倉散布地

田辺市秋町 425-1
平成 21年4月2日 文： 5 誓4(7) 

平 2 月7日
恨重工事

8 
工事等の屈出 野田地区逍跡 羹上器～中世 、『院跡ほか 、ド成 21年4月31::1 文悶5 1号年の4 (8) 慎菫工事
第93条 有田郡有田川町 字野田字保寿 407-6 平 2 月8日

， 工第事93等条のI酎出 一泣ニ用靡： 弥生、中世 散布地
出 牛四ッヤ 132-1

平成 21年4月3日 平文第成 521号年の4月(9)8 日 確認調査

I O 工第事93等条の届出 山口遺冒弥生～： 安集落跡
和歌山 谷字烏居 145-1の一部

平成 21年4月3日 文: 5 1号年の4 (IQ) 
ギ 2 月9日

工事立会

11 第「.L9li3等条の届出 八ll廿圃畠跡 ／縄文～鎌倉 散布地

「El辺市秋 町字東八町 409-16
平成 21年4月3R 文悶5 誓4(11) 

平 2 月 14日
慎重工事

12 工第事93等条のI苗出 鳴ごJI辿百／弥生～半安 番用1水9、路9跡0 
和山市神字四而田 90 番22

平成 21年3月30日 文ご5 1号年の4 (12) 
平 2 月14Fl 

―lー：事立会

13 工笙事93等条の届出 井辺逍悶一弥則‘ょ．生 番散地布4地0 
和歌山神 37 0 

平成 21年4月91::1 斎―塁5 ”4  (13) 
2 月14日

浄化槽部分工事立会

14 工第事93等条の届出 田喜塁川遺跡／縄文～弥生散布地
日郡浜町田井 152-1

平成 21年4月2日 文ご5 l-lj-:¥0)4 (14) 
平 2 月14日

惧重工事

15 工第事93等条の届出 塁：晶嘉跡／縄文～奈良 集落跡
岡田 256番地

半成 21年4月8日 文: 5 旱 >5) 
平 2 16日

浄化槽部分工事立会

16 
工事等の屈出 出辺城下町遺跡江戸散布地 平成 21年4月］31:1 文塁5 9年の4(16) 工事立会
第93条 田辺市湊 1064-8 平 2 月 17日

17 工第事93等条の届出 野上閏南遺跡／昇、中世 梨落跡弥
海南野上中字 ， 平成 21年4月 14日 文塁5 摩4(17) 

平 2 月21日
確認調査

18 工第事93等条の届出 那
東: 山坊跡｀ 平畠～ ど， ヽ］ 院跡婁郡那勝町 那山地内

平成 21年4月 l日 文悶5 誓4｝］ 8) 
平 2 23日

確認調査

19 
工事等の屈出 川辺造篇／縄文～中世 集の落一跡部 平成 21年4月 14日 斎悶5 `の4(19) 工事立会
第93条 和歌山 川辺字宮西 33-9 2 月23日

20 工第事93等条の届出 府中1V需冒／ 亨生～古墳 畠落跡
和歌山 中長通り 318 1の内

平成 21年4月15日 文平第成 521号年の4月(202)3 日 浄化槽部分工事立会

21 工第事93等条の届出 太田 黒日市遺太跡田、太田城跡／弥生～奈良 嬰落跡、安上桃山 城飩怖

和歌山 430-4～太田 430-1
平成21年4月16日 文悶5 1号年の4 (21) 

平 2 月23日
工事立会

22 
工事等の届出 和神前遺跡／一弥削生 散霊地 平成 21年4月 16日 文: 5 古の4(22) 工事立会
第93条 歌山市神 字馬乗 5801の一部、 586-2 平 2 月23日

23 工第事93等条の届出 太日 里[I市遺太跡田、太4田28城-8務～／弥太生田～ 奈良 集薔跡、安土桃山 城館跡
和歌山 429-6 

平成21年4月161:1 平文成第 521号年の4月(232)3 日 工事立会

24 
工事等のI苗出 北野遺冒／散爪地 平成 21年4月8日 平文成第 521号年の4月(242)4 H 確認調査
第93条 和歌山北野古屋 399 400 

工第事93等条の届出 中黒 Il逍跡／弥生～奈畠5散5952布1番番地3 、 斎悶5 1号年の4 (25) 
25 は

出4、市5中92黒番字l前、島550 、 576番、577番、 578番 ］、 588 平成 21年4月20日 確評調査

592番 2、
2 月24日

26 工第事93等条の届出 太田黒田遺跡／弥生～奈良集落跡 平成 21年4月20日 文: 5 ”4  (26) 工事立会
和歌山市黒田 75-1～黒田48-2 平 2 月26日

27 
工事等の屈出 荒田遺跡／弥生、中世 散布地 平成 21年4月22日 文ご5 1号年の5 け7) 浄化槽部分工事立会
第93条 岩出市堀口字村前 80-5 平 2 8日

28 工第事93等条の届出 荒田雷跡／弥生、中世 散布地
岩出堀n字村前 80-6

平成 21年4月22日 平文第成 521号年の5月(288)日 浄化槽部分工事立会

29 工第事93等条の届出 喜田霜／ 塁生、中1廿 散布地
出 口村前 80-7

平成 21年4月221:1 文第 51号年の5 (29) 
平成 2 月8日

浄化槽部分工事立会

30 T第4市93等条の届出 田井高遺郡跡美、西川遺跡／用縄井文字～斉弥津生呂・散布雷、弥生 散布地
1::1 浜町大字 158 1 

平成 21年4月23日 文: 5 1号年の5 (30) 
平 2 月8El 

工事立会

31 工第事93等条の届出 八丁田圃辿跨／縄文～鎌倉散布地 平成 21年4月22日 文ご5 誓5(31) 慎重工事
田辺市秋津町字東八町 409-22 平 2 月8日

32 _[第事93等条の屈出 川辺遺跡／縄文～中世 集落跡 平成 21年4月27日 斎ご5 1号年の5 (32) 浄化槽部分工事立会
和歌山市川辺字薬師棠 277-8、277-14 2 月8日

33 丁第事93等条の届出 堅御田坊遺市跡湯川弥町牛財～部古墳字初南頭庄、奈良、』安 児落跡、郡術跡
弥612 3 

平成 21年3月 17日 斎第51号年の5 (33) 
成2 月8日

本発掘調査

34 
工事等の届出

神前遺］ 弥削．． 生 散67布番地9 平成 21年4月231:1 文第 51号年の5 (34) 確認調査
第93条 和歌山神字佃 他 平成 2 月 12日

35 
T事等の届出 芥名勺L. 手下 ］悶］ ／縄文～弥生 散布地 平成 21年4月22日 文: 5 摩5(35) 伯重工事
第93条 の川市 下210 平 2 月12日

36 工第事93等条の届出 府中逍］ 、府掌IJI 喜跡／塁布地、縄文 倣布地
1廿対欠山 府lド 御 799 

平成 21年4月281::1 文平成第 521号年の5月(361)3 日 確認調査

37 
T．事等の届出 和平の下霊跡 尼布地 平成 21年4月30日 斎: 5 1号年の5 (37) 恨重工事
第93条 歌山西庄土井 490-1 2 月13日

38 
工事等の届出 荒田造堀跡 弥生、中世 散布地 平成 21年4月30日 文ご5 1号年の5 (38) 浄化槽部分工事立会
第93条 岩出市 口字村前 80-8、79-5、80-13 平 2 月13日

39 
上事等の届出 山田瓦： 跡 ； 良 寺寺院誓 平成 21年4月30日 文塁5 1号年の5 (39) 確認調査
第93条 橋本市野々 極楽 2 2、14番2 平 2 月 13日

40 
工事等の届出 田殿廃寺跡奈良寺院塁 平成 21年4月2817 文第 51号年の5 (40) 慎重工事
第93条 有田郡有出川町大字田口 上須谷 58-1 平成 2 月 15日

41 
じい等のI計1，J'1 藤並地区辿跡 塁土器～鎌倉 背女布地 平成 21年5月8日 文： 5 1号年の5 (41) 浄化槽部分工串立会
第93条 有用郡有田川町尻 1200-9 平 2 月15日

42 
工事等の同出 田辺城下町逍跡／江戸 散布地 平成 21年4月2811 文第 51号年の5 (42) 工事立会
第93粂 田辺市湊 1100、1101、1122-16 平成 2 月 15日

43 
」:rμ等のIrIi出 田辺城跡近世城跡 平成 21年 5月 12日 斎: 5 `の5(43) 上事立会
第93条 田辺市上屋敷 2丁目 151、151-3 2 月 15日

44 
丁．市等のI"」出 岱野舟跡佐／弥生～古墳後 散布地 平成 211「5月8U ； 第51号年の5 (44) 浄化槽部分工事立会
第93条 宮 野字井関ノ ］400-5、1400-6 成2 月 15Fl 

45 
工事等の屈出 榎原造岱占墳散布地 平成 2]年5月8H 文第 51号年の5 (45) 上事立会
第93粂 和歌山 木ノ本 470-26 平成 2 月 15日
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埋蔵文化財発掘の届出 （文化財保護法第 93条）一覧2

届根出等拠法の種令類
辿跡の畠称 教育委員会による処坪

番号 時嘉 類 届出等の H付 文書番号
指示事項

備考
在地 指示の日付

46 工第事93等条の届出 金剛言: 辿跡 平r盈上 -. 塁院跡
伊都 野町大字野山南谷 361番地他

平成 2]年5月12日 文第 5` の5霜平成 2 日
偵重上事

47 工第事93等条の届出 は岡上居屋敷跡 塁世 冒跡
本市隅田町下兵 字羽 397番 1

平成 21年5月 11日 文悶5 誓5(47) 
平 2 月201:1 

エ・Ji立会

48 工第事93等条の届出 八岡ll_l靡悶中世城館跡
紀の川 志川町岸宮 1059

平成 21年5月8日 文ご5 ,'f-{J)5 (48) 
平 2 月20日

浄化槽部分工事立会

49 工第事93等条の届出 八丁田圃儡.,., 跡縄文～鎌倉 讐 地
田辺市秋 町字中芝 314-1の

平成 21年5月12日 平文成第 521号年の5月(492)0 日 確懃調査

50 工第事93等条の届出 川辺需靡縄文～中世集落跡
和歌 川辺 220先～藤田 16

平成 21年5月8日 文第 51号年の5 (50) 
平成 2 月20日

工事立会

51 
工事等の届出 西庄迫悶／ 畠塁～ 平後安 5．8散番布l地、 平成 21年5月15日 文ご5 1号年の5 靡l) 確認調査
第93条 和歌山本 村坪 58番2 平 2 25日

52 工第事93等条の届出 藤有並田郡地有区田辿川跡町／大先字土土器生～字鎌芝倉ノ段・散21布4-地1、214-4の一部、 214-7の一部 平成 21年5月 18日 文悶5 9年の5(52) 
平 2 月25口

浄化槽部分工事立会

53 工第事93等条の届出 太田患田辿跡／弥生～奈良巣浴跡
平成 21年5月 18日 文ご5 ”5  (53) 工事立会和歌山市太田 492～太田 503-5 平 2 月25日

54 
工事等の届出 根来霊虚跡／平安～中世、近世 寺院跡 平成 21年5月 14日 平文成第 521号年の5月(542)5 日 確懃調査
第93条 岩出 来 1987-1

55 
工事等の届出 中黒 I逍跡； 弥高生～奈良 散布地 平成 21年5月 14日 平文第成 521号年の5月(552)5 日 慎重工事第93条 岩出市中黒 状504-20

56 工第事93等条の届出 日塁ロ辿胃“ 弥生～古墳 散布地西 郡 町堅田 2364-103、2500-470
平成 21年5月22日 平文第成 521号年の5月(562)8 日 慎狐工事

57 工第事93等条の届出
荒田番跡／弥生、｀ 散布地岩出 堀口字村前 15、80番 16、80番 18、80番20

平成 21年5月22日 平文成第 521号年の5月(572)8 日 浄化槽部分工事立会

58 工第事93等条の届出 荒田辿跡／塁生、中世 散布地
岩出市根来村前 587番4

平成 21年5月22日 文第 51号年の5 霜
平成 2 日

浄化槽部分工事立会

59 工第事93等条の届出 八丁閏贋塁跡霜文～鎌倉散布地
田辺 町八町409番 17

平成 21年5月 19日 平文第成 521号年の5月(592)8 日 慎重工事

60 工第事93等条の届出 川辺遺靡＇／縄斎～中世 番門落跡
和歌山川辺宮西 33

平成 21年5月26日 文塁5 1号年の5 (60) 
平 2 月291:1 

確認調査

61 工第事93等条の届出 嘉田屋烹跡度／中世 城悶冒
都郡 山町大字九 字稲垣 1464番地の一部

平成 21年5月28日 文平成第 521号年の6月(611)日 工事立会

62 工第事93等条の届出 坂海南本屋市敷藤跡白／字濱中世端 13城1館番跡9 平成 21年5月27日 亨ご5 1号｀ (62) 
2 月3日

慎重工事

63 工第事93等条の届出 悶来嘉塁跡／平安～中世、近世 寺院跡
出来2266-1

平成 21年5月26日 文平成第 521号年の6月(633)日 工事立会

64 工第事93等条の届出 下万篇I遺誓／縄畜散布地
田辺下万 480 1、480番4、481番2、481番6

平成 21年5月27日 文平成第 521号年の6月(643)日 確眩調査

65 工第事93等条の届出 岩和橋歌山II遺市跡岩橋／古字墳高橋～室13町38番散1布地 平成 21年5月28日 文塁5 1号年の6 (65) 
平 2 月3日

確認調査

66 
工事等の届出 福垣内雷了／旧品器～弥生 散布地 平成 21年5月29日 平文成第 521号年の6月(668)日 確詔調査
第93条 紀の川 田字垣内 904番 l

67 工第事93等条の届出 直川遺悶畠縄斎誓布地
和歌山 川菖 1884番 3

平成 21年6月 1日 文: 5 1号年の6 (67) 
平 2 月 18日

確認調査

68 工第事93等条の届出 西田井舟跡／靡生～中世 塁落跡
和歌山西田字前田 353 3、353番6

平成 21年 6月2日 平文第成 521号年の6月(681)8 日 確認調査

69 工第事93等条の届出 根岩来出寺市逍安跡上／字平西畑安～58中7、世5、92近世 寺院跡 平成 21年6月 1日 斎悶5 1号年の6 (69) 
2 月18日

確認調査

70 
工事等の届出 山一需跡／弥生～奈畠、中世 散布地 平成 21年 6月 1日 文第 51号年の6 月(701)8 慎重工事第93条 岩出 山字石原 752 1 平成 2 日

71 工第事93等条の届出 八丁田＇ 塁跡； 縄文～鎌倉散布地
田辺市 町西八町 231-7

平成 21年6月 12日 文: 5 l~ifc0)6 ］ 1) 
平 2 19日

工事立会

72 工第事93等条の届出 八丁田門塁跡； 縄； ～鎌： 散布地
田辺市 町中 319 地の 1

平成 21年6月 10日 文平成第 521号年の6月(721)9 日 浄化槽部分工事立会

73 工第事93等条の届出 西国篇II逍悶／奈畠散布地
岩出西国 722 地の 1

平成 21年6月9日 平文成第 521号年の6月(731)9 日 工事立会

74 工第事93等条の届出 胃ノ森霜／弥生～冒番散布馨
歌山 丁24番、 、26

平成 21年6月 11日 文平第成 521号年の6月(741)9 日 確認調査

75 
工事等の届出 秋月逍冑／弥生～； ： 散布地 平成 21年6月 11日 文平第成 521号年の6月(751)9 日 工事立会第93条 和歌山太田 127

76 工第事93等条の届出 城ヶ森齋誓／弥生 散布地
和歌山 礼 596地先

平成 21年6月 12日 文平成第 521号年の6月(761)9 日 工事立会

77 工第事93等条の届出 木ノ本 I追塁； 9雷地
和歌山市西 226番36

平成 21年6月 15日 文成第5 1号年の6 (77) 
平 2 月 19日

確認調査

78 工第事93等条の届出 岡は霊跡／冒～奈良 集落跡
海 岡田 本256番地

平成 21年6月 15日 文ご5 1号年の6 (78) 
平 2 月 19日

確眩調査

79 工第事93等条の届出 西塁降l1遺跡： 縄； ～古代散布地
伊郡かつら町寺914-2

平成 21年6月 16日 文: 5 1号年の6 (79) 
平 2 月 19日

慎重工事

80 工第事93等条の届出 稲成 I百塁／ 立口散布地
出辺市 町 の原 949-1 949-2 949-4 

平成 21年6月8日
文: 5 ’̀ (80) 平 2 月 19日

浄化槽部分工事立会

81 工第事93等条の届出 貫： 十悶屋敷跡／中世屋敷跡
市野地 l丁目6070-6

平成 21年6月9日 亨誓5 1号年の6(81) 
2 月 19日

浄化槽部分工事立会

82 工第事93等条の届出 和木歌ノ山本市I西遺庄跡字／芝散前布畑地94番lの一部、94番3の一部、 97番14の一部 平成 21年6月8日 平文成第 521号年の6月(822)3 1::1 慎瓜工事

83 工第事93等条の届出 井辺追悶丘弥削.. 生 散布地
和歌山 字笠松 119番 7

平成 21年6月 16日 文悶5 1号年の6 (83) 
平 2 月23日

工事立会

84 工第事93等条の届出 且ご¥ll遺跡／弥生～奈良 集落跡
海市且来 100

平成 21年6月9日 文： 5 摩6(84) 
平 2 月23日

浄化槽部分工事立会

85 工第事93等条の届出 川辺辿悶／ 塁文～中世 農落跡
和歌山里五段 5番 l

平成 21年6月 18日 文ご5 1号年の6 (85) 
平 2 月23日

本発掘調査

86 工第事93等条の届出 元追跡孟仁生～中世 悶布地
紀の川 山町元字東 459-4、460-2、461-3

平成 21年6月 111:l 文ご5 ”7  (86) 
平 2 月 1日

確眩調査

87 工第事93等条の届出
古r，巧士乙坦・999. 悶/-
和歌山 栄谷字城谷 974番3

平成 21年6月22日 文悶5 1号年の7 (87) 
平 2 月 1日

工事立会

88 工第事93等条の届出
舌「口．J→7-.r•叫.,99. 嘉/-
和歌山 栄谷字城谷 974番3

平成 21年6月22日 文第 5”7  (88) 
平成 2 月 1日

確認調森

89 工第事93等条の届出 誓原土塁跡／中世館ご
田市原町新町字中 240番4、240番5

平成 21年6月22日 文第 5` の7(89) 
平成 2 月1日

浄化槽部分工事立会

90 工第事93等条の届出 井辺遣悶／弥生 悶布地
和歌山神前字曽田 95

平成 21年6月26日 文悶5 1号年の7 (90) 
平 2 月9日

浄化槽部分工事立会
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埋蔵文化財発掘の届出 （文化財保護法第 93条）一覧 3

届根出等拠法の種令類
儡’’’’ ： の種名称類

教育委員会による処理

番号 届出等の日付 文書番号
指示市項

備考

在地 指示の日付

91 J第事93等条の届出 金剛峰寺遺跡 口畠～ 寺院跡
伊都郡高野町大 野山 335、306、325

平成 21年 6月19日 文: 5 ”7  閂l) 平 2 9日
慎誼工事

92 工第事93等条の届出 上ロ辿跡、上城城跡縄文散布地、室町～安土 閏
日 郡みなべ町東吉田字上城 426番、 444番 l、446

平成 21年6月26日 文: 5 誓7(92) 
平 2 月9日

確懃調査

93 工第事93等条の届出 井辺遺嘉臼弥削ヽ・ 生 散芦地
和歌山 317～ 前201-3

平成 21年6月24「l文: 5 ”7  (93) 
平 2 月9日

工事立会

94 下第事93等条の届出 岩和橋歌遺山市跡／岩散橋布字地小路 1034番 lの一部 平成 21年6月29日 文平成第 521号年の7月(949)日 浄化槽部分上事立会

95 _[第事93等条の届出 田殿尾中遺跡 麿生～室町躾落跡
有田郡有田川町 225-2 

平成 21年 6月25t:l 文: 5 ”7  (95) 
平 2 月9日

浄化槽部分工事立会

96 工第市93等条の届出
八丁田圃遺跡縄文～鎌倉散布地 平成 21年6月26日 文平成第 521号年の7月(969)日 浄化槽部分工事立会
田辺市秋津町字西八町 231-5

97 工第事93等条の届出 悶来霊迫跡／平安～中世、近世 寺院跡

出根来 2284
平成 21年 6月22日 文: 5 ”7  (97) 

平 2 月10Fl 
工事立会

98 
工事等の届出 和田 II羹跡／; 昇散布地 平成 21年6月19R 文平成第 521号年の7月(9810)日 慎重工事
第93条 日高郡浜町 田字松原 1138番84、1138番86、1138番88

99 工第事93等条の届出 嘉萩原遺跡／近世 ； 岸塁
都郡かつらぎIll]大字原川田 510番 l

平成 21年 7月1日 斎悶5 `の7(99) 
2 月10日

慎重工事

100 工第事93等条の届出 天満Il烹跡古嬰、鎌： 散布地
有田郡田川町字天 607-10 

平成 21年 7月2日 文第 51号年の7 (JOO) 
平成 2 月10日

慎重工事

101 工第事93等条の届出 靡垣田霊跡／塁應日 散布地
歌山朝1:1 垣田 926番3

平成 21年 7月3日 文平第成 521号年の7月(10110)日 工事立会

102 
工事等の届出 岩橋遺跡／散犀地 平成 21年 7月7日 文ご5 ”7  >02) 浄化槽部分工事立会

第93条 和歌山市岩橋小路 1034-7 平 2 16日

103 工第事93等条の届出 喜田齋跡／摩生、中世 散布地
出堀口村前 79-8

平成 21年 7月8日 文平第成 521号年の7月(10136)日 浄化槽部分工事立会

104 工第事93等条の届出 小峯雷旧境内遺跡／鎌： 寺院跡
橋本小峰台二丁目 1 地

平成 21年 7月9日 斎第5誓7>04) 
成2 27日

工事立会

105 工第事93等条の届出 金剛峰寺遺跡｀ 平安～ 寺院跡伊都郡高野町野山 53-3
平成 21年 7月2日 文: 5 ”7  >05) 

平 2 27日
慎重__[事

106 
工事等の届出 西飯降II遺跡； 縄文～古代散布地 平成 21年7月21日 文: 5 言）7>06) 浄化槽部分工事立会

第93条 伊都郡かつら 町妙寺 914-1 平 2 27日

107 工第事93等条の届出 西飯降II遺跡； 縄文～古代 散布地
伊都郡かつら 町妙寺 911-2の一部

平成 21年 7月22日 平文成第 521号年の7月(10277)日 慎重工事

108 工第事93等条の届出 悶田lI霜跡／塁生～中世散布地
の川下井字三ツ塚 474-1

平成 21年7月15日 文平第成 521号年の7月(10288)日 浄化槽部分工事立会

109 工第事93等条の届出 木ノ本 I遺胃： 悶： 地
和歌山市西 ノ内 79番外

平成 21年7月17日 斎ご
5 皇 (109) 
2 月28日

確認調査

110 工第事93等条の届出 岱橋逍悶／散塁地
歌山岩橋小路 1034-10、1036-3

平成 21年7月21日 文: 5 ` 万 甘10) 
平 2 28日

浄化槽部分工事立会

111 工第事93等条の届出 大>悶塁跡／胃 弥削• • 生 こ布地
海 野中ノ 696 11 

平成 21年7月17日 文平成第 521号年の7月(lll28)日 慎凪工事

112 工第事93等条の届出 天王原喜悶；／ 塁生～古墳散布地
田辺市 町天王原 2663-6

平成 21年 7月13日 斎第51号年の7 け12) 
成2 31 1:1 

確認調査

113 工第事93等条の届出 太田城需嘉め堤跡／戦国～江戸 堤跡
和歌山 水字四反長 49~9

平成 21年 7月231:1 文第 51号年の7 >13) 
平成 2 31日

慎重工事

114 工第事93等条の届出 中黒 I遺跡／弥生～奈t 散布地
岩出市中黒字高玖 536 地 l

平成 21年 7月21日 平文成第 521号年の7月(11341)日 工事立会

115 工第事93等条の届出 大海野南市中追大跡野／中縄字宮文～ノ弥前生696散番布8地 平成 21年7月27日 文悶5 ”8  甘15) 
平 2 5日

惧重工事

116 工第事93等条の届出 紀八の岡川山城市跡貴／志川中世町岸宮城跡字八岡 990-6 平成 21年 7月24R 亨第5”8  (116) 
成2 月5日

慎重工事

117 工第事93等条の届出 且来V[追: ： ご生～雷良集落跡
海南市且 107 地

平成 21年 7月29日 平文成第 521号年の8月(1157) 1:1 浄化槽部分工事立会

118 工第事93等条の届出 和嗚神歌山II遺市跡嗚神、鳴字神鳴武皿逍10跡87／-1弥生～平安 用水路跡、散布地 平成 21年 7月28日 文: 5 1号年の8 甘18) 
平 2 5日

浄化槽部分工事立会

119 工第事93等条の届出 榎和歌原造山跡市榎／古原墳字沖散ノ布城地4-9 平成 21年 7月28日 文ご5 91t-IT)8 け19) 
平 2 5日

慎重工事

120 工第事93等条の届出 嗚神v舟跡； 弥生～平安散布地
和歌山秋字中瀬 162番 1

平成 21年 7月29日 文ご5 ”8  (120) 
平 2 月5日

確懃調査

121 工第事93等条の届出 和歌山冒跡／近世 城館跡
和歌山西汀丁 18

平成 21年 7月27日 亨悶5 1号年の8 (l21) 
2 月5日

工事立会

122 工第事93等条の届出 惑在霊喜宣弥生 散布地
田辺 町2006-1の一部

平成 21年7月24日 斎ご5 `の8(122) 
2 月11日

浄化槽部分工事立会

123 工第事93等条の届出 丁ノ町妙寺塁跡［ 塁生～中世散布地
伊都郡かつら 町 丁ノ町宇窪り 843番 l

平成 21年 7月30日 斎塁5 1号年の8 (123) 
2 月11日

浄化槽部分工事立会

124 
工事等の届出

喜渋田造跡／， 文～中世散ご地 平成 21年 7月21日 斎: 5 1号年の8 (l24) 工事立会
第93条 都郡かつら 町大字西渋田 ロクロ 8-7 2 月11日

125 工第事93等条の届出 荒田齋塁／弥生、中世 散布地
岩出 口80-1719、79-16 17 

平成 21年8月4日 文第 51号年の8 (125) 
平成 2 月11日

浄化槽部分工事立会

126 工第事93等条の届出
金剛峯： 向 遺跡｀ 平安～ : 院跡伊都郡野町野山五の谷 674-3

平成 21年 7月30日 平文第成 521号年の8月(12163) I:! 工事立会

127 
工事等の届出 岩橋遺悶／ 悶亨地 平成 21年8月7日 亨第51号年の8 (127) 確認調査
第93条 和歌山岩 小路 1034-11 成2 月13日

128 
工事等の届出 城ヶ忍齋誓／中世 覧跡 平成 21年8月7日 文: 5 1号年の8 け28) 工事立会
第93条 和歌 礼 596地 平 2 13 t:l 

129 
工事等の届出

和三歌田古山市墳三群葛／字古坂墳口， 54古4墳番群l、546番3、549番2、555番3、555番4 平成 21年8月5日 文ご5 9年の8(129) 工事立会

第93条
平 2 月19日

130 工第事93等条の届出 百合山古悶群／古尼古墳群
紀の川市房字西 56614 

平成 21年8月10日 文悶5 摩8(130) 
平 2 月19日

慎重工事

131 工第事93等条の届出 和平の下霊跡／散布地
歌山西庄字土井 490番6の 1部

平成 21年8月1lH 文悶5 誓8(131) 
平 2 月19日

慎重工事

132 工第事93等条の届出 朝日石柏出土地／弥生 出土地 平成 21年8月12日 文第 5誓8(132) 確認調資
和歌山市朝日字荒毛 11-1の一部 平成 2 月19日

133 工第事93等条の届出 野田地区遺跡／先土器～中世 寺院跡ほか 平成 21年8月7日 文: 5 1号年の8 (133) 慎重工事
有田郡有田川町大字野田字保寿 395-3 平 2 月25日

134 工第事93等条の届出 岩橋迎跡履塁亨地
和歌山市 小路 1034-5

平成 21年8月18日 斎: 5 1号年の8 034) 
2 月25日

浄化槽部分工事立会

135 -T第事93等条の届出 亀山城跡／中世 冑跡
御坊市湯川町丸山 池谷 1062-6

平成 21年8月1911 斎塁5 9年の8(135) 
2 月25日

工事立会
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埋蔵文化財発掘の届出 （文化財保護法第 93条） 一覧4

届出等の息類 追時跡の種名称穎
教育委員会による処理

番号
根拠法 所代在地

届出等の日付
指文示書の番日号付 指示1i項

備考

136 
工事等のIni出 田屋追跡弥生～占墳渠落跡

平成 21年8月21Li 文第 51号年の8 (136) 確認調査第93条 和歌山市lfl屋字布施目 21-2 平成 2 月28E:I 

137 工第事93等条の届出 関戸逍靡弥牛～室町散布地
和歌山 関戸 3丁El7-13～関戸 3丁目 7-12

平成 21年8月21H 文悶5 1号年の8 (137) 
平 2 月28日

工事立会

138 工第事93等条の届出 鷹
JII 雷跡弥生～古墳集落跡
南且来 235番地

平成 21年8月20日 文塁5 1号年の8 (138) 
平 2 月2811 

浄化槽部分工事立会

]39 工第事93等条の届出 下打田古悶群 1古69墳番 古墳群
紀の川市河 1 13 平成 21年8月2111 文: 5 1号年の8 (139) 

平 2 月28日
浄化槽部分工↑9立会

140 工第事93等条の同出 眉．野遺跡弥生～占墳散布地
宮市佐野字根地原 972-7

平成 21年8月24日 文第 5摩8(140) 
平成 2 H 28 1:1 

浄化槽部分下半立会

141 工第事93等条の届出 神前辿冑喜生散布地
和歌山神字佃 67-12

平成 21年8月24日 文: 5 1号年の9 (141) 
、F 2 月3日

浄化槽部分上事立会

142 工第事93等条の届出 金伊都剛峯郡寺潟遺野跡町大宇平安高野～11」寺字谷院跡卜］02番 平成 21年8月24H 文： 5 誓，(l42) 
平 21 月3日

確認調査

143 工第事93等条の屈出 ］ ノロ火冒墓平安 竺墓
の川市 川町井ノロ狩場 928-1

平成 21年 8月24日 斎塁5 1号年の9 (143) 
2 月3日

浄化槽部分工事立会

144 工第事93等条の届出 曽垣田逍篇巳関散布地
和歌山市 H 垣田 9065、906-6

半成 21年 8月28日 文悶 5 1号年の9 け44) 
平 2 3日

工事立会

145 
工事等の届出 榎原遺跡古墳散布地

平成 21年9月2日 文第 51号年の9 (145) 工事立会第93条 和歌山市核原 24-9 平成 2 月101:1 

146 工第事93等条の届出 金剛虐］ 辿跡平安～寺院跡
伊都 野町高野山

平成 21年8月31日 文: 5 l誓，(146) 
平 2 月 1OH 

工事立会

147 工第事93等条の届出 八丁田胃塁跡； 縄文～鎌倉 散布地
田辺市 町西八町 231-6

平成 21年8月31日 文: 5 誓， (147) 
平 2 月10日

浄化槽部分丁事立会

148 工第事93等条の屈出 神前 1I遺悶／ 土墳～室町 背女布地
和歌山市家 ヒサゲ371-3、3714

平成 21年9月4日 斎ご5 1誓， (148) 
2 月15日

工事立会

149 
工事等の届出

和西歌庄山遺市跳西／庄古字墳荘～畑平5安14番・散2布の地一部、 516番2の一部、517番2の一部 平成 21年9月4日 亨塁5 1号年の9 (149) 工事立会第93条 2 月 151:1 

150 
工事等の届出 大： 中羹跡／言--弥削・ • 生 散布地 平成 21年9月71::1 文第 5誓，甘50) 慎重工事第93条 海市野中 ノ 696-13 平成 2 15日

151 工第事93等条の届出 和歌山悶門／ 畠世 城館跡
和歌山 二 丁88

平成 21年 9月7日 文平成第 521号年の9月(15115)日 工事立会

152 工第事93等条の届出 川辺遺靡／ 旦文～摩世集落喜；
和歌山中日延野座 112 1、112番2

平成 21年9月9日 斎塁5 1号年の9 (152) 
2 月15日

確認調査

153 工第事93等条の届出 冒ー戸迫、平雷／弥生～室町 散布地
歌山関戸三丁目 776-275 半成 21年9月9日 平文成第 521号年の9月(15135)日 浄化槽部分工事立会

154 
工事等の届出 関戸造悶／弥生～室町散布地

平成 21年9月9日 斎第51号年の9 甘54) 浄化槽部分工事立会第93条 和歌山関戸 3丁日 776-273、776-278 成2 15日

155 工第事93等条の届出 関戸遺靡／弥生～室町散布地
和歌山関戸 3丁目 776-277 平成 21年9月9日 斎: 

5 誓，(155) 
2 月15日

浄化槽部分工事立会

156 工第事93等条の届出 天田嘉悶群／古悶屋古墳群
御坊 屋町北 653~1 

平成 21年9月3日 斎: 5 1誓， (156) 
2 月17日

慎重工事

157 工第事93等条の届出 荒田造跡／弥生、中世散布地
平成 21年9月10日 斎第51号年の9 ~l 57) 浄化槽部分工事立会岩出市堀口字村前 79-11 成2 17日

158 工第事93等条の届出 八丁田冒塁跡； 縄文～鎌倉 散布地
田辺市 町西八町 231-4

平成 21年 9月10日 文悶 5 1号年の9 甘58) 
平 2 17日

浄化槽部分工事立会

159 工第事93等条の届出 有功遺篇／ 巴喜地
和歌山 六 字西ノロ 1054-1

平成 21年9月14日 文: 5 1号年の9 (159) 
平 2 月17日

浄化槽部分―「事立会

160 工第事93等条の届出 西田井齋跡／］ 生～中冑集雷跡
和歌山西田字村ノ 323 l 

平成 21年9月 14日 文平成第 521号年の9月(l6107) I:! 慎孤工事

l6l 工第事93等条の届出 西塁降II追跡／縄文～古代 散布地
伊 郡かつらぎ町西飯降 154-1 平成 21年9月14日 斎第51号年の9 閲61) 

成2 24日
浄化槽部分工事立会

162 工第事93等条の届出 大悶中臭跡／縄斎-喜生 散布地
海市野中字ノ 696-10

平成 21年9月14日 文: 5 誓，仇62) 
平 2 24日

浄化槽部分工事立会

163 工第事93等条の届出 上悶口遺跡／70縄番文地 散布地
御市野n 平成 21年9月25日 文: 5 摩，>63) 

平 2 25日
浄化槽部分工事立会

164 工第事93等条の届出 ： の段齋塁／弥生～ょ安 悶落跡
の川 山町調月城之 583番

平成 21年9月17日 文誓5 誓l(164) 
平 21 0月 1日

工事立会

165 工第事93等条の届出 篇野廃寺／奈： 喜院塁
都郡かつら 町野塔壇 522-10

平成 21年9月18日 亨悶5 1号年の1 (165) 
2 0月1日

工事立会

166 
工事等の届出 木ノ本 I遺誓／散布地

平成 21年9月18日 斎第5l-l}-¥0)1 (166) 工事立会第93条 和歌山市西 79 成2 0月 1日

167 
工事等の屈出 田辺城下悶逍跡52／番江の戸一 散布地 平成 21年9月 16日 文第 5` のl(167) 工事立会第93条 田辺市南町 部 平成 2 0月1日

168 
工事等の届出 野田地区迅跡／先七器～中世 寺院ごほか

ギ成 21年9月24I:! 斎: 5 1号年の1 (168) 慎重工事第93条 有田郡有田川町大字野田字保弄 409 4 2 0月6日

169 
T．事等の届出 川辺辿跡／縄文～中世 番釈61i跡 平成 21年 9月24日 斎塁5 間 (169) 確認調査第93条 和歌山市川辺字宮西 33 2 0月6日

170 工第事93等条の届出 根来寺遺跡／半安～中世、近世 寺院跡
平成 21年9月29H 斎: 

5 累 (170) 慎重工事岩出市根来 1987-1 2 0月13日

171 工第事93筈条の届出 岩橋千悶こ悶群／古墳149・4占番墳、群
和歌山 字長尾 1495番

平成 21年9月30日 文麿5 1%*0)1 (171) 
平 2 0月 13日

確詑謳査

172 工第事93等条の届出 大悶悶贋跡／昇ーュ 弥月..lJ 生 散布地
海 野中ノ 696-1

平成 21年 10月6l:l 文悶5 喜の1(172) 
平 2 0月 13日

慎墾工事

173 工第事93等条の届出 高井遺悶； 縄ご散布地
和歌山 川 高井垣内 1291番 10

平成 21年9月30日 文ご5 l-'i'}it-0)1 (173) 
平 2 0月 13日

工事立会

174 工舘事93等条の届出
直川遺冒`  縄； 散喜地和歌山 川角垣 1817番 l、1816番2の一部

平成 21年 10月2H 文: 5 1号年の1 (l74) 
平 2 0月13日

浄化槽部分工事立会

175 工第事93等条の届出 関戸追悶／弥生～室町 悶布地
和歌山 関戸 4丁目 685 ]の一部

平成 21年 10月2日 文第 5どl(175) 
平成 21 0月13日

確認調査

176 工第事93等条の届出 山口逍篇／ 亨生～孟安 梨落跡
和歌山谷島居 145-1 平成 21年 10月5H 文: 5 摩 (176) 

平 2 0月13Fl 
確認調査

177 工第事93等条の届出
井辺遺靡`  喜生 散布地和歌山 字松ノ本 266番 18の一部

甲成 21年 10月5日 文悶5 1号年のl (177) 
平 2 0月 13日

確眩調査

178 工第事93等条の届出 津秦 II齋跡 亨悶コ~畠良散布地
和歌山津秦 ノ 3番2の一部 平成 21年 10月5H 文塁5 皇 (178) 

平 2 0月13日
浄化槽部分工市立会

179 工第事93等条の届出 岩内 1I塁跡内／散布地
御坊市 1036-6 

平成 21年9月30日 文第 5］の1(179) 
平成 21 0月19日

浄化槽部分T」ド立会

180 工第事93等条の届出 岩内m遺喜古墳躾落、古墳群
御坊市岩 ＇t貝生 ］80-10 ギ成 21年9月30H 文第 5旱 080) 

平成 2 0月19日
工事立会
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届出等の息類
追跡の 称ヽ

教脊委員会による処理

番号 時靡 類 届出等の H付
指文示吉の番日号付• 

備考
根拠法 在地 指示事項

181 上第事93等条の屈出 田辺塁跡近世城跡
田辺上屋敷町 3丁「I94番 178、94番 197

平成 21年 10月2日 文第 5皇 (181) 
平成 2 0月19日

浄化槽部分工事立会

182 丁第事93等条の届出 晩ほ古川追跡 覧生 芦亨地
H 郡みなぺ町字晩 芦原 72番 l

平成 21年 10月1日 文: 5 1号年のl(182) 
乎 2 0月13日

工市立会

183 工第事93等条の届出 晩旦古川追跡弥生 芦亨地
日 郡みなぺ町大字晩 名ケ前 410番 1

平成 21年 lO月］日 文塁5 冒l(183) 
平 2 0月 l3日

工事立会

184 第ー［市93等条のI田出 且来Vl造跡弥生～奈良集落跡 平成 21年 10月7H 文悶5 1号年の1 (184) 浄化槽部分工事立会
海南市且来 128 平 2 0月19H 

185 丁第事93等条の届出 中山土塁屋敷跡中世城館跡
橋本市野字阻l津庵 2521-1

平成 21年 10月2日 文塁5 `の1(185) 
平 2 0月19日

工事立会

186 
_[事等の届出

: 
野々］遺跳弥生～中世散布地 平成 21年 10月5日 文塁5 関 (186) 確詔調査

第93条 本市神野々 字西竹f,;,514-1 平 2 0月19日

187 工第事93等条の届出
: 

野々 I遺跡 ｛虚生～中世散布地
本Th神野々字下 972-2番地

平成 21年 10月5日 文: 5 誓l(187) 
平 2 0月19日

確詔調査

l88 工第事93等条の届出
: 

上中南遺跡／弥生、中世 集落跡

南市野上中 432-1、432-2、431-1
ギ成 2]年9月］6日 斎成第5 `の1(188) 

2 0月］9日
本発掘調査

189 工第事93等条の届出
田辺城跡／近世城跡 平成 21年 10月15日斎ご5 1号年の1 (189) 工事立会
田辺市上屋敷町 l丁目 33-29、33-30、33-155 2 0月21日

190 
工事等の届出 和歌山冒跡 近世 3城番館地跡先 平成 21年］0月15日斎ご5 ”l  (190) 工事立会
第93条 和歌山 卜ニ番丁 l 、和歌山市十一番丁 14地先 2 0月21日

191 _[第事93等条の屈',-!:', 佐: 廃寺奈； ］ 院塁
伊郡かつら町野塔墳 522-10

文塁5 皇 (191) 
平 2 0月21日

工事立会

192 丁第事93等条の屁出 認舟悶
／弥生～古墳散布地
野字根地原 1011-5

平成 2l年 10月14日斎： 5 誓l(192) 
2 0月21日

慎煎丁事

193 工第事93等条の届出
秋弥津生迎［ 津地秦、逍弥跡生 井散布辺迫地跳、弥神生前遺散跡布地弥生～平安 散布地、

和歌山 布太田 308～和歌山市西 866-3
平成 21年 10月13日斎: 5 1号年の1 (193) 

2 0月26日
工事立会

194 工第事93等条の届出 平の下嘉跡足塁布地
和歌山西 土井 490-7

平成 21年 10月20日斎塁5 ” l (194) 
2 0月26l::l 

慎璽工事

195 工第事93等条の届出
平の下追跡／散布地 平成 21年 10月20日斎ご5 1号年の1 (195) 慎重工事
和歌山市西庄字土井 490-15 2 0月26日

196 工第事93等条の届出 和平の下齋跡［ 塁布地
歌山西 土井 490-6、490-17、490-19

平成 21年 10月20日斎: 5 ” l (196) 
2 0月26日

慎重工事

197 工第事93等条の届出 亀川齋跡`  弥生～古墳 集落跡海南且 235番地
平成 21年 10月20日 文塁5 1-¥}if.O)l (197) 

平 2 0月28日
確詔調査

198 工第事93等条の届出 直川遺悶氣縄斎散貫地
和歌山 JII 角垣 1817番 2

平成 21年 10月20日 文ご5 l~:>f'-0)1 (198) 
平 2 0月28日

工事立会

199 
工事等の届出 直川霊岱／縄斎散布地 平成 21年 10月20日ご： 5 l-¥}40)1 (199) 工事立会
第93条 和歌 直川菖蒲 1884番 1 2 0月28日

200 工第事93等条の届出 野上雷南逍跡； 言、中世 渠落跡
海南野上中 54-]の一部

平成 21年 10月21日斎: 
5 摩 (200) 
2 0月27日

浄化槽部分工事立会

201 工第事93等条の届出 堅田遺悶髯喜生～古堺初頭、奈良、平安 集落跡、郡術跡
和歌山 市薗 32-7、32-2

平成 21年 10月21日斎塁
5 関 (201) 
2 0月27日

浄化槽部分工事立会

202 工第事93等条の届出 畠喜番悶／弥生～旦墳 散布地
野字井関 1363-2の一部

平成 21年 10月21日 文ご5 号年の1(202) 
平 21 0月27日

浄化梢部分工事立会

203 工第事93等条の届出
別塁遺跡｀ 弥生 散ご地日郡口 町大字荊字別所 1694番3

平成 21年 10月26Fl 文平成第 521号年の10(2月033)0 日 慎重工事

204 
工事等の届出 西庄逍篇／古墳～畑平靡3•8散番布2地の 平成 21年 10月26日斎: 5 1号年の1 (204) 工事立会
第93条 和歌山本脇字北 一部 2 0月30日

工第事93等条の届出
木ノ本II塁跡／［ 胃地 斎悶5 1号年の1 (205) 

205 和歌山靡ノ本 ノ西 1162、1163 平成 21年 10月27日
2 0月301::1 

確詔調歪

和歌山宇梶垣 1168-1、1168-2

206 _[第事93等条の届出 和岩橋歌辿山市跡／岩橋散布字地小路 1034-6 平成 21年 10月27日斎: 
5 関 (206) 
2 l月6日

浄化槽部分工事立会

207 工第事93等条の届出 和岩橋歌逍山市跡／岩桔散布字小地路 1034-10、1035-2、1036-3 平成 21年 ］0月28日斎悶5 `の1(207) 
2 I月6日

浄化槽部分工事立会

工第事93等条の届出
木下霊跡／縄文～平露安 散布地

ご悶5 び1(208) 
208 田辺 中辺路町近 1346-1の 1部、 1347の 1部、 1348の 1部、 平成 21年 10月28日

21 1月6日
確懃調査

1349の 1部、 1358-1の 1部、 1358-4の 1部

209 工第事93等条の届,11・,1 田辺篇跡／近世城跡
田辺上屋敷町 3丁目 94番地 106

平成 21年 10月29日斎: 5 1号年の1 (209) 
2 l月6日

浄化槽部分工事立会

210 工第串93等条の届出 磯脇逍悶／ ょ世 喜昇地
和歌山本字西 309-2 

平成 21年］0月29日斎第 5` の1(210) 
成2 I月6日

確認調査

211 工第事93等条の届出 根岩来出寺市根追跡来／字平東安谷～21中32世番、3近惟 寺院跡 平成 21年 10月29日 文悶5 誓l(211) 
平 2 1月6日

慎重工事

212 t第事93等条の届出 木ノ本 I遺靡／ 悶喜地
和歌山市西字 ノ内 82番ほか2紐

平成 21年 10月30日 文: 5 喜の1(212) 
平 2 1月 12日

確詔調査

213 工第事93等条の届出 鳴神v雷悶／弥生～平安散布地
和歌山 月字飯垣 304番 l

平成 21年 10月301::1 
文悶5 誓 (213) 
平 21 l月 12日

確懃調査

214 工第事93等条の届出 市江農跡后弥生～古悶散布地
西牟郡浜町日置地下 1430番

平成 2]年 10月29日 文: 5 1号年の1 (214) 
平 2 1月12日

工事立会

215 
工事等の届出 且霊VI迫悶／弥生～奈良 集落跡 平成 21年 11月5H 文塁5 l誓l(215) 浄化柄部分工事立会
第93条 海市且 135-2 平 2 l月13日

216 
工事等の届出

儡大人魯跡／弥牛～中世 麿布地 平成 21年 11月6日 文: 5 1号年の1 (216) 工事立会
第93条 坊市 屋町南塩屋字東上 241-1 平 2 1月 13日

217 工第事93等条の届出 本ロ喜靡／ よ墳～土安 散塁地
和 小出字田 125

平成 21年 11月9日 斎誓5 1号年の1 (217) 
2 l月13日

確詔調査

218 
上事等の届出 川辺遣需／縄文～中世 集落跡 平成 21年 11月 10日 文： 5 1号年の1 (218) 浄化槽部分工事立会
第93条 和歌山 川辺字宮西 33-10 平 2 1片 13日

219 
工事等の届出 岩根来出寺市根追跡来／22平84安～中世、 近世 寺院跡 平成 21年 11月13日 文ご5 1号年の1 (219) 確詔調査
第93条 平 2 1月19日

220 
__[事等の届出 悶宮十悶屋敷跡中世館跡 平成 21年 II月 11日 文成第5 皇 (220) 浄化槽部分工事立会
第93条 宮市野地 l丁目 6057-1、6057-4、 6070-1 平 2 1月 19日

221 
工事等の届出 木ノ本 1I塁跡／塁喜地 平成 21年 11月1OH 文塁5 どl(22l) 確評調査
第93条 和歌山市ノ本 ノ前 7番 7 平 21 l月19日

222 
［事等の届出 田屋逍跡rli ／弥生～古墳 ご落跡 平成 21年 ］］ 月 II日斎悶5 ”l  (222) 確認調査
第93条 和歌山 田屋字高川 223 3 2 I月 19日

223 
工事等の屈出 岩内 [[l魯喜・ 古閏集落、古項群 平成 21年 11月 II「I文第 5皇 (223) 工事立会
第93条 御坊市 字貝 180→10 平成 2 1月 19日

224 上第事93等条の届出 川辺造跡I I I 縄文～中世 集落跡
和歌IU 屯字／火原 38-1、39、40-1、40-2、41-1、41-3、43-1

平成 21年 l]月］3H 文第 5覧 (224) 
平成 2 I月20日

工↑パ［会
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遺跡の昇 教育委員会による処理

番号 届出等謬類 時代 届出等の日付
指文示書の番日号付

価考
根拠

所在地 指示事項

225 
工事等の届出 猪垣遺跡 ／縄 文 散 布 地

平成 21年 11月2日 文第 51号年の1 (225) 工事立会
第93条 紀の川市藤井字塚元 10番4 平成 2 1月20日

226 
工事等の届出 宇田森遺跡 弥生 （中期～後期） 集落跡

平成 21年 11月 16日 文第 51号年の1(226) 工事立会
第93条 和歌山市宇田森字馬場 13-12 平成 2 1月24日

227 
工事等の届出 磯脇遺跡／中世 散布地

平成 21年 11月］3日 文誓5 誓l(227) 工事立会
第93条 和歌山市本脇字西畑坪 309-7 平 2 l月24日

228 
工事等の届出 藤並地区遺跡／先土器～鎌倉 散布地

平成 21年 11月 12日 文悶5 言1(228) 慎重工事
第93条 有田郡有田川町大字明王寺字供田 86-3 平 2 1月24日

229 
工事等の届出 根来寺造跡／平安～中世、近世 寺院跡

平成 21年 11月 16日 文: 5 1号年の1 (229) 慎重工事
第93条 岩出市根来 2347番地 56外 20筆 平 2 1月26日

230 
工事等の届出 田井遺跡／縄文～弥生 散布地

平成 21年 11月 12日 文第 5皇 (230) 慎重工事
第93条 日高郡美浜町大字田井字斉津呂 161-5 平成 2 l月26日

231 
工事等の届出 東大人遺跡／弥生～中世散布地

平成 21年 11月18日 文第 5誓1(231) 工事立会
第93条 御坊市塩屋町南塩屋 499-1 平成 2 1月27日

232 
工事等の届出 山崎城跡／中世城跡

平成 21年 11月24日 文塁5 言）1(232) 慎重工事
第93条 日高郡日高川町大字和佐字小反谷 2085番地 30、31、35 平 2 1月27日

233 
工事等の届出 且来w遺跡／古 墳 散 布 地

平成 21年 11月20日 文悶5 皇 (233) 工事立会
第93条 海南市且来字下拒内 838番 1 平 2 l月30日

234 
工事等の届出 太田 黒田遺跡、太田城跡／弥生～奈良集落跡、安土桃山 城館跡

平成 21年 11月20日 文第 5］誓 l(234) 工事立会
第93条 和歌山市太田 460番地 平成 2 1月30日

235 
工事等の届出 荒田遺跡／弥生、中世散布地

平成 21年 11月24日 文塁5 皇 (235) 浄化槽部分工事立会
第93条 岩出市堀口字村前 79-6、80-10、80-14 平 2 1月30日

236 
工事等の届出 金剛峰寺追跡／平安～ 寺院跡

平成 21年 11月24日 文塁5 誓l(236) 工事立会
第93条 伊都郡蘭野町高野山 359番地先 平 2 2月2日

237 
工事等の届出 岡田 Il遺跡／弥生～中世 散布地

平成 21年 11月25日 文第 5”l  (237) 浄化槽部分工事立会
第93条 紀の川市下井阪字西垣内 25-1 平成 2 2月2日

238 
工事等の届出 八丁田圃逍跡／縄文～鎌倉 散布地

平成 21年 11月19日 文第 5”l  (238) 確認調査
第93条 田辺市秋津町字西八町 244番 l 平成 2 2月2日

239 
工事等の届出 金剛峰寺遺跡／平安～ 寺院跡

平成 21年 11月26日 文: 5 `の1(239) 工事立会
第93条 伊都郡高野町高野山 361 平 2 2月 18日

240 
工事等の届出 高井迫跡／縄文散布地

平成 21年 11月 1日 斎第 51号年の1(240) 工事立会
第93条 和歌山市直川字高井垣内 1218-10、1219-13 成 2 2月 18日

241 
工事等の届出 粟島遺跡／奈良～平安散布地

平成 21年 12月2日 文: 5 1号年の1 (241) 確懃調査
第93条 紀の川市東大井字東山 168-1、168-2 平 2 2月 18日

242 
工事等の届出 和歌山城跡／近世 城館跡

平成 21年 12月2日 文: 5 `の1(242) 工事立会
第93条 和歌山市九番丁 20~26 平 2 2月 18日

243 
工事等の届出 秋月遺跡／弥生～平安散布地

平成 21年 12月2日 文ご5 皇 (243) 工事立会
第 93条 和歌山市太田 127番地 平 2 2月 18日

244 
工事等の届出 嗚神 Il遺跡／弥生～平安 用水路跡

平成 21年 12月4日 斎悶5 覧 (244) 確認調査
第93条 和歌山市鳴神字田殿 41-4 2 2月 18日

245 
工事等の届出 関戸遺跡／弥生～室町散布地

平成 21年 12月8日 斎第51号年の1 (245) 工事立会
第93条 和歌山市関戸 4 丁目 2~5 ～関戸 4 丁目 2 成 2 2月 18日

246 
工事等の届出 高井遺跡／縄文散布地

平成 21年 12月3日 文第 5誓l(246) 工事立会
第93条 和歌山市直川字高井垣内 1219-2 平成 2 2月 18日

247 
工事等の届出 高井遺跡／縄文散布地

平成 21年 12月8日 文: 5 誓l(247) 浄化槽部分工事立会
第93条 和歌山市直川字高井垣内 1230-1、1229-3、1233-9 平 2 2月 18日

248 
工事等の届出 木ノ本Ill遺跡／散布地

平成 21年 12月9日 亨塁5 l誓 1(248) 工事立会
第93条 和歌山市木ノ本字前嶋 552番 lの一部 2 2月 18日

249 
I事等の届出 木ノ本皿遺跡／散布地

平成 21年 12月9日 文ご5 1号年の1(249) 工事立会
第93条 和歌山市木ノ本字前嶋 552番 lの一部 平 2 2月 18日

250 
工事等の届出 西田井遺跡／弥生～中世 集落跡

平成 21年 12月9日 文: 5 1-'ry-"i"O)l (250) 確詔調査
第93条 和歌山市西田井字若嶋 391他 平 2 2月 18日

251 
工事等の届出 天満II遺跡／古墳、鎌倉散布地

平成 21年 12月 1日 文ご5 l-§}"f-0)1 (251) 慎重工事
第93条 有田郡有田川町天満 607-1 平 2 2月 18日

252 
工事等の届出 藤並城跡／鎌倉～室町城跡

平成 21年 12月2日 斎ご
5 皇 (252) 確認調査

第93条 有田郡有田川町大字下津野字土居内 362-5 2 2月 18日

253 
工事等の届出 村里遺跡／縄文散布地

平成 21年 12月7日 亨塁
5 皇 (253) 慎重工事

第93条 有田郡有田川町大字吉原字水尾 275番 2 2月 18日

254 
工事等の届出 佐野遺跡／弥生～古墳散布地

平成 21年 12月 1日 文第 51号年の1 (254) 浄化槽部分工事立会
第93条 新宮市佐野字井関後 1432番 5 平成 2 2月 18日

255 
工事等の届出 佐野遺跡／弥生～古墳散布地

平成 21年 12月4日 文悶5 1号年の1 (255) 浄化槽部分工事立会
第93条 新宮市佐野字根地原 917-4 平 2 2月 18日

256 
工事等の届出 佐野遺跡／弥生～古墳散布地

平成 21年 12月 1日 文第 59年の1(256) 浄化槽部分工事立会
第93条 新宮市佐野字井関後 1432番 4 平成 2 2月 18日

257 
工事等の届出 那智山坊跡／平安～鎌倉 寺院跡

平成 21年 12月2日 文第 51号年の1 (257) 工事立会
第93条 東牟婁郡那智勝浦町大字那智山字宮下 164-2番地 平成 2 2月 18日

258 
工事等の届出 亀川遺跡／弥生～古墳 集落跡

平成 21年 12月9日 文誓5 誓l(258) 工事立会
第93条 海南市且来字公門垣内 389-1 平 2 2月 18日

259 
工事等の届出 東大人造跡／弥生～中世散布地

平成 21年 12月 111:::1 文ご5 誓l(259) 工事立会
第93条 御坊市塩屋町南塩屋字鳥居縄手 287番 3、287番 4 平 2 2月 18日

260 
工事等の届出 大引遺跡／弥生～平安散霊地

平成 21年 12月 15日 文塁5 皇 (260) 工事立会
第93条 日高郡由良町大字大引字濱 賀 331番 l 平 2 2月 18日

261 
工事等の届出 蛭田坪遺跡／弥生～古墳散布地

平成 21年 12月 151::1 文第 5言1(261) 浄化槽部分工事立会
第93条 御坊市湯川町小松原 455-2 平成 2 2月25日

262 
工事等の届出 太田城水攻め堤跡／戦国～江戸 堤跡

平成 21年 12月 16日 文悶5 1号年の1 (262) 慎重工事
第93条 和歌山市秋月字石原 34-17、34-18 平 2 2月25日

263 
工事等の届出 谷口遺跡／弥 生 散 布 地

平成 21年 12月21日 文塁5 2号年の1 (263) 工事立会
第93条 日高郡みなべ町谷口字西津殿 321番の 1部、 322番の 1部 平 2 月8日

264 
工事等の届出 津井切遺跡／弥生～中世 散布地

平成 21年 12月22日 文: 522号年のl (264) 浄化槽部分工事立会
第93条 御坊市藤田町吉田字中黒 761-5 平月 8日

265 
工事等の届出 岩内 II遺跡／散布地

平成 21年 12月22日 文第 52号年の］ (265) 浄化槽部分工事立会
第93条 御坊市岩内字閤ノ前 1036-1 平成 2 月8日

266 
工事等の届出 荒田遺跡／弥生、中世 散布地

平成 21年 12月21日 文第 5誓l(266) 浄化槽部分工事立会
第93条 岩出市堀口字村前 80番 22の 1部 平成 2 月8日

267 
工事等の届出 岩橋遺跡／散布地

平成 21年 ］2月22日 文: 5 皇 (267) 確認調査
第93条 和歌山市岩橋字小路 1034-8 平 2 月8日

268 
工事等の届出 西田井遺跡／弥生～中世 集落跡

平成 21年 12月24日

文第 5`  胃） 

確訟調査
第93条 和歌山市西田井字森ノ前 256番 2、265番 l、266番 l 平成 2 日

269 
工事等の届出 晒山古墳群／古墳古墳群

平成 21年］2月28日 文ご522号年の1 (269) 浄化槽部分工事立会
第93条 和歌山市大谷字拓内 421番 17 平月 8日
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届出等の尼類
遺跡の［ 称

教育委員会による処理

番号
根拠法 時所代在 類

届出等の日付
指文示書の番日号付 指示事項

備考

270 工第事93等条の届出 高芝遺臀
和歌山 栄谷字城谷 974番3

平成 21年 12月28日 平文成第 522号年の1(月2780)日 ［事立会

271 工第事93等条の届出 西渋田遺跡／塁墳～皇良 散塁地
伊都郡かつら 町大西渋田 ヌダ 210-2

平成 22年 1月4日 文: 522号年の1 (271) 
平 月14日

浄化槽部分工事立会

272 工第事93等条の届出 井ノロ齋跡古墳～中: 散布地
和歌山 和佐関戸字中 294-1 

平成 22年 1月5日 文平成第 522号年の1月(27214)日 確認調査

273 
工事等の届出 蛭田悶遺跡／弥生～古墳散布地 平成 21年 12月24日斎第522号年の1 (273) 浄化槽部分工事立会

第93条 御坊 湯川町小松原 454-5、454-8 成月 14日

274 工第事93等条の届出 金剛峯： 遺跡｀ 平安～ 寺院跡伊都郡野町野山 796~809地先
平成 21年 12月22日 平文成第 522号年の1月(27144)日 工事立会

275 工第事93等条の届出 蛭田悶畠跡／弥生～古墳 散布地
御坊 川町小松原 456-4

平成 22年 1月5日 平文成第 522号年の1月(27154)日 浄化槽部分工事立会

276 工第事93等条の届出 田辺城跡／近世城跡 平成 22年 1月6日 文: 5 言l(276) 確認調査

田辺市上屋敷三丁目 94番 114 平 2 月14日

277 工第事93等条の届出 川辺逍悶／縄斎～中世 : 落跡
和歌山川辺千地 243 4外、字神ノ木 193番外

平成 22年 1月13日 平文第成 522号年の1月(27271)日 本会発掘調査、工事立

278 工第事93等条の届出 西庄山遺市跡西／庄古字墳荘～畑平5安14 霜 地
和歌 514番3、516番2、517番2の各一部

平成 22年 1月 18日 平文成第 522号年の1月(27282)日 工事立会

279 
工事等の届出 山吹丁魯跡ょ弥生～古墳 散布地 平成 22年 1月 19日 平文成第 522号年の1月(27292)日 工事立会

第93条 和歌山山丁 23、24、25、26

280 工第事93等条の届出 城の前II塁跡： 塁布地
和歌山市日 田878-5

平成 22年 1月 15日 平文成第 522号年の1月(28202)日 工事立会

281 工第事93等条の届出 八丁田胃塁跡； 縄；一～鎌畠散布地
田辺市 町中 301 l 

平成 22年］月 14日 平文第成 522号年の1月(28215)日 慎重工事

282 工第事93等条の届出 川辺迫跡／9斎～中世 昇 跡
和歌山市川 宮西 33

平成 22年 1月 19日 平文成第 522号年の1月(28225)日 確認調査

283 
工事等の届出 関戸逍篇／弥生～室町 散（和布歌地山 平成 22年 1月20日 文塁522号年の2 (283) 工事立会

第93条 和歌山 関戸 3丁目 8-6 惧警察官宿舎 c棟） 平月3日

284 工第事93等条の届出 関歌戸遺嘉／弥生～室町 散布地
和山関戸4丁目 2-50~4丁目 21

平成 22年 1月20日 文平成第 522号年の2月(2834)日 工事立会

285 工第事93等条の届出 北田井舟跡／弥生（中期） ～古墳（前期） 集落跡

和歌山北 284-64
平成 22年 1月22日 平文成第 522号年の2月(2835)日 工事立会

286 工第事93等条の届出 天神前遺跡／平塁誓布地
有田郡有田川町字川字天神前 209番

平成 22年 1月20日 平文成第 522号年の2月(2836)日 工事立会

287 工第事93等条の届出 嘉田遺冒／弥生～奈凸塁布地
歌山平圃字オノ 5 、6番 2、7番2

平成 22年 1月25日 文平成第 522号年の2月(2837)日 確認調査

288 工第事93等条の届出 木ノ本 I遺胃／散布地
和歌山市西 81-14~82 

平成 22年 1月25日 平文成第 522号年の2月(2838)日 工事立会

289 工第事93等条の届出 和直歌川廃山寺市跡直／川奈字大良小～平路安166・5寺番院l跡 平成 22年］月 25日 文平第成 522号年の2月(2839)日 確懃調査

工第事93等条の届出 高; 向 城跡“ 高中<城館跡 文平成第 522号年の2月(2980)日
290 日郡日町 ；ヽ 塁田言置 1056番地 2 平成 22年 2月2日 慎重工事

日郡日町 賀 河谷 5002番 1

291 工第事93等条の届出 荒田遺跡／弥生 削ヽ̀  • 中世 散布地
岩出市堀口字村 80-23 

平成 22年 1月29日 文平第成 522号年の2月(2981)日 浄化槽部分工事立会

292 工第事93等条の届出 蛭田坪市逍跡／弥生～塁尼 散布地
御坊湯川町小松原 原坪 531-2、530-2

平成 22年2月2日 文平成第 522号年の2月(2982)日 確認調査

293 工第事93等条の届出 六十谷霊跡［ 悶斎•一誓生 塁布地
和歌山六 古 338 6 

平成 22年2月2日 文平成第 522号年の2月(29103)日 浄化槽部分工事立会

294 工第事93等条の届出 六十谷需跡［ 縄こ～弥生 散雷地
和歌山六谷宮ノ東 374 3 

平成 22年2月2日 文: 522号年の2 (294) 
平 月10日

工事立会

295 工第事93等条の届出 信
ノ森番跡／弥生～江戸散布地
歌山久家ノ丁

平成 22年2月3日 文平成第 522号年の2月(29105)日 工事立会

296 工第事93等条の届出 木ノ本II塁跡／塁霊地
和歌山市ノ本 所垣内 632番地 15

平成 22年2月3日 文平成第 522号年の2月(29106)日 工事立会

297 工第事93等条の届出
金：［ 峯: 追跡｀ 平安～ 寺院跡伊郡野町野山 797

平成 22年2月1日 文ご522号年の2 (297) 
平 月10日

確詔調査

298 
工事等の届出

和高歌井遺山跡市／直縄川文字裔井散布垣地内 1219-14 平成 22年2月4日 平文成第 522号年の2月(29180)日 工事立会

第93条

299 工第事93等条の届出 藤並地区遺跡／羹土夏～鎌倉 散布地
有田郡有田川町字尻字岡添 1180-7、1180-14、1180-15

平成 22年2月5日 平文成第 522号年の2月(29197)日 惧重工事

300 工第事93等条の届出 金剛雷図遺跡芦平忍～ 寺院跡
伊都 野町野字小田原谷 422番

平成 22年2月4日 文平成第 522号年の2月(30107)日 工事立会

301 工第事93等条の届出
和歌山篇跡｀ 近世 城館跡和歌山雑屋町東ノ丁 68

平成 22年2月 10日 平文成第 522号年の2月(3011)7 日 慎重工事

302 工第事93等条の届出 藤有田並郡地有区田逍川跡町／大先字土水器尻字～鎌岡派倉117散9布番、地1180番3、1180番4の各一部 平成 22年2月8日 斎第522号年の2 (302) 
成 月 17日

確認調査

303 工第事93等条の届出
岩橋千冒虐悶群｀ 古墳古墳群和歌山 字 1464の一部

平成 22年2月 12日 平文成第 522号年の2月(30139)日 浄化槽部分工事立会

304 工第事93等条の届出 橋名古本市曽廃高寺野跡口／町奈名古良曽寺16院0-跡1より分筆 平成 22年2月8日 文第 52号年の2 (304) 
平成 2 月22日

工事立会

305 工第事93等条の届出 太田黒田遺跡／弥牛～奈良集落跡 平成 22年 2月12日 文: 5 2号年の2 (305) 確詔調査
和歌山市黒田 88-3 平 2 月22日

306 工第事93等条の届出 蛭田闊退．I`、か笏日• 跡／弥生～古墳 散布地
御坊 川町小松原 455-2

平成 22年2月17日 文： 5 2号年の2 (306) 
平 2 月22日

浄化槽部分工事立会

307 
工事等の届出

和歌山城跡｀ 近世 城館跡
平成 22年2月15日 文ご522号年の2 (307) 工事立会

第93条 和歌山市八丁 40 平月221::1 

308 
工事等の届出 神田霊ご； 弥生～古墳散布地 平成 22年2月16日 文: 522号年の2 (308) 浄化槽部分工事立会

第93条 田辺 神田 563~3 平月24日

309 
工事等の届出 小田遺言／古墳～ 悶布地 平成 22年2月10日 文ご522号年の2 (309) 工事立会

第93条 橋本市野口町字嵯 454-1 平 月24日

310 工第事93等条の届出 靡皇
田喜喜／奈良寺院跡？
市 田 l丁目 220-1、221の各一部、 69-1他全33箪

平成 22年2月17日 文悶522号年の3 (310) 
平 月3日

確詔調査

311 
工事等の届出 岩橋千塚古悶群／古墳古墳群 平成 22年2月22日 文悶522号年の3 (311) 慎重工事

第93粂 和歌山市岩 字峯 1464の一部 平月3日

312 
工事等の届出 釜山古悶群 木ノ言Ill 塁跡／麿項古悶群、散布地 平成 22年2月23日 文第 522号年の3 閃12) 慎重工事

第93条 和歌山木ノ本字河 756 3の一 平成 3日

313 
工事等の届出

元遺跡｀ 虐生～中世 悶布地
平成 22年2月 19日 文第 522号年の3 (313) 浄化槽部分工事立会

第93条 紀の川 山町元字東 505 平成 月3日

3] 4 
工事等の届出 高ば遣靡／縄斎散布地 平成 22年 2月26日 文第 522号年の3 (314) 浄化槽部分工事立会

第93条 和山直川高井垣内 1218番 7、1224番 l、1224番 12 平成 月8日
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埋蔵文化財発掘の届出 （文化財保護法第 93条）一覧8

遺時跡代の種名称類
教育委員会による処理

番号 届根出拠等法の種令類 届出等の日付
指文示害の番H号付 指示事項

備考
所在地

315 
工事等の届出 荒田遺跡弥生、中世散布地

平成 22年3月1H 文平成第 522号年の3(月3185)日 確認調査第93条 岩出市波分字村東 1番 1の一部、 3番 1の一部、4番 1の一部

316 
工事等の届出 佐野造跡弥生～古墳散布地

平成 22年3月1日 文第 522号年の3 (316) 浄化槽部分工事立会第93条 新宮市佐野字井関後 1394-19、1394-1 平成 月10日

317 
工事等の届出 山「l遺跡弥生～平安躾落跡

平成 22年3月4日 文: 522号年の3 聞17) 確詑調査第93条 和歌山市谷字池尻 33番 l、38番 平 15日

318 
工事等の届出 神前遺跡 ／弥生散布地

平成 22年 3月4日 文ご522号年の3 (318) 確詔調査第93条 和歌山市神前字佃 67-11 平•月 15 日

319 
工事等の届出 花山古墳群古墳古墳群

平成 22年3月3日 文: 522号年の3 (319) 惧重工事第93条 和歌山市岩橋字花山 1690-36 平月15日

320 
工事等の届出 尚閲辿跡／縄文散布地

平成 22年 3月5日 文平成第 522号年の3月(32105)日 浄化槽部分工事立会第93条 和 山市直川字高井届内 1233-18、1233-20、1230-3

321 
工事等の届出 岩橋千塚古墳群／古墳 古培群

平成 22年 3月8日 平文成第 522号年の3(月32115)日 慎重工事第93条 和歌山市岩橋字峯 1464-6

322 
工事等の届出 高厄城跡／中世城館跡

平成 22年 3月3日 文: 522号年の3 (322) 惧重工事第93条 桔本市隅田町垂井～隅田町霜草 （紀ノ光台） 平月 15日

323 
工事等の届出 川辺遺跡／縄文～中世 巣落跡

平成 22年 2月25日 文平第成 522号年の3月(32135)日 慎重工事第93条 和歌山市里字五段 10-5、9-1の一部、JO-Iの一部

324 
工事等の届出 元追跡／弥生～中世 散布地

平成 22年3月2日 文悶522号年の3 (324) 確眩調査第93条 紀の川市桃山町元字東嶋 459-4、460-1、460-2、461-3、461-5 平月18日

325 
工事等の届出 悶萩原遺跡／近世護岸跡

平成 22年3月4日 文平成第 522サ年の3月（32158)日 慎重工事第93条 都郡かつらぎ町大字萩原字川田 510番 l

326 
工事等の届出 亀川遺跡／弥生～古墳 槃落跡

平成 22年3月8日 平文成第 522号年の3月(32168)日 確認調査第93条 海南市且来字野田 252

327 工第事93等条の届出 坂海南本屋市敷藤跡白／字王中世子免城47館7跡番2 外3筆 平成 22年3月8日 平文成第 522号年の3月(32178)日 t事立会

328 
工事等の届出

六十谷霊跡［ 縄ご-喜生 塁布地 平成 22年 3月10日 平文成第 522号年の3月(32188)日 浄化槽部分工事立会第93条 和歌山六谷古 338 5 

329 
工事等の届出 太田黒田遺跡／弥生～奈良集落跡

平成 22年3月10日 平文成第 522号年の3月(32198)日 確詔調査第93条 和歌山市黒田 l丁目 4番9、11

330 
工事等の届出 荒田遺跡／弥生、中世散布地

平成 22年3月91:1 平文成第 522号年の3月(33204)日 浄化槽部分工平立会第93条 岩出市堀口字村前 79-3、79-14

331 
工事等の届出 津秦遺跡／弥生散布地

平成 22年 3月15日 平文成第 522号年の3月(33214)日 確詔調査第93条 和歌山市有家字西ノ坪 187番3

332 
工事等の届出 笠田東遺跡／鎌倉 散布地

平成 22年 3月 11日 文第 522号年の3 (332) 丁事立会第93条 伊都郡かつらぎ町笠田東白髭989-1 平成 月24日

333 
工事等の届出 蛭田坪遺跡／弥生～古墳 散布地

平成 22年 3月 lOR 文悶522号年の3 (333) 工事立会第93条 御坊市湯川町小松原字蛭田坪 452番4、452番5 平月24日

334 工第事93等条の届出 井辺逍靡： 塁生散布地
和歌山 字笠松 120番 6 平成22年 3月16日 平文第成 522号年の3月(33244)日 浄化槽部分工事立会

335 
工事等の届出 岡村遺跡／縄文～奈良 集落跡

平成 22年 3月 15I:! 文悶522号年の3 (335) 確詔調査第93条 海南市岡田字下1111496番 l、498番3 平月24日

336 
工事等の届出 田屋遺跡／弥生～古墳 集落跡

平成 22年 3月10日 文第 522号年の3 (336) 慎重工事第93条 和歌山市直川字須川326番9 平成 月26日

337 
工事等の届出 >ノ森遺跡／弥生～江戸散布地

平成 22年 3月19日 平文成第 522号年の3月(33276) B 工事立会第93条 歌山市鴬ノ森東ノ丁 9

338 
工事等の届出 西田井遺跡／弥生～中世 集落跡

平成 22年 3月 19日 文平成第 522号年の3月(33286) 1::1 確認調査第93条 和歌山市北字馬場添 181-3

339 
工事等の届出 田辺城跡／近世城跡

平成 22年3月19日 文第 522号年の3 (339) 浄化槽部分工事立会第93条 田辺市上屋敷 3丁目 94番 114 平成 月31日

340 
工事等の届出 大塁I遺跡／縄文～鎌倉散布地

平成 22年 3月24日 平文成第 522号年の3月(34301)日 慎砥工事第93条 西婁郡白i兵町大古 144番地
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埋蔵文化財発掘の届出（文化財保護法第 94条）一覧 1

届根出拠等条の神名類
遺時跡の種名称類

教育委員会による処理 I 
番号

所iし在地
届出等をした者 届出等の II付

指文示書の番日サ付 指示事項 I 
備考

l 工第事94等条のI而出 山崎嘉悶腐墳～中柑． 散布地
岩出 垣 119外9箪

岩出巾長 平成 21年4月9U 文第 80: 
平成 21 4月16R 

確認調査

2 上第事94等条の届出 榎原逍跡市 古墳 喜布地
和歌山 木ノ本地

和歌山市長 平成 21年4月20H 文： 80 犀の月（2) 
平 21 4 28日

工事立会

3 工第巾94等条のlrt,出 烏海居南遺市跡烏居稲］）9I0：屋番敷地踪 縄文 骰布地、中世 城館跡 海南市長 平成 21年4月15日 文: 80 犀の (3)
平 21 5月8日

槙狐エ市

4 工第事94等条の/ill出 六十谷番跳縄文～弥生 散塁地
和歌山 六十谷字矢垣内 385 地他

海草振製局建設部長 平成 21年4月24日 文第 80犀の (4)
平成 2l 5月8日

確認調脊

5 工第事94等条の届出 井辺逍跡rli 喜牛散布地
和歌山 神 ↑宮出 189番地の 2他

海苺振興局建設部長 平成 21年4月28日 文ご80 ごの (5)
平 21 5月14日

工事立会

6 工第中94等条の1品出 ：： 野城跡紀 I 室町 城67館番跡地
草郡美野町福田 6 

紀美野町長 平成 21年4月27日 文ご80 ごの (6)
平 21 5月14日

工事立会

7 工第事94等粂の）国出 楠本城跳、初山城跡 中世城館跡
和歌山県知事・ 平成 21年 5月1日 亨悶

80 ごの (7) 確詑調査
田辺市下万呂午片山 21 5月20日

t第事94等条の届出
西飯降JI造跡縄文～古貸散布地

文悶80 : の)'j( 8) 
8 伊都郡かつらぎ町大字西 降字宮悶253-1、254、 和歌山県知事 平成 21年4月22日

平 21 5 22日
確認調査

255-1、256-1、260-1、261-1、他 9

， 工第市94等条の屁出 吉原辿塁弥生～平安散布地
□高郡浜町吉原 958

美浜町長 平成 21年 5月18日 斎塁80 : の (9)
2l 5月251:1 

慎重＿T．事

10 工第事94等条の届出 福田下塁: 縄文、中世 散布地
海草郡 野町福田 145番 l～松瀬 60番 l

紀美野町長 平成 21年 5月20E:I 文ご80 累の(JO)
平 21 5月28日

確詔調査

11 工第事94等条の届出 金剛喜f: 遺跡平安～ ］ 院跡
伊都 野町大字高野山小田原谷 768番地

高野町長 平成 21年6月8日 文悶80 ごの月（11) 
平 21 6 19日

工事立会

12 工第事94等条の届出 悶陀寺前経塚 占岱～中悶経塚
都郡かつらぎ町藪地

国土交通省近百地； 喜備局
和歌山河川国事 長

平成 21年6月17日 文塁80 ごの(12)
平 21 6月19日

本発掘調査

13 工第事94等条の届出 坂田辿篇／弥生内ヽ古墳、中世 巣落
和歌山坂田地

和歌山県知事 キ成 21年6月16日 文: 80 一犀の (13) 
平 21 6月19日

本発掘調査

14 工第事94等条の届出 上田需跡／摩生梨落
橋本上田森ノ本 100地先～ 99地先

手0罰欠山児知事 平成 21年 6月16日 斎第80ごのR( 14) 
成21 7 9日

確認調脊

15 工第事94等条の届出 山一嘉跡／弥生～奈良、中世 散布地

岩出山 718-1、744-1、745、716-3、718-4、740-1
岩出市長 平成 21年 7月9日 文ご80 ごの (15)

平 21 7月16日
確詔調査

l6 工第事94等条の届出 赤垣内造塁／奈良～中世 散布地

岩出市中 247-1、248-2、253-3、254-3、255-1
岩出市長 平成 21年7月13Fl 亨： 80 ょーロ．の (1 6) 

21 7月17日
確懃調査

17 
-T．市等の届出 孟ノ本Il塁跡／散喜地 和歌山市長 平成 21年 7月16日 斎悶80 : の(17) 工事立会

第94条 歌山市 ノ本地 21 7月31日

18 工第事94等条の届出 粉河寺番悶／ 犀皇？～ 寺院
紀の川 河 川3281-2

那賀振楔局建設部長 平成 21年 7月21日 文ご80 ； の月（18) 
平 21 7 31日

本発掘調査

19 上第事94等条の届出 田辺冒下町畠： ／江負散布地
田辺湊 町地

水道事業管理者 平成 21年 7月23日 文悶80 ： の月（19) 
平 21 8 5日

工事立会

20 工第事94等条の屈出 八丁闊圃遺跡； 縄文～: 喜散布地
田辺秋津町束八町

水道事業管理者 平成 21年7月24日 斎: 
80 : の (20)
21 8月5日

工事立会

21 工第事94等条の届出 中飯降辿跡／弥生～中世 贋布地

伊都郡かつら ぎ町中飯降地
かつらぎ町長 平成 21年7月27日

文第 80累の (21)
平成 21 8月11日

工事立会

22 工第事94等条の届出 釜山古門群、木ノ雷皿塁跡／喜墳 古墳群、散布地
和歌山 木ノ本地 ～ 原地

和歌山市長 平成 21年8月3日 文: 80 ごの月（22) 
平 21 8 11日

工事立会

23 工第事94等条の屈出 : 互
人霜跡／弥生～ご世散: 地
市屋町南塩屋須佐ノ 449番地

御坊市長 平成 21年8月31:1 文: 80 ごの (23)
平 21 8月13Fl 

確諮調査

24 工第事94等条の届出 西飯降 Il遺跡： 縄ょ-嘉は芦霜地
伊都郡かつら町字 降

かつらぎ町長 平成 21年8月14日 亨ご
80 ょの (24)
21 8月25日

工事立会

25 工第事94等条の届出 田農追跡、滝本遺跡／縄文 散布地、縄文散布地

日 郡日高川町大字船津
1::1高振輿局建設部長 平成 21年8月18日 斎: 

80 : の (25)
21 8月28日

工事立会

26 工第事94等条の届出 盟喜
降追跡／； 生～中世 喜布地
郡かつら 町中飯降地

かつらぎ町長 平成 21年8月19日 ； 第80； の (26)
成21 8月28日

工事立会

27 工第事94等条の届出 田辺城下町遺跡／江戸 散布地 田辺市長 平成 21年8月17日 文: 80 : の月（27) 工事立会
田辺市湊 平 21 9 3日

28 
工事等の届出 中黒lI逍跡／弥内生～奈良 散布地 岩出市長 平成 21年8月31日 文塁80 ごの (28) 惧重工事

第94条 岩出市中黒地 平 21 9月10Fl 

29 工第事94等条の届出 魯我霊， 遺跡／t 良～平安散布地
田 我町中 408-6

有田市教育委員会教育長 平成 21年 9月1日 亨喜
80 t. の (29)
21 9月15日

慎重丁．事

30 _[第茎9Ji4等粂の届出 悶来霊畠跡／平安～中世、近世 寺院跡
出来2274-1、2347-1、2347-140

国土交通省近畿塁； 喜備局
和歌山河川国道 長

平成 21年9月4日 斎第80犀の (30)
成21 9月15日

慎重工事

31 工第事94等条の届出 田辺冒下町喜跡／江戸 散布地
田辺湊地

田辺市長 平成 21年 9月3日 文第 80： の (31)
平成 21 9月15日

工事立会

32 工第事94幹条の届出 塁前地区遺跡／羹土器～： 皇散布地
田郡有田川町字明丁 五反田 103-6他

有田川町長 平成 21年8月20日 文悶80 犀の (32)
平 21 9月15日

工事立会

33 
t事等の届出 アンドの鼻古墳、 三田古墳群 古墳古墳群

和歌山県知事 平成 21年9月10日 文ご80 犀の (33) 慎重工事

第94条 和歌山市田尻地内 平 21 9月24日

34 工第事94等条の届出 西飯降II遺跡； 縄支～占旦ご貫地
伊都郡かつら町字中降

かつらぎ町長 平成 21年9月28日 文塁80 犀の (34)
平 21 10月6日

確認調査

35 上第事94等条のI吊出 閾
追出市跡山／ 嘉應［中世 散布地

508-17、5]].]、526-2、780-2、783-3
岩出・1|I長 平成 21年9月30日 文悶80 口の (35)

平 21 10月13日
工事立会

36 
工事等の届出 山一齋跡弥生～奈良、中世散布地 岩出市長 平成 21年9月30日 文悶80 : の (36) 工事立会
第94条 岩出山 727-1、737-2、738-1、740-1 平 21 10月13日

37 
丁．11等の届出 西飯降JJ遺跡 霞ー→塁岱散霊地 かつ らぎ町長 平成 21年9月301::1 文悶80 ごの (37) 工事立会
第94条 伊都郡かつらぎ 宇 西降地内 平 21 10月13日

38 
工事等の届出 消水逍悶／縄文 塁布地 有田川町教育委員会教育長 平成 21年 IO月9日 文ご80 : の (38) 確認調資

第94条 有田郡 田川町渚 376-1 平 21 10月19日

39 工第事94等条の届出 和
和歌歌山山市城十跡三 丁近1世6番• 城館跡

番 地先～和歌山市屋形1「目 2-1番地先
和歌山市長 平成 21年 10月 13日 文塁80 ごの (39)

ギ 21 10月21日
確認調査

40 工第事94等条の届出 太田城孟攻め堤胃／戦国～江戸 堤跡
和歌山 出水地

和歌山市長 平成 21年］0月13日 文ご80 : の (40)
平 21 10月21日

工事立会

41 工第市94等条の届出 堅御田坊遺市踪湯 弥生～占墳初頭、奈良、平安 躾落跡、郡術跡
川町財部 651

和歌111県知半 平成 21年 10月16日 文ご80 ］ の (41)
平 21 10月20日

工事立会

42 丁第事94等粂の届出 丁ノ町 妙寺遣跳／摩生～中世、散布地

伊都郡かつらぎ町妙 地内
かつ らぎ町長 平成 21年9月28日 文ご80 : の (42)

平 2l LO月26日
工事立会

工事等の届出 塗屋城: 、岩崎大i弘遺跡、野田城跡 中世～近世
紀国土交通省近用地喜整備局 文： 80 ごの (43)

43 城、 良～平安 布、中世砦跡 平成 21年 10月II日 確認調査

第94条 西跡牟裂． 上富田町朝散米地地内、 ヒ富田町岩崎地内 南河川国道務長 平 21 10月30日

血森山遺打， t九＂I地99t9内算9r．+．9閲)白バu・］＃●9●1．●布地町抱大内●．言9古．99●地白●.. 浜内屈.町．併富n9I●浜田●負布91安I,0女昧.731,土但匂3地'.●0' ● 1 44 
工事等の屈出

枇西白・牟浜城竹婁町、郡縄高文田白 浜 古 浜 安
紀国土交通省近急地方整備局 平成 21年 10月11□文第 80号年の (44) 確詑調査

第94条 南河川国道 務所艮 平成 21 10月30日
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遺時跡代の種名称類
教育委員会による処理

番号 届出等の悶類
届出等をした者 届出等の日付

指文示害の番日号付
備考根拠条

所在地 指示事項

45 
工事等の届出 駒爪城跡、立野辿跡中世城跡 国土交通省近塁地方悶備局 平成 21年 10月 11日 文塁80 ょの (45) 確詔調査第 94条 西牟婁郡すさみ町周参見地内 紀南河川国道務所 平 21 11月6日

稲成 I逍跡、稲成遺跡、脇ノ谷瓦窯跡、｀ 田； ］． 跡、目
工事等の届出 座遺跡陰ヽ矢田 ヶ谷遺跡、万g 大谷魯跡 地、弥

国土交通省近塁地嘉整長備局 文ご80 犀の (46)46 
第 94条

生 岩、 奈良窯跡、縄～鎌 散 、 散布
紀南河川国道務

平成 21年 10月 11日
平 21 11月6日

確認調査

地、塁散: 地、弥生 悶］ 地
田辺 成町内、田辺市 町地内、田辺市中万呂地内

47 
工事等の届出 入 野追跡縄文～弥生散布地

和歌山県知事 平成 21年 10月28日 文第 80ごの り7) 確認調査第 94条 日高郡日高川町大字入野地内 平成 21 11 6日

48 
工事等の届出 和田 Il遺跡古墳散布地

和歌山県知事 平成 21年 10月22日 平文成第 8201号年の11月(486)日 確認調査第 94条 H高郡美浜町和田 1203番地ほか

束渋田貫跡、西渋田遺跡／縄文～中世 散布地、古

工事等の届出 悶～奈 散ー：地
文: 80 : の 付9) 49 都郡かつら 町西渋田 262-2地先から伊都郡かつ 和歌山県知事 平成 21年 10月29l:I 確認調査第 94条

らぎ町島 162-2地先、伊都郡かつ ら77ぎ-]町地西先渋田54
平 21 11 6日

地先から伊都郡かつらぎ町東渋l±l

50 
工事等の届出 笠束牟嶋裳辿跡郡／串弥本生町大散字布串地本字堀南生地内～串本町大字 和歌山県知事 平成 21年 11月5日 文平成第 8201号年の11月(501)2 日 確認調査第 94条

渚水生地内

51 
工事等の届出 大野中遺跡／縄文～弥生 散布地

和歌山県知事 平成 21年 II月2日 文: 80 : の 昇1) 工事立会第 94条 海南市大野中 651 平 21 l l 13日

52 
工事等の届出 束大人逍跡／弥生～中世 散布地

御坊市長 平成 21年 11月9日 文： 80 : の げ2) 工事立会第 94条 御坊市塩屋町南塩屋地内 平 21 11 19日

53 
工事等の届出 東大人逍跡／弥生～中世 散布地

御坊市長 平成 21年 11月9日 斎ご
80 : の (53) 工事立会第 94条 御坊市塩屋町南塩屋地内 21 11月 19日

54 
工事等の届出 中g 降逍跡／弥生～中世 胃布地 かつらぎ町長 平成 21年 11月 12日 平文成第 8201年号の11月(542)0 日 工事立会第 94条 伊 郡かつらぎ町中飯降地

55 
工事等の届出 東家館跡東家逍跡／弥生～中世 躾落跡、城館跡

橋本市長 平成 21年 11月 18日 文第 80: の 胃。 工事立会第 94条 橋本市東家 2-1-19 平成 21 11 日

56 
工事等の届出 堅田遺跡／弥生～古墳初頭、奈良、平安 奥落跡、郡荷跡

和歌山県知事 平成 21年 11月 16日 平文成第 8201号年の12月(562)日 確認調査第 94条 御坊市湯川町財部 651

57 
工事等の届出 昇田遺踪／縄文～中世東．散渋布田地1、5 古墳～奈良 散布地 かつらぎ町長 平成 21年 12月8日 平文成第 8201号年の12月(579)日 慎重工事第 94条 都郡かつらぎ町大字 1-1 

58 
工事等の届出 金剛峯寺逍跡／平安～ 寺院跡

高野町長 平成 21年 11月25日 文平成第 8201号年の12月(581)6 日 工事立会第 94条 伊都郡高野町高野山字十五ノ尾 207林班い小班

59 
工事等の届出 山一遺跡／弥生～奈良、中世 散布地

岩出市長 平成 21年 11月30日 文平第成 8201号年の12(月591)6 日 工事立会第 94条 岩出市山 719番地

60 
工事等の届出 根来寺逍跡／平安～中世、近世 寺院跡

和交歌通部山交県警通規察本制部課長 平成 21年 11月30日 文平第成 8201号年の12月(601)6 日 工事立会第 94条 岩出市根来 2306番地の 1

61 
工事等の届出 西飯降 II遺跡／縄文～古代散布地

かつらぎ町教育委員会教育長 平成 21年 12月 14日 文ご80 : の 岱1) 工事立会第 94条 伊都郡かつらぎ町妙寺 857 平 21 12 18日

62 
工事等の届出 根来寺遺跡／平安～中世、近世 寺院跡

和歌山県知事 平成 21年 12月 15日 文ご80 : の (62) 慎重工事第 94条 岩出市根来 2347-22、2347-169、2347-170、2348-1、2348-2 平 21 12月22日

工事等の届出 鳴： N V VI逍跡／弥生～江: 散布地、弥生～
文: 80 : の月（63) 63 平 散布地、弥生～江戸散地 和歌山市長 平成 21年 12月 18日 工事立会第 94条

和歌山市秋月地内 平 22 l 8日

64 
工事等の届出 根来寺遺跡／平安～中世、近世 寺院跡

岩出市長 平成 21年 ］2月25日 斎第 80: の月（64) 工事立会第 94条 岩出市根来 1564 、 1569 、 9803•76 、 9803-8.6 、 9803-146 成 22 1 8日

65 
工事等の届出 猿岡山城跡／近世 城館跡

日本放送協会和歌山放送局長 平成 21年 12月25日 平文成第 8202号年の1月(685)日 工事立会第 94条 紀の川市粉河1町3318番地

66 
工事等の届出 萩原1I逍跡、笠田東遺跡／中世地誓地、鎌倉散布地 かつらぎ町長 平成 21年 12月 11日 鰭慇摩右噌日 慎重工事第 94条 伊都郡かつらぎ町大字中飯降

67 
工事等の届出 蓮華寺遺跡／中世寺院跡

紀美野町長 平成 22年 1月6日 平文第成 8202号年の1月(6172)日 工事立会第 94条 海草郡紀美野町下佐々 630番地、636番地 l

68 
工事等の届出 萩原 I遺跡／弥生～中世散布地

かつらぎ町長 平成 21年 12月 25日 文悶80 : の月（68) 工事立会第 94条 伊都郡かつらぎ町大字萩原地内 平 21 l 18 1:1 

69 
工事等の届出 蛭田坪遺跡／弥生～古墳散布地

和歌山県知事 平成 22年 1月7日 文悶80 ごのFl( 69) 工事立会第 94条 御坊市湯川町小松原地内 平 21 l 18日

70 
工事等の届出 春日山城跡、不動寺谷遺跡／中世城館跡、縄文 出土地 国土交通省近畿塁方喜備局 平成 22年 1月8日 亨悶80 : の (70) 確認調査第94条 紀の川市中＝谷 和歌山河川国道務 長 22 1月25日

71 
工事等の届出 田辺城下町逍跡／江戸 散布地

田辺市長 平成 22年 1月 14日 文: 80 : の (71) 工事立会第94条 田辺市中屋敷町地内 （南新町中屋敷町 1号線） 平 22 2月 1日

72 
工事等の届出 関戸追跡／弥生～室町散布地

和歌山市長 平成 22年 1月22日 文第 80： のR( 72) 工事立会第94条 和歌山市関戸 4丁 目地内 平成 22 2 l日

73 
工事等の届出 且来Il逍跡／弥生散布地

海南市長 平成 22年 1月21日 文第 80： の (73) 工事立会第94条 海南市且来城ノ内 6 平成 22 2月 11::1

74 
工事等の届出 根来寺遺跡／平安～中世、近世 寺院跡 国土交通省近: 闘喜備局 平成 22年 ］月 8日 文: 80 : の (74) 確認調査第94条 岩出市根来、安上 和歌山河川国 長 平 22 2月 3日

75 
工事等の届出 旧吉備中学校校庭遺跡／弥生～鎌倉 巣落跡 有田川町教育委貝会

平成 22年 2月4日 文悶80 : の月（75) 慎重工事第94条 有田郡有田川町下津野 704 社会教育課長 平 22 2 10日

76 
工事等の届出 鳴神VI遺跡／弥生～江戸散布地

和歌山市長 平成 22年 2月8日 文： 80 : の (76) 工事立会第94条 和歌山市秋月地内 平 22 2月 15日

77 
工事等の届出 金剛虐ご辿跡／平寄～ 寺院跡 日本放送協会和歌山放送局長 平成 22年 2月 5日

文喜80 ょロ．の (77) 
確認調査第94条 伊都 野町高野 44-9の一部、 43の一部 平 22 2月 17日

78 
工事等の届出 石ヶ谷遺跡／古墳～室町 集落跡

有田川町建設課長 平成 22年 2月9日 文悶80 : の (78) 工事立会第94条 有田郡有1:B川町西丹生図 74地先 平 22 2月 17日

79 
工事等の届出 金剛峯寺追跡／平安～ 寺院跡

高野町長 平成 22年 2月 16日 斎悶80 ： の (79)
工事立会第 94条 伊都郡嵩野町高野山 709番地 22 2月24日

80 
工事等の届出 金剛峯寺逍跳／平安～ 寺院跡 西日本電信電話株式会社

平成 22年 2月9日 文第 80: の (80)
工事立会第94条 伊都郡裔野町高野山 231地先 和歌山支店長 平成 22 2月24日

81 工第事94等条の届出 古佐田遺跡／奈良 寺院跡？ 西日本旅客鉄道株式会社
平成 22年 2月4日 文第 80: の (81) 確認調査橋本市古佐田 l丁且189-14、190-8、64-1他、 2丁目 62・l全11筆 和歌山支社長 平成 22 3月3日

82 
工事等の届出 畠内rn遺跡／古悶集落、古墳群

御坊市長 平成 22年 3月2日 文: 80 ： の (82) 工事立会第94条 坊市岩内 845 地 l 平 22 3月 IO日

83 
工事等の届出 根来寺遺跡／14平56安番～地中う世、近世 寺院跡 岩出市長 平成 22年 3月4日 文第 80： の (83) 工事立会第94条 岩出市根来 先 平成 22 3月 10日

84 
工事等の届出 金剛峯寺遺跡／平安～ 寺院跡 西日本電信宙話株式会社

平成 22年 3月4日
文ご80 万年Cコの (84) 

工事立会第94条 伊都郡裔野町商野山 733地先 和歌山支店長 平 22 3月24H 

85 
工事等の届出 金剛峯寺追跡／平忍--霜 跡 西日本電信電話株式会社

平成 22年 3月4Fl 文第 80： の (85) 工事立会第94条 伊都郡尚野町高野 34 和歌山支店長 平成 22 3月24日

86 
工事等の届出 費1・グ11、志城跡、権田池古墳／中世 城館跡、古培 古墳 和歌山県知事 平成 22年 3月8日 文ご80 号年の (86) 工事立会第94条 の川市貫志川町神戸～長原地内 平 22 3月24Fl 
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発掘調査の届出（文化財保護法第 92条）一覧

辿跡の名称 届出の 調査の目的
教育委員会による処理

No 時代種類 届出をした者
日付 種別

面積 調沓期間 指示等の日付

所在地 文害番号
備考

六十谷追跡 財団法人和歌山市都 開発対応
平成 21年4月 14日

平成 21年4月 14日

1 縄文～弥生散布地 平成 21年4月9日 46 nf 

和歌山市六十谷 357-3番地
市整備公社理事長 本発掘調査

平成 21年 5月 15日
文第 78号

川辺遺跡 平成 21年5月 18Fl 

2 
縄文～中世集落跡 財団法人胄歌山市都 平成 21年5月 15H 

開発対応
124rrf 

平成 21年5月 18日

和歌LI0l市番里l字五段 9番 1 里字 市整備公理事長 本発掘調査
平成 21年 6月30日

文第 78号の (2)

五段 l

秋月辿跡
財団法人和歌山塁文 開発対応

平成 21年 6月 15日

:

L-成 21年6月（19 H 

3 弥生～雷夏 散布地 平成 21年6月 5日 2016rrl 

和歌山 田 127番地
化財センター理長 本発掘調査

平成 21年 10月23日
第 78号の 3) 

重行遺ご 財団法人和歌山摩文 開発対応
平成 21年 5月 29日

平成 21塁6 月（22日

4 中世 落跡 平成 21年5月 27日 11430m 

紀の川市璽行字石原 422-1他
化財センター理長 本発掘調査

平成 21年9月 15日
文第 78 の 4) 

北山廃寺 北山三嶋遣跡 平成 21年 6月 5日

5 喜
良寺院跡、弥生～中世 財団法人和歌山塁文 平成 21年6月 2日

開発対応
12042面 ； 成 21年6月（22日

布地 化財センター理長 本発掘調査
平成 22年 3月31H

第 78号の 5) 

紀の川市貴志川町北山

粉河寺遺跡
財団法人和歌山塁文 開発対応

平成 21年 8月 17日
平成 21年8月（19日

6 喜良？～ 寺院塁 平成 21年8月 7日 409111 

の川市粉河字 川地内
化財センター理長 本発掘調査

平成 21年 12月 18日
文第 78号の 6) 

神野々 I迫跡 橋本市追跡調査会会 開発対応
平成 21年8月 201:1 

平成 21年8月 19日

7 弥生～中世散布地 平成 21年8月 19日 230rri 

橘本市神野々 531-1
長 本発掘調査

平成 21年 9月 30日
文第 78号の (7)

百合山<炉
財靡法人和歌山塁文 開発対応

平成 21年8月 24日

［ 成 21年8月（24日

8 古紀墳の川 竹群房及び紀の川市桃
平成 21年8月 24日 378m' 

化センター理長 本発掘調査
平成 21年 10月 10日

第 78号の 8) 

山町元

中飯降遺跡
財団法人和歌山塁文 開発対応

平成 21年9月 28日 ： 成 21年 10］ 2日， 弥生～中世 讐布地 平成 21年9月 21日 367可

伊都郡かつら 町中飯降地内
化財セ ンター理長 本発掘調査

平成 22年 2月 28日
第 78号の ） 

) | | 辺文歌1、追～山11跡市中2中世番筋・2 媒日

平成 21年 10月 19日

縄 落跡 財団法人和歌山市都 開発対応 平成 21年 10］ 28 1:1 

10 
和番 延字野座 112 市整備公社理事長

平成 21年 10月 13日
本発掘調杏

50Ii 文第 78号の 0) 
平成 21年 11月 20日

野上中南逍跡
会海南長市文化財調査会 開発対応

平成 21年 11月 4日 ； 成 21年 10］ 30日

11 弥生、中世集落跡 平成 21年 10月 23日 200111 

海南市野上中 431番 l、432番 2
本発掘調査

平成 21年 12月 10日
第 78号の l) 

坂田遺跡 平成 21年 11月 2日

12 弥生、 嘉悶、中世 集落跡 財団法人和歌山塁文 平成 21年 10月 23日
開発対応

19861ri 
平成 21年 11n 12日

和歌山 田字東谷 357-1 4、化財センター理長 本発掘調査
平成 22年3月 15日

文第 78号の 2) 

358-2、360、361、362-2、363-2

田屋遺跡
財星法人和歌山市都 開発対応

平成 21年 11月 16日
平成 21年 11］ 16日

13 弥生～嘉悶集落跡
平成 21年 11月 10日 100m 

和歌山 川字須井田 377
市備公社理事長 本発掘調査

平成 21年・12月 27日
文第 78号の 3) 

神前追跡

弥生 悶ご地 財団法人和歌山塁責＂ 開発対応
平成 21年 12月 7日

平成 21年 12り116日

14 和歌山 前字馬乗免 592-2、
化財センター理

平成 21年 12月 1日
本発掘調査

1773m2 
文第 78号の 4) 

592-1、593-3、593-2、594-1、 平成 22年 2月 26日

594-2、584、583、585、582-2

雑賀崎台場跡
財旦法人和歌山市都 遺跡確詔

平成 22年 1月 12日 ： 成 22年 1月（6日

15 江戸砲台悶 市備公社理事長
平成 21年 12月 22日

本発掘調査
41.40m2 

第 78号の 15) 

和歌山市雑崎地内 平成 22年 1月 29日

神野々 I遺跡
財団法人和歌山塁文 逍跡確認

平成 22年 1月 25日 ： 成 22年2月（10 1::1 
16 弥生～中世散布地 平成 22年 1月 19日 268rri 

橋本市神野々竹之垣 523-3
化財センター理長 本発掘調資

平成 22年3月31日
第 78号の 16) 

鳴神v遺跡
財旦法人和歌山市都 開発対応

平成 22年2月8日
平文成 22年2月（15日

17 弥生～雷安散布地 平成 22年2月8日 19 25 rrl 

和歌山 秋月字飯垣 304番 5
市備公社理事長 本発掘調壺 平成 22 年 2)~ 19日

第 78号の 17) 

川辺遺跡 平成 22年4月5日

縄斎～中世集落跡 財団法人和歌山市都 開発対応 平成 22年3月（18日

18 

悶山市川辺千地 243番 4外 市整備公社理事長
平成 22年3月 11日

本発掘調査
20797m' 文第 78号の 18) 

ノ木 193番外
平成 22年5月 281-1 
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発掘調査の報告（文化財保護法第 99条）一覧 l

辿跡の 称ヽ 調査を行った 調査の日的番号 時嘉 類 地方公共同体
届出の 11付

種別
面積 調査期間 備考

在地

野上中遺跡 贔詈上居跡

［［！ 発対応
平成 21年4月 10Fl 

l 弥生～占墳 地、中世城館跡 海南市教育委員会 平成 21年 4月 10日
詔調査

835819ni --
海南市野上中地内 平成 21年 5月 1511 

かつらぎIII].
↓il 発対応

平成 21年 4月27H 
2 

教育委員会
平成 21年 5月 1日

懃調査
10nf ー→一

伊都郡かつらぎ町大藪 38-1、38-6、12-1 平成 21年 5月 1211 

堅田磁跡
聞発対応

平成 21年 5月 1311 
3 弥生～古墳初頭、 皇良、平安 雷落跡、郡術跡 御坊市教育委貝会 平成 21年 5月 19日

確昭調査
67911-f ～ 

御坊市湯川町財部 南庄弥 612 3 平成 21年 5月20日

野上中南迫跡
開発対応

平成 21年 5月 11I」
4 弥生、中枇集落跡 海南市教育委員会 平成 21年 5月 15日

確眩調壺
1114 39可 -

海南市野上中字笠松 9番地 平成 21年 5月22日

旧吉備中｝ 子ム届、校校庭辿跡 有田川町 口発対応
半成 21年 6月 15I」

5 弥生～口集落跡
教育委員会

平成 21年 6月 15日
言忍調査

501ri • → 

有田郡 田川町下津野 674-3ほか 平成 21年 6月23日

根来寺追跡
開発対応

平成 21年 5月 11日
6 平安～中世、近世 1寺32院番跡l 岩出市教育委員会 平成 21年 5月 151::1 

確懃調査
186111 ー →9‘

岩出市根来字東谷 2 の一部 平成 21年 7月 11日

八丁田: 虐跡 開発対応
平成 21年 6月 18日

7 縄文～ 散布地 田辺市教育委員会 平成 21年 6月 18日
確眩調査

lOn-i ～ 
田辺市秋津町字中芝 314-1の一部 平成 21年 6月20H 

下万呂 I霊跡

旦
発対応

平成 21年 6月 24日
8 縄文散地 ER辺市教育委員会 平成 21年 6月23日

認調査
8m' --

田辺市下万呂 480-1、480-4、481-2、481-6 平成 21年 6月27日

岡村辿塁
［［ 発対応

平成 21年 6月 25日， 
縄盃～ 良 雷落跡 海南市教育委員会 平成 21年 7月3日

認調査
353.45ば 一←→ 

海 市岡田字本 256番地 平成 21年 7月 10日

安宅本城跡
開発対応

平成 21年 7月 13日
10 中世城館跡 白浜町教育委員会 平成 21年 7月 17日

確認調査
891ri ー→

西牟婁郡白浜町安宅 616番地 1、安宅 663番地 l 平成 21年 9月 30日

こ渋田遺跡
かつらぎ会町 開発対応

平成 21年 7月 21日
11 文～中世散夏地

教育委員
平成 21年 8月4日

本発掘調査
113 3ni ー →

伊都郡かつぎ町 字東渋田 151-1、152-1、153-1 平成 21年 8月31日

福垣内追跡

芦
の川市 開発対応

平成 21年 7月21l::l 
12 旧石器～弥生散布地

育委員会
平成 21年 8月 11日

確詔調査
105m2 ～ 

紀の川市打田字福垣内 904-1 平成 21年 7月25日

元造跡
紀の川市 開喜対応

平成 21年 8月3日
13 弥生～開柑散布地 教育委員会

平成 21年 8月 11日
確調査

87274111 ～ 
紀の川 桃山町元字東嶋 459-4、460-2、461-3 平成 21年 8月 14日

天王原； 跡
i
り発対応

平成 21年 8月3日
14 弥生～ 散布地 U:I辺市教育委員会 平成 21年 8月3日 61甘 -

田辺市 墳成町字天王原 2663-6 眩調査
平成 21年 8月 7日

岩橋遺跡
和歌山市

『9:発対応
平成 21年 9月28日

15 散布地
教育委貝会

平成 21年 9月4日
認調査

1011--/ ・ -
和歌山市岩橋字小路 1034-11 平成 21年 9月28日

嗚神v辿跡
和歌山市 開発対応

平成 21年 9月 17日
16 弥生～平市安 散布地

教育委員会
平成 21年 9月 10日

確詔調査
40rrl --

和歌山 秋月字中瀬 162番 1 平成 21年 9月 17日

西田井逍跡
和歌山市

［［ 発対応
平成 21年 9月 14日

17 弥生～中世集落跡
教育委員会

平成 21年 9月 14H 
詔調査

25nf →・ -

和歌山市西田井字前田 353番 3、353番 6 平成 21年 9月 141::1 

塁
日石柏出土地

和歌山市 開発対応
平成 21年 10月21-1

18 生 出七地
教育委員会

平成 21年 9月25日
確懃調査

221甘 ー→

和歌山市朝日字荒毛 11-1 平成 21年 10月2日

要害山城跡
平成 21年 9月30H 

19 腐塁婁番・城郡地跡白1 浜町冨田字上ミノ谷南側 1655番地、
白浜町教育委員会 平成 21年 10月6日

逍跡確認
563 093rrf --

確懃調査
平成 21年 10月 16日1656 

井辺追悶 和歌山市
[
、[発対応

平成 21年 10月28日
20 弥生 布地

教育委員会
平成 21年 10月23日

詔調究
23 5rrf ～ 

和歌山市神前字松ノ本 266番 18 平成 21年 10月28I」

亀川遺跡
開発対応

平成 21年 11月4「I
21 弥生～古悶集雷跡 海南市教育委員会 平成 21年 11月2日

確詔調査
150 13m' -

海南市且 235 地 平成 21年 11月 13日

木ノ本 II辿跡
平成 21年 11月2日

22 
散布地 和歌山市

平成 21年 11月 1日
開発対応

27 46rn' ～ 和歌山市木ノ本字村ノ西 1162、1163、字梶垣内 教育委員会 確詑調査
平成 21年 11月2Fl 1168-1、1168-2

川辺遺跡
和歌山市 開発対応

平成 21年 11月4日
23 縄文～中世 塁落跡

教育委員会
平成 21年 10月23H 

確腔調査
1211-/ -

和歌山市川辺宮西 33番 6 平成 21・年 11月4H 
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発掘調査の報告 （文化財保護法第 99条）一覧2

遺跡の名称 調査を行った 調査種の別目的
番号 時代種頷 届出の日 付 面積 調究期間 備考

所在地
地方公共団体

関戸追跡 和歌山市
旦

発対応
平成 21年 11月5日

24 弥生～室町散布地 教育委員会
平成 21年 11月5H 

詔調査
144rrf ～ 

和歌山市関戸四丁目 685番 l
平成 21年 11月5日

根来寺遺跡

平成 21年 11月9日

25 平安～閾世、近世寺院跡 岩出市教育委員会 平成 21年 11月 13日
開発対応 74nf 

--

岩出市来 1987-1
確詔調査 平成 21年 12月22

日

木ノ本 I遺跡

悶歌山市 口発対応
平成 21年 10J-j 13日

26 散布地 ゴ月女釆貝＝＇云ム
平成 21年 10月 14日

認調査
37 5rrf ～ 

和歌山市西庄字東池ノ内 79番ほか
平成 21年 10月13日

木下辿跡 平成 21年 11月25日

縄文～平安 町・散近布露地
開発対応

27 
田辺市中辺路 1346-1の一部、1347の一部、1348

田辺市教育委員会 平成 21年 11月 19日
確認調森

301廿 -
の一部、1349の一部、1358-1の一部、1358-4の一部

平成 21年 11月27日

磯脇造跡 和歌山市 口発対応
平成 21年 12月2日

28 中世 靡布地 教育委貝会
平成 21年 11月30日

認調査
20nf -

和歌山 本脇字西畑坪 309-2
平成 21年 12月2Fl 

西飯降II追跡 かつらぎ町 開発対応
平成 21年 11月 18日

29 縄文～古代散布地 教育委員会
平成 21年 12月4日

確認調査
225m2 ・ -

伊都郡かつらぎ町中飯降地内
平成 21年 11月 19日

嗚神v遺跡

悶歌山市 開発対応
平成 21年 12月21日

30 弥生～雷喜塁布地 育委員会
平成 21年 12月 141::1 

確懃調査
50ni → • 

和歌山 月飯垣 304番 1
平成 21年 12月24日

八丁田圃塁跡 口発対応
平成 21年 12月17日

31 縄文～鎌 散布地 田辺市教育委員会 平成 21年 12月 16日
認調査

151甘 ～ 

田辺市秋津町字西八町 244番 1
平成 21年 12月21日

窪萩原追跡萩原II虐誓 かつらぎ町 口発対応
平成 21年 12月 17日

32 近世護岸跡、中世 地 教育委員会
平成 21年 12月 18日

詔調査
35m2 ～ 

伊都郡かつらぎ町大字萩原地内
平成 21年 12月 18日

喜
大人遺跡 開発対応

平成 21年 11月17日

33 生～中世散霊地 御坊市教育委員会 平成 21年 11月 17日 17n-f -
御坊市塩屋町南 屋字須佐ノ本 449番地

確認調査
平成 21年 11月 18日

ょノ本 JI辿跡 和歌山市 開発対応
平成 22年 1月5日

34 布地 教育委員会
平成 22年 1月6日

確詔調査
41廿 -—· 

和歌山市木ノ本字宮ノ前 7番 7
平成 22年 1月5日

古岩橋千塚且群 和歌山市
開昂IJ4.、対応

平成 22年 1月22日

35 
和墳歌山古市 字長尾 1494、1495

教育委員会
平成 22年 1月25日

確調査
15 12rri -一

平成 22年 1月22日

西飯降II追跡 かつらぎ町 開発対応
平成 22年 1月6日

36 縄 ～ヽ古代散布地 教育委員会
平成 22年 1月22日

確眩調査
69.7nf --

伊 郡かつらぎ町大字妙寺 857
平成 22年 1月 11H 

井ノロ遺跡 和歌山市 [9: 発対応
平成 22年 1月27日

37 古墳～中世散布地 教育委員会
平成 22年 2月 1日

認調査
lOnf ～ 

和歌山市和佐関戸字中嶋 294-1
平成 22年 1月27日

岩讐辿跡 和歌山市 開発対応
平成 22年 ］月29日

38 散地 教育委員会
平成 22年 2月 12日

確言忍調査
7 35rrl -

和歌山市岩橋字小路 1034-8
平成 22年 1月 29

西田井逍跡 和歌山市
げ］発対応

平成 22年 2月 10日

39 弥生～中世集落悶 平成 22年 2月 15日 26 52rrf -
和歌山市西1:1]井字鴫 391他

教育委員会 認調査 平成 22年 2月 10日

高芝退跡 和歌山市 開発対応
平成 22年 2月23日

40 - 教育委員会
平成 22年 2月26日

確眩調査
314rri ～ 

和歌山栄谷字城谷 974番 3
平成 22年 2月23日

喜川廃寺： 和歌山市 開翌n,Cヽ対応

平成 22年 2月24日

41 良～ 院跡 平成 22年 2月 26日 611面

和歌山平市 川寺字大小路 1665番 l
教育委員会 確調査 平成 22年 2月24日

藤並地区追誓 有田川町 開発対応
平成 22年 3月8日

42 魯
土器～鎌 散布地 教育委員会

平成 22年 3月8日
確言忍調査

63rrl ～ 

田郡有出川町水尻 1179番、1180番 3 平成 22年 3月 16日

西田井遺跡 平成 22年 1月 7日

43 
弥生～中世集落跡 和歌山市

平成 22年 3月 9日
開発対応 47 73rrl -

和番歌1山市西田井字森ノ前 256番2、265番 l、266教育委員会 確認調査
平成 22年 1月8日

吉田遺跡 和歌山市 開発対応
平成 22年 3月 10日

44 弥生～奈良散布地 教育委員会
平成 22年 3月 16日

確認調査
968対 ー・

和歌山市平岡字オノ神 5番、6番 2、7番 2 平成 22年 3月 10日

神前追跡 和歌山市 開発対応
平成 22年 3)」11日

45 弥生散喜地
平成 22年 3月 16B 8.4 rrf -

和歌山市前字佃 67・ll
教育委員会 確腔調査 平成 22年 3月 11日

-23-



出土文化財認定通知（文化財保護法第 102条）一覧 l

No. 物件名 遺時発跡代見の・場種名所称頷 発見日 詑定 r1 認定者 発見者 土地所有者 保管場所 備考

紀の川市粉河字ド打田
平成 20年 12月22日

l 須恵器片、瓦器片
1211 

平成 21年 4月6日
和歌山県 紀の儡市 紀の川市長

紀の川市

縄上打文田散遺跡布地 平成 20年 12月28日
教育委員会 教育員会 歴史民俗資料館

中困製: 磁器、国産胃磁
岩出関西野 209番地

平成 20年 12月1日
真宗根教言来寺法宗総人新本義山2 器、土質土器、瓦土 悶来辿跡

平成 21年 4月61::1 悶歌山県 岩出嵐 岩出市: 育委員会管
器、瓦 安～中世、近世寺院

平成 21年 3月］6H 育委員会 教育員会 理収蔵
跡

弥生土器、須恵器、土師

国士］ 虐省近
器、瓦器、中国製青磁、

塁
の川市重行地内 平成 20年 11月20日

和教歌育委山県員会
財歌団法山県人 畿地 備局 財悶法人和歌山県文3 瓦万上器、瓦、石（和製鏡品破閲i 行逍:、 平成 21年 4月8日 化センター

鏃金属: 品｛ 中世 落跡 平成 21年 3月6日 和文化財センター 和道歌事務所河川国 旧岩橋整理事務所
飾り金具片

4 太刀 日高郡み41な番べ地町2東岩代字 平成 18年 8月24日 平成 21年 4月23日悶歌山県
個人 個人

みなべ町
橋之本 育委貝会 教育委員会

古代瓦、中世瓦、弥生土 紀内の川市責志川町北山地
平成 20年 12月13日 財間法人 財靡法人和歌山県文器、須恵器、瓦器、土師 和歌山県5 器、陶磁器、ナイフ形石： 山望地 北山三嶋遺跡 平成 21年 5月12日

教育委員会
和山県 個人 化センター

器、石鏃、剥片 布良 跡、弥生～中世 平成 21年 3月31日 文化財センター 旧岩橋整理事務所

海南市岡田 135-1、139-1、
平成 20年 11月18日

6 
弥生土器、土師器、須恵 139-2、254、256、259-1

平成 21年 5月21日は
歌山県 海南市斉化財 個人 業海南所市文化財保存作器、陶器

縄岡村文遺～跡奈良 集落跡 平成 20年 12月12日
育委員会 調査研会

海南市岡田 159-1、159-2、
平成20年 12月8日

7 弥生土器、土師器、陶器
159-3 

平成 21年 5月211::1 和教歌育委山県員会 教海南育市委員会 個人
海南市文化財保存作

縄岡村文遺～跡奈良 集落跡 平成 20年 12月15日 業所

弥生土器、土師器、須恵 海南市遺岡田 140 平成 20年 10月8日

和教歌育委山県員会 教海南育市委員会 海業南所市文化財保存作8 平成 21年 5月21日 個人器 縄岡村文～跡奈良 集落跡 平成 20年 10月10日

海南市大野中 696-1、696-
平成 21年 2月16日7 和歌山贋

教海南育市委員会 業海南所市文化財保存作
， 土師器

大縄野文～中遺弥跡生 散布地
平成 21年 5月21日

教育委会
個人

平成 21年 2月191:1 

10 
陶磁器、 土師質土器、瓦、

; 

牟地婁l、郡6白63浜番町地安l宅 616
平成 21年 8月5日 平成 21年 9月15日悶歌山県 白浜町教育委員

個人 白浜町教育委員会鉄釘、土錘 宅本城跡 育委員会 会
世城跡

11 弥生土器

新地宮内市阿須賀 （蓬莱山）

平成 21年 9月1日 平成 21年 9月15日
和歌山県

教新宮育市委員会
熊社野阿須賀神 新宮市教育委員会阿須賀悶遺跡 教育委員会

弥生 地

縄文土器、弥生土器、須 伊地都内郡かつらぎ町西飯降 平成 20年 9月28日
財歌団法山県人 塁土］ ： 省近 財閏法人和歌山県文12 恵器、瓦器、土師器、`り 平成 21年10月27日 和歌山： 地 備局

化セ ンター磁器、 石石鏃包、丁石、錐、石 西嬰降lI遺跡 平成 21年 3月24日
教育委会 和文化財センター 和道歌事務所河川国 旧岩橋整理事務所敲石、 剥片 縄～古代散布地

縄文土器、弥生土器、須 伊地都内郡かつらぎ町西飯降
平成 20年 3月28日 財旦法人 国土．斎通畠近 財悶法人和歌山県文恵器、瓦器、上師器、： 

和教歌育委山員県会
畿地整局13 

磁器、石鏃、石錐、石 弥中生飯降～ ］ ： 散大布谷地追、縄跡文、
平成 21年10月27日

嬰
山訊

和ご山河川国
化センター

石斧、敲石、石1III、剥片 平成 21年 3月19日 化財センター
道務所

旧岩橋整理事務所
中世 地

弥生土器、 石器 （石斧燐
: 

本市神野々 531-1 平成 21年 8月21日

悶歌山県
塁

本市
トヨタカロー

橋本贋14 
土師器、須恵器、瓦器 野々 I雷跡 平成 21年 10月27日

育委貝会 跡調査会 会ラ和社歌山株式 あさ よし歴史館生～中 散布地 平成 21年 9月24日

中国焼焼製器鬼瓦質近斉瓦IIll、 •肥世(磁恥9.、)9•瓦前I 土釜打瓦¥系（ 碗焼丸師）(拘9、lす）瓦質．磁丸、曲皿鍋り・牲瓦物中鉢軒I、世、． （瓦平）放、

土師

且 塁
の川市直行地内 平成 21年 5月211:1 財旦法人 国土奇通畠近

15 
行逍ご 平成 21年 II月13日

和歌山貼

嬰
山県 畿地整局 和歌山斎`化財セン

瓦 （ 中世 落跡 平成 21年 10月26日
教育委員会

化財センタ ー
和歌山河川国 ター整 務所

昌漆塾り椀など） 、

道事務所
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出土文化財認定通知（文化財保護法第 102条）一覧 2

Nu 物件名 辿時発跡代見の・場種名所頬称 発見日 詑定日 認定者 発見者 土地所有者 保管場所 備考

瓦捏平孤丹土恵磁器瓦石波師器ね•白鉢、器・磁（（丸椀壺信、陶(・瓦1器染阿!ll楽質L • 付叩）JIi平、(（l）：甕I備T瓦磁、、史前丸器沿叫9R丸土）鬼・常解忠、； 瓦釜（ボ青炉9質且））打、、、・ 平成 21年7月28日
和教歌育委山員県会

財旦法人
宗粉教河法寺人

和歌山塁ょ化財セン
16 紀の川市粉河字寺川地内 平成 22年 2月19日 和山県 ター旧 整理事務

平成 22年 1月12日 文化財センター 所

和杭金材屈釘製）） 、品木 銭造 橋長脚刀材

田辺市上屋胃1丁目地先
和教歌育委山県員会 田辺こ 田辺市立田辺

17 土師器、瓦器、磁器 上屋敷皿遺 平成 20年7月29日 平成 20年9月17日 田辺市長
古墳～中世 出土地

教育員会 歴史民俗資料館

有生地田郡内有田川町天滴 土 平成 20年5月1日
和教歌育委山員県会

財旦法人 財団法人和歌山県文
18 

藤並地区口誓 平成 20年9月26日 和 山県文化財 和歌山県知事 化財センター

先土器～ 散布地
平成 20年8月26日 センター 調査事務所

陶磁器片、軒丸瓦、軒平 ［ 
の寺川市遺跡粉河 2787 平成 20年7月28日

和教歌育委山県員会 紀の閾市 宗粉教河寺法人 紀の川市
l9 平成 20年12月17日

瓦、丸瓦、平瓦 河良？～ 寺院 平成 20年8月8日
教育員会 歴史民俗資料館

弥生土器、土師器、須恵 有田郡有田川町下津野
平成 20年9月16日

器、瓦器、輸入陶磁器、 684-3、701-1他 ：： 歌山県 有田川町 有田閾町20 
鉄国器産等陶磁器、 瓦、 石器、 旧吉備中学校岱庭遺跡

平成 20年12月17日
ゴ目未女＇貝ロム云 遺跡調査会

有田川町長
教育 員会管理棟

弥生～中世 落跡
平成 20年 11月29日

弥生土器壺、土師器皿、； の川巴坦 打田 1060 平成 20年8月20日

は
歌山県

紀教育の川委市員会
紀の川市

21 瓦器片、石鏃、剥片、土 田 中 跡 平成 21年 1月8日 個人
衣告llロロロ 弥生～中世集落跡 平成 20年8月30日

育委員会 歴史民俗資料館

土師器翡直陶磁器、瓦、 閲歌山市西浜地内 平成 20年8月19日
和歌山市 財塁法人 財団法人和歌山県文

22 
金属製

軒堤防 平成 21年 1月14日
教育委員会

和山県化財 和歌山県知事 化財センター
近世史跡 平成 20年 12月15日 センター 調査事務所

弥生土器、土師器、瓦器、
須恵器、須恵質捏ね鉢、 有生地田郡内有田川町天満 土 平成 20年 10月］7日 財悶法人 財団法人和歌山県文

23 
瓦、砥石、陶器、磁器、

平成 21年 1月27日
和歌山県

和山県化財 和歌山県知事
調化財査事セ務ン所ター石器、石器剥片、銭貨、

先藤並土地器区～遺鎌跡倉 散布地
教育委員会

鉄鏃
平成 21年 1月9日 センター

コンテナ 25箱

弥生土器、土口器、黒色
土器、瓦器、山碗、青磁、 田辺市南新町湊 平成 20年5日15日

和歌山｀ 財団悶人 財悶法人和歌山県文
24 白磁晶臼陶磁器、石臼、田辺城下町遺跡 平成 21年 1月27日

教育委会
和歌県化財 和歌山県知事 化センター

硯滓、 鉄釘、 瓦、 鉄 江戸散布地 平成 20年 12月11日 センター 調査事務所

弥生上器、須恵器、石器 田辺市秋： 町231-1
悶歌山県 田辺塁 田辺市立田辺

25 八丁田圃跡 平成 20年 12月18日 平成 21年 2月20日
ギ自未女貝＝ム云 教育員会

個人
歴史民俗資料館

縄文～鎌 散布地

田辺市南新町 6-1
和歌山県 田辺虞 田辺市立田辺

26 土師器、瓦器 田辺城下町遺跡 平成 21年 1月24日 平成 21年 2月20日
教育委員会 教育員会

個人
歴史民俗資料館

江戸散布地

田辺市秋； 町231-1
和教歌育委山県貝会 田辺塁 田辺市立田辺27 弥生土器 八丁田言跡 平成 21年2月3日 平成 21年3月31日 個人

縄文～ 散布地
教育員会 歴史民俗資料館
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和歌山県における埋蔵文化財の調査成果
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市町村教育委員会による調査一覧 l

和歌山市

No 逍跡名 所在地 聞
調査 l文化庁惧教育委員会によ る指ホl尖施機関 調杏経緯

調査期 面柏 I 文害番号 I指示事項 1

文： 47 ぷ仁』一 (363) 確認調壼
和歌山市

宅地造成
1 関戸遺跡 和歌山市関戸 776-]3 H21.4 l 225111 

平 21 2月261::1 教育委員会

文: 47 犀(390) 確懃調査
和歌山市

宅地造成
2 岩橋千坂古培群 和歌山市岩橋 1464-I H21.43 1411-f 

平 21 3月13H 教育委員会

7.4 n-/ 文第 47ご(398) 確認調査
和歌山市

携帯基地局
3 上野古墳群 和歌山市北野 744-3 H21.4 6 

平成 21 3月23日 教育委員会

4 岩桔高柳逍跡 和歌山市岩橋 282-3 H21.4 9 101甘
文ご5 `  (5) 平 2 4月3日

確認調沓 悶歌山市
育委員会

集合住宅

文第成 47 累(232) 浄工化事槽立部会分
和歌山市

個人住宅
5 加）、＄辿跡 和歌山市加太 1574 H21.4 9 23nf 

平 21 10月28H 教脊委員会

2.21甘 文第 47: (387) 浄工化事槽立部会分
和歌山市

個人住宅
6 料’J百田逍跡 和歌山市曽垣111947-6 H2l.4 15 平成 21 3月13日 教育委員会

H214 16 文第 51万ロ年(3) 本発掘調壺 （財）和公t!. 車叩7 六 I• 谷遺跡 和歌山市六十谷 357-3 
5. l l 

43111 
平成 2 4月2日

8 薬師谷追跡 和歌山市曽垣田 929-8 H214 17 l.36吋
文第 47塁(317) 
平成 21 l月8日

浄工化事槽立部会分 は
歌山市
ぷii女天貝＝ム＝ 個人住宅

文第 47号 (348)
確認調森

和歌山市
宿舎， 叫判III遺跡 和歌山市鳴神 111 H214 27 10111 

平成 21年 2月 10日 教育委員会

10 川辺遺跡 和歌山市］II辺 33-7 l--!21 427 2.64111 文第 47: (408) 
平成 21 3月31日

浄工化事槽立部会分 和悶山市
教委員会

個人住宅

28ni 
文第 47: (399) 工事立会

和歌山市
ガス管埋設

11 山口遺跡 和歌山市藤田 116-6 H215.l 平成 21 3月23日 教育委員会

文第 47号 (271)
確認調査

和歌山市
宅地造成

12 城ケ森遺跡 和歌山市吉礼 608-I H215.7 37111 
平成 20年 11月28日 教育委員会

文第成 47 ご(336) 浄イ雲］I 刀¥ 和歌山市
個人住宅

13 薬師谷追跡 手且研欠llITIi朝口 947-5 H21.5.8 l.36nf 
平 21 l月26日 工会 教育委員会

14 榎原遺跡 和歌山市榎原地内 1-1215.12 8対 文悶56 ； (4 靡
平 20 10 31日

工事立会 和教歌育委山市員会 公共下水管

15 苦恒田遺跡 和歌山市曽垣田 929-10 H21.518 1 2I甘 文： 47号 (388)
平 21年 3月 13日

浄工化事槽立部会分 ば
歌山市
ゴ月未女只ロム云 個人住宅

平文第成 521号年(534月)12 日 確懃調査
和歌山市

宅地造成16 神前遺跡 和歌山市神前 67-9 H21.5.18 48nf 教育委員会

1-1215.18 文第 47: (349) 本発掘調査 （財）和公社 店舗建設
17 川辺遺跡 和歌山市里 9-l 

6.22 
124 0211-/ 

平成 21 2月 10日

18 曽垣田遺跡 和歌山市曽垣田 945-5 H215.20 2 64n1 文： 47号 (407)
平 21年 3月31日

浄工化事梢立部会分 は
歌山市
育委員会

個人住宅

； 第47: (284) 工事立会
和歌山市

宅地造成19 高井遺跡 和歌山市直川 1218 H2 l.5.28 44 4m 
成20 12月 16日 教脊委員会

20 府中遺跡 和歌山市府中 799 H21.6.1 85l nf 文第 5'年胃平成 2 13日
確眩調査 悶歌山市

育委員会
集合住宅

21 宇田森遺跡 和歌山市宇田森 13 H21.6.l 15111 文： 47 : (189) 
平 20 10月 1日

浄工化事槽立部会分 和教歌育委山市員会 宅地造成

22 榎原遺跡 和歌山市木ノ本 470-26 H216.2 11吋 文： 5 9年(45) 
平 2 5月 15日

工事立会 悶歌山市
ゴ月女天只＝ム云 ガス管埋設

文第 47号 （395) 浄イ霜 分 和歌山市
個人住宅

23 凶垣田遺跡 和歌山市曽垣田 955-6 H 2 1. 6. 4 l.28対
平成 21年 3月23日 工会 教育委員会

文第 5号 (22)
工事立会

和歌山市
典業用怠庫

24 神前遺跡 和歌山市神前 580-1 H216.8 51.45111 
平成 21年 4月23日 教育委員会

斎
第47塁(298) 確詫調査

和歌山市
集合住宅

25 神前遺跡 和歌山市神前 588-l H21.6.9 32.48吋
成20 12月22日 教育委員会

文第 47: (396) 工事立会
和歌山市

ガス管埋設
26 和歌山城跡 和歌山市八番丁 31 1-121.6.13 l.8111 

平成 21 3月23日 教育委員会

H21 6.19 0.5可 文: 5 9年(5 甘 確認調査
和歌山市

個人住宅
27 西庄遺跡 和歌山市本脇 58-1 

平 2 5 25日 教育委員会

28 北野遺跡 和歌山市北野 399 H216.23 108m' 
文第 5`  (24) 平成 2 4月24日

確認調査 悶歌山市
育委員会

宅地造成

29 井辺遺跡 和歌山市神前 119-7 H21.6.24 124.49m' 平文成第 521号年(683月)23 日 工事立会 は
歌山市
ゴ円天女貝＝ム云 個人住宅

文第 5`  (85) 
確評調査

和歌山市
店舗建設

30 川辺遺跡 和歌山市里 5-l H216.29 181甘
平成 2 6月23Fl 教育委員会

文平第成 521号年(677)月 19 日 確詔調査
和歌山市

個人住宅
31 木ノ本 I遺跡 和歌山市西庄 228-36 H2174 3対 教育委員会

平文成第 521号年(420月)23 H 浄工化事槽立部会分
和歌山市

個人住宅
32 府中N追跡 和歌山市府中 318-l H21 79 2.2ポ 教脊委員会

33 山口遺跡 和歌山市谷］45-1 H21711 32rn 文悶5 ： (I) 
平 21 4月 1日

工事立会
和教歌山市

ゴ円・＜女天貝’=ム云 宅地造成

； 第47: (364) 浄工化事槽立部会分
和歌山市

個人住宅
34 ヒ車谷遺跳 和歌山市上里谷 385-2 H21 7.15 2.2而

成 21 3月4日 教育委員会

文第 80ご(2) t市立会
和歌山市

公共下水管
35 榎原追跡 和歌山市木ノ本地内 H217.15 0.5対

平成 21 4月28日 教育委員会

文第 5l: (74) 確認調森
和歌山市

店舗建設
36 低ノ森逍跡 和歌山市橋丁 24 H21 7 22 271甘

平成 2 6月 19日 教育委員会

文第 5l] (76) 工事立会
和歌山市

電話線埋設
37 城ケ森遺跡 和歌山市吉礼 596 H217.28 9.44m 

ギ成 2 6月 19日 教育委員会

文第 5古言 確認調査
和歌山市

携帯基地局
38 岩橋 1I遺跡； 和歌山市岩橋 1338-1 H 2 1. 8. 6 4111 

平成 2 3日 教育委員会

文第 5喜(129) 工事吃会
和歌山市

宅地造／J文
39 ニ田古墳群 和歌山市三葛 544-1 H218.21 10国

平成 2 8月 19日 教育委員会

文第 59年(32) 浄工化事槽立部会分
和歌山市

個人住宅
40 川辺遺跡 和歌山市川辺 277-8 H218.24 331甘

平成 2 5月8日 教育委員会

文第 5l] (9 昇 工事立会
和歌山市

ガス管埋設
41 井辺遺跡 和歌山市神前 317 H21.824 944吋

平成 2 7 9日 教育委員会

文第 5号 (60)
確詔調査

和歌山市
個人住宅

42 川辺遺跡 和歌山市川辺 33-8 H218.25 8 751甘
平成 21年 5月29日 教育委員会

文第 5号 (68)
確認調査

和歌山市
集合住宅

43 西田井遺跡 和歌山市西田井 353-3 H219.14 212対
平成 21年 6月 18日 教宥委員会

H21.9.16 2nf 文第 5］ (50) 工事立会
和歌山市

ガス管狸設
44 川辺造跡 和歌山市川辺 220 平成 21 5月20日 教育委員会

斎: 
5 1号年(! 10) 浄化槽部分 和歌山市

個人住宅
45 岩橋遺跡 和歌山市岩橋 1034-I 0 l-!219.16 1.4吋

2 7月28I:! 工事立会 教育委員会

- 27-

調査内容

逍悶なし
逍 なし

遺悶なし
遣 なし

遺遺構物 なな しし

辿遺構物 上な師し質等微片少品

遺悶なし
遺 なし

遺辿構物 土な師し質等微片少品

遺構 祢生時（しのピJ卜 古眉時代の占 ピJ卜鎌倉時時代のI昇等

遺物なし

逍悶なし
造 中且土師器馬歯等

遺構なし
遣物 土師質等微片少屋

鱈 なし
土師質等微片少屈

遺追構物 ななしし

遺構なし
遺物なし

追悶なし
逍 なし

塁悶なし
なし

謬 なし
なし

遺悶なし
遺 須恵器小片

遺構 中世以前の畠構而
弥生時代中 の迫構面

遺悶なし
遺 なし

遺悶ビット 3基
遺 土師器須恵器小片

塁悶なし
なし

辿悶なし
遺 土師質等微片少最

遺悶なし
遺 なし

遺悶落ち込み 1基
遺 土師器小片

遺構 弥生時代中期後半の落ち込み 1基

逍物 弥生時代前期～中期後半の弥生土器

霊悶なし
土師器小片

遺悶なし
遺 なし

遺追構物 ななしし

逍悶なし
遺 奈良時代須恵器壺土師器

遺構なし
逍物なし

悶 なし
中世土師器小片

霊悶なし
中世土師器小片

造悶ピソト 3基沿ち込み l基
遺 土師器小片

辿塁なし
追 なし

遺構なし
逍物なし

遺悶 なし
追 なし

造悶なし
遺 なし

逍悶 なし
逍 なし

遺悶なし
逍 なし

遺悶 なし
追 なし

悶 なし
中世七師器小片

鱈 なし
須恵器中世十．師器瓦器小片

遺口なし
遺 中世十師器瓦器椀

逍構 落ち込み l基 （自然流路の屑か）

遺物 中世上師器瓦器小片

遺辿構物 ななしし

辿構なし
追物 土師器小片



市町村教育委員会による調査一覧2

No. 遺跡名 所在地 調査期間
調査 文化庁県教育委員会による指iJ~ 実施機関

面利［ 文書番号 指示事項 I 
調査経緯 調査内容

46 鳴神v遺跡 和歌山市秋J=J162 -l H21917 24.51 nf 
文第 5号(120)

確認調査
和歌山市

集合住宅
追構 鎌合時代～近世の土坑 l

平成 21年8月5日 教育委員会 逍物七師器中世土師器瓦器等

47 秋月遺跡 和歌山市太田 127 H21918 0.31甘 文ご5 l] (75) 
平 2 6月19日

工市立会 和愕山市
教 委 員 会

電柱移設 幅狭なため造構 造物確認できず

48 磯脇遺跡 和歌山市本脇 309-7 H219 25 9而 文第 5古(227) 工事立会
和歌山市

個人住宅 逍辿構物 ななしし平成 2 11月24日 教育委員会

49 岩橋遺跡 和歌山市岩橋 1034-11 H2L9.28 7 78rr/ 
文第 5号(127)

確認調査
和歌山市

個人住宅
辿構食し 平安時代の包含層 古墳時代初頭

平成 21年8月13日 教育委員会 の包 ／召

50 朝日石棺出土地 和歌山市朝日 ll-l H2110.5 25 75対
文第 5号(132)

確認調査
和歌山市

個人住宅 逍悶 なし
平成 21年8月19日 教育委員会 迫 中世土師器（石楢は他地点からの混入と判明）

51 井辺遺跡 和歌山市神前 9-5 H2110.9 3吋
文第 5号 (90) 浄化梢部分 和歌山市

個人住宅 逍悶なし （ 湿（弥地生状土の器堆か積） ） 
平成 21年7月9日 工事立会 教育委員会 辿 土師器（ 小片

52 和歌山城跡 和歌山市十二番丁 88 H211010 6.7対
文第 5号(151)

上事立会
和歌山市

ガス管埋設 遺逍構物 ななしし平成 21年9月15日 教育委員会

53 直川追跡 和歌山市直川 1884-3 H2110 13 2.6rrf 
文第 5号(17)

確詔調査
和歌山市

個人住宅
退•99,. 悶なし

平成 21年4月21日 教育委員会 迫 なし

54 木ノ本 I遺跡 和歌山市西庄 79 H211013 30nf 斎: 5 9年(109) 確認調査
和歌山市

宅地造成 辿追構物 杭奈良跡～1平甚安時代須恵器 中世土師器 瓦器等2 7月28日 教育委員会

55 
太田城水攻め

和歌山市出水地内
H2110.13 

l3.37nf 文第 80: (40) 工事立会
和歌山市

公共下水管 迫迫構物 中な世し平瓦 近世陶磁器堤跡 ~1117 平成 21 10月21日 教育委員会

56 川辺遺跡 和歌山市中筋日延 112-2 H2110.19 
50吋 斎ご5 `  (152) 

確認調査 （財）和公社 宅地造成 辿構古墳～奈良時代の遺構面溝 ピソト~1120 2 9月15日

57 井辺遺跡 和歌山市神前 266-18 H2110.28 24 31甘 文平第成 521号年(11077)月 13 日 確認調査 悶歌山市
ギ同 天女只＝ム＝ 集合住宅 遺構 奈良時代の南北溝 l条

文ご5 l: (102) 浄工化事槽立部会分 和教歌育委山市員会 ； 誓なし
58 岩橋遥跡 和歌山市岩橋 1034-7 l-12110.30 451甘 個人住宅 なし平 2 7月16日

土内施工

59 木ノ本II遺跡 和歌山市木ノ本 1162 H21112 27.47 
文第 5号 (205)

確詔調査
和歌山市

宅地造成
逍構 中世の溝 l条落ち込み l基

平成 21年 10月30日 教育委員会 遺物中世平丸瓦

60 川辺遺跡 和歌山市川辺 33-6 H2111.4 lOrri 文： 5号 (169) 確詔調査
和歌山市

個人住宅 遺逍構物 瓦な器し椀 l点平 21年 10月6日 教育委員会

61 関戸遺跡 和歌山市関戸 4-685-1 H2111.5 6 14.41甘
文第 5号 (175)

確詔調査
和歌山市

集合住宅
遺構平安～鎌倉時代のビット 溝土坑等

平成 21年 10月 13日 教育委員会 遺物なし

62 西庄遺跡 和歌山市本脇 38-2 H21 ll 10 3耐
文第 5号 (204)

工事立会
和歌山市

個人住宅 逍悶なし
平成 21年 10月30日 教育委員会 遺 土師器小片

63 神前 II遺跡 和歌山市有家 371-3 H211112 15.75吋
文第 5号(148)

工事立会
和歌山市

携帯基地局
遺構 弥生時代中期後半の土坑 l基

平成 21年9月15日 教育委員会 辿物弥生土器瓦器小片

64 田屋迫跡 和歌山市直川 377
H21 ll 19 

lOOni 文第 78号(1骨 確詑調査 （財） 和公社 道路建設 迫構 古土墳坑時•代平前安期時の代竪の穴ピ建•物J 卜等溝~ 1 2. 2 2 平成 21年 11 16日

65 神前遺跡 和歌山市神前 67-12 H21 ll 24 3 78rrl 
文第 5号(141)

浄工化事槽立部会分
和歌山市

個人住宅 辿ごなし口湿地状堆悶ヽ
平成 21年9月3日 教育委員会 遺 古墳代初頭土 中世土師器小片

66 榎原遺跡 和歌山市木ノ本 453 H21 ll 24 55rrf 斎： 47 犀(406) 確詔調査
和歌山市

宅地造成 霜 なし
21 3月31日 教育委員会 土師器小片

67 関戸遺跡 和歌山市関戸3-776 -273 H21 ll 27 4 32rrl 
文第 5号(159)

浄工化事槽立部会分
和歌山市

個人住宅 霜 なし
平成 21年9月17日 教育委員会 なし

68 岩橋遺跡 和歌山市岩橋 1034-5 H2112 l 3 36m' 文第 59年(134) 
平成 2 8月25日

浄工化事槽立部会分 和教歌育委山市員会 個人住宅 遺構 逍物なし現代耕作土内施工

69 磯脇遺跡 和歌山市本脇 309-2 H2112 2 9 24吋 文平第成 521号年(11210月)6 日 確詔調査 和教歌育委山市貝会 個人住宅 造遺構物 須な恵し器 黒色土器 中世土師器 近世陶懃器

70 岩橋造跡 和歌山市岩橋 1034-6 H2112.4 lOni 文第 5l] 胃 工事立会
和歌山市

個人住宅 追追構物 奈な良し～平安時代の包含層 古墳時代初頭の包含層平成 2 6日 教育委員会

71 和歌山城跡 和歌山市九番丁 20-26 H21 12.4 2m' 
文第 5号 (242)

工事立会
和歌山市

ガス管埋設
遺 構 な し

平成 21年 12月8日 教育委員会 遺物 中世備前焼甕近世土師器 近世陶磁器

72 鳴神II遺跡 和歌山市嗚神 41-4 H2112.8 12rrf 文第 5古(12244月) 確詔調査
和歌山市

寄宿舎 追追構物 土な師し器小片平成 2 8日 教育委員会

73 鳴神II遺跡 和歌山市鳴神 1087-l H2112.14 3.36m' 
文第 5号 (ll8)

浄工化事槽立部会分
和歌山市

個人住宅 遺追構物 土な師し器小片平成 21年8月5日 教育委員会

74 山口遺跡 和歌山市谷 145-2 HZl 12.16 4.05対 文第 59年(176) 確眩調査
和歌山市

個人住宅 魯こなし
平成 2 10月 13日 教育委員会 土師器小片

75 関戸遺跡 和歌山市関戸3-776 -277 H2112.18 3 75111 文第 59年(155) 
平成 2 9月15日

浄工化事槽立部会分 悶歌山市
育委員会

個人住宅 塁塁なし
なし

76 高井遺跡 和歌山市直川 1219-10 H2112.18 882吋
文第 5号(173)

工事立会
和歌山市

個人住宅 逍ごなし
平成 21年 10月 13Fl 教育委員会 迫 上師器小片

77 太田黒田遺跡 和歌山市太用 3-10-6H2112.21 30対 文第 5号 胃 工事立会
和歌山市

事務所 造逍構物 土な師し器小片平成 21年 30日 教育委員会

78 有功遺跡 和歌山市六十谷 1054-l H2112.21 3 75rri 文第 5l: (159) 浄工化市槽立部会分
和歌山市

個人住宅 遺追構物 土な師し器小片平成 2 9月17H 教育委員会

79 嗚神v逍跡 和歌山市秋月 304-l H2112.21 
45.611甘

文第 5号 (213)
確懃調査

和歌山市
店舗建設

遺ロ奈良～鎌倉時代の遺構面 ピット 上坑溝沼ち込み
~24 平成 21年 11月 12日 教育委員会 遺 なし

80 津秦II造跡 和歌山市津秦 3-2 H2112.24 2.88吋
文第 5`  (178) 

浄工化事槽立部会分
和歌山市

個人住宅 追こiなし
平成 2 10月 13B 教育委員会 遺 なし

81 関戸遺跳 和歌山市関戸3-776 -275 H2112.25 3 75吋
文第 5号 (153)

浄工化事槽立部会分 和歌閾市 個人住宅
遺 構 な し

平成 21年9月15日 教 育 員 会 逍物 土師器小片

82 木ノ本1I造跡 和歌山市木ノ本 7-7 H22 l 14 41甘
文第 5号 (221)

確懃調査
和歌山市

個人住宅 辿口中世の落ち込み 1基
平成 21年 11月 19日 教育委員会 造 中世土師器瓦器小片出土

83 西田井遺跡 和歌山市西田井 256-2 H22 l 7 8 47.73rr/ 
文第 5号 (268)

確認調査
和歌山市

店舗建設
逍構古墳～中世の遺構面 ピット 溝

平成 22年 1月8日 教育委員会 土坑落ち込み

84 雑賀崎台場跡 和歌山市雑賀崎地内
H22 l 13 

393対
文第 78号 (15)

確認調査 （財）和公社 遺跡確認 遺ごなし
~25 平成 22年 1月6日 造 土師質細片少最

85 秋月 津秦遺跡 和歌山市太田 308他 H22 l 12 1335吋
文第 5号 (192)

工事立会
和歌山市

電柱設置 遺塁なし
平成 2]年 10月21日 教育委員会 遺 土師器小片

86 秋月遺跡 和歌山市太If!127 H22 l 15 11 rrl 
文第 5号 (243)

工事立会
和歌山市

電柱設置 遺塁なし
平成 21年 12月 18日 教育委員会 遺 十．師器小片

87 曽垣田遺跡 和歌山市朝日 906-5 6 H22 l 20 405対
文第 5号 (144)

工事立会
和歌山市

個人住宅 遺塁なし
平成 21年9月3日 教育委員会 辿 中世上師器黒色土器瓦器

88 岩橋千坂古墳群 和歌山市岩橋 1494 H22 l 22 15.12可 文第 5号 (17サ 確詔調査
和歌山市

駐車場 削平を受け、追構 造物なし平成 21年 10 13日 教育委員会

89 宇田森遺跡 和歌山市字田森 13-12 H22 l.25 4 2rr/ 
文第 5号 (226)

浄-T化．事栖立部会分
和歌山市

個人住宅 逍逍構物 ななしし平成 21年 ll月24日 教育委員会

90 西庄遺跡 和歌山市西庄 514-2 H22 l.25 127.81甘
文第 5号 （278)

工市立会
和歌山市

集合住宅
遺構 なし （鎌倉～近世の包含陪を確認）

平成 22年 1月22日 教育委員会 遺物中世土師器瓦器等
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市町村教育委員会による調査一覧3

No. 逍跡名 所在地 調査期間
調査 文化庁県教育委員会に よる指示 実施機関

面積 文書番号 指示事項
調査経緯 調査内容

92 川辺逍跡 和歌山市中筋H延112-2 H22 l.26 30n-/ 斎塁
5 `  (152) 2 9月15日

工事立会 悶
歌山市
ゴ目女天只＝ム云

宅地造成
遺ロ上坑状の落ち込み l基
逍 弥生土器上師器須恵器小片

93 井ノロ遺跡 和歌山市和佐関戸 294-l H22.l 27 9.98n-f 斎第羞］(272) 確懃調査
和歌山市

個人住宅 迫造構物 上な師し器（小旧片河道の可能性を想定）

成 1月 14LI 教育委員会

94 井辺逍跡 和歌山市神前 37-40 H22.l 28 2 75n1 文悶5 ］ (13) 
平 21 4月14Fl 

浄工化事槽立部会分 和； 山市
教委員会

個人住宅 遺遺構物 落なちし込み ］基

95 岩橋追跡 和歌山市岩橋 1034-8 H22 l 29 735nf 文ごぇ(267) 
平 1月8日

確詔調脊 悶
歌山市
ゴ自女天貝←',L云ヽ

個人住宅 遺悶言末～古悶初頭の自然流銘
辿 時代須器土師器等

96 直川逍跡 和歌山市直川 1817-l H22 J 28 3 45nf 斎第511こ(137) 
成2 8月28且

浄工化事槽立部会分 は
歌山市
育委員会

個人住宅 塁悶
落ち込み 2基

土師器小片

97 六十谷遺跡 和歌山市六十谷 374 H22 l 28 1.8可 文ご芸(294) 
平 2月10日

浄工化事栖立部会分 和雷山市
教委員会

個人住宅 遺逍構物 落なちし込み］基

98 高井遺跡 和歌山市直川 1218-JO H22.l.29 3.9rri 文悶5 1号年(240) 工事立会
和歌山市

個人住宅 削平を受け 遺構辿物な し
平 2 12月18日 教育委員会

99 西田井遺跡 和歌山市西田井 391 H22.210 26 7対 斎悶5 l] (250) 
2 12月18日

確認調査 悶
歌山市
ゴ月女天艮ーム云

老人ホーム 逍悶自然流路 2条
遺 土師器小片

100 木ノ本1ll遺跡 和歌山市木ノ本 552-1 H22.212 4nf 文: 5 l: (248) 工事立会
和歌山市

店舗建設 遣構 造物なし盛上内施工
平 2 12月 18日 教育委員会

101 木ノ本］II遺跡 和歌山市木ノ本 552-l H222 12 0I斤 文第 51号年(249) 
平成 2 12月18日

工事立会 和贋山市
教委員会

店舗建設
同， 地内の立会調査に より盛土内施工である

こ を確認

102 嗚神v追跡 和歌山市秋月 304-5 
H21.2.16 21対 文ご5 l~ fo (213) 本発掘調査 悶

歌山市
店舗建設 辿構 旦悶時岱前期のピット 溝

~22 平 2 11月12日 ゴ1司・て女天↓仁」9ム＝ 遺物 時の遺物包含層

103 直川遺跡 和歌山市直川 1817-2 H22.2.16 3.25m 亨: 5 l] (199) 
2 10月28日

工事立会 悶
歌山市
育委員会

個人住宅 遺辿構物 土な師し器小片

104 川辺遺跡 和歌山市里 38-1 H22 2.16 0.49rrl 平文成第 521号年(12]24月)20 日 工事立会 和喜山市
教委員会

店舗建設 造構 遺物なし盛土内施工

105 高芝遺跡 和歌山市栄谷 974-3 H222.23 314rr/ 平文成第 521号年(788月)1 日 確認調査 和教歌育委山市貝会 携帯基地局 削平を受け逍構遺物なし

106 高芝遺跡 和歌山市栄谷 974-3 H22.2.23 0面 平文成第 521号年(787月)1 日 工事立会 和教歌育委山市員会 携帯基地局 悶敷地内の確諒調杏により削平を受けている

況を確認

107 高芝遺跡 和歌山市栄谷 974-3 H22223 0可 文第 52ー： (270) 工事立会
和歌山市

携帯基地局
同敷地内の確認調査により削平を受けている

平成 2 I月8日 教育委員会 状況を確認

108 田屋遺跡 和歌山市田屋 21-2 H22.2.24 7国 文: 5 l: (136) 
平 2 8月28日

確認調査 和塁山市
教委員会

個人住宅 逍悶なし
遺 士師器小片

109 直川廃寺跳 和歌山市直川］665-1 H22 224 6.11対 斎塁5 2: (289) 
2 2月3日

確詔調査 は
歌山市
育委員会

媒合住宅 削平を受け遺構遺物なし

110 岩橋追跡 和歌山市岩橋 1034-10 H22.2.25 4.93対 文第 59年言 浄工化事槽立部会分
和歌山市

個人住宅 逍構 遺物なし床土の陪までしか掘削及ばず
平成 2 6日 教育委員会

111 関戸遺跡 和歌山市関戸 3-8 -6 H22.225 l l rri 
文: `  (283) 

工事立会 和悶山市 ガス管埋設
遺構なし

平 2月3日 教委員会 辿物なし

112 直川遺跡 和歌山市直川］884-l H22.3.l 405吋 文平成第 521号年(11224月)20 日 工事立会 悶
歌山市
育委員会

個人住宅 遺遺構物 ななしし

113 川辺遺跡 和歌山市川辺 33-10 H2238 375rrf 平文成第 521号年(12118月)13 1::1 浄工化事槽立部会分
和歌山市

個人住宅 遺辿構物 須な恵し器 中世土師器 瓦器
教育委貝会

114 嗚神1I遺跡 和歌山市鳴神 90-19 H22.3.8 4.48rr/ 文悶5 古(1 骨
平 2 4 14日

浄工化事槽立部会分 和教歌育委山市員会 個人住宅 遺悶古芦: 旦の溝 1条
遺土 カマド

115 吉田遺跡 和歌山市平岡 5 H22.3.10 9.68rri 平文成第 522号年(228月7)3 日 確認調査 悶
歌山市
ゴ月女天貝＝ム＝ 個人住宅 塁悶なし｀ 旧河道に含まれる可能性を想定）

土師小片

116 神前遺跡 和歌山市神前 67-ll H22.3.ll 8.4面 平文成第 522号年(331月8)15 日 確認調査 悶歌山市
ゴH＝女天只ー云^

個人住宅 悶'ょ"悶なし 湿ヽ地状の堆積）
土師小片

117 和歌山城跡 和歌山市八番丁 40 H22.313 3rrl 文悶522号年(307) 
平 2月22日

工事立会 和ご山市
教委員会

ガス管埋設 遺逍構物 ななしし

118 木ノ本II遺跡 和歌山市紀ノ諸632-15 H22.313 10m 文平成第 522号年(229月6)10 日 工事立会 和教歌育委山市員会 個人住宅
遺構なし
遺物なし

119 高井遺跡 和歌山市直川 1219-14 l-I22.315 3.691甘 文平成第 522号年(229月8)lO R 浄工化事槽立部会分 悶
歌山市
ゴ月女天只＝ム云

個人住宅 遺辿構物 ななしし

120 鴬ノ森辿跡 和歌山市久家ノ丁 H22 318 3.69rri 文ごぇ(295) 
平 2月10日

工事立会 和教歌育委山市員会 ガス管埋設 遺逍構物 ななしし

121 榎原遺跡 和歌山市榎原 24-9 H22 318 80m’ 文塁5 古(145) 
平 2 9月 15日

工事立会 和言山市
教委員会

ガス管埋設 遺悶なし
遺 なし

122 関戸遺跡 和歌山市関戸 4-21 H22.3.26 5.5対 文悶羞`(284) 工事立会 和教歌育委山市貝会 ガス管埋設
逍構なし

平 2月3日 遺物なし

123 木ノ本 I遺跳 和歌山市西庄 82 H22.329 14.5nf 文平成第 521号年(11212月)2 口 確認調査 仁
歌山市
育委員会

宅地造成
悶.,,, 悶なし（湿地状堆悶） 

中世土師器 瓦

124 鳴神VI遺跡 和歌山市秋月地内 H22.330 5 3rri 文ご80 : (63) 
平 22 1月8日

工事立会 悶
歌山市
年自女天只ーム云、公共下水管 逍構 遺物なし河川氾濫原の堆梢を確認

海南市

No. 遺跡名 所在地 調査期間
調査 文化庁県教育委員会による指示 実施機関 調査経緯

面積 文書番号 指示事項
調査内容

1 野上中南遺跡 4海l3、南14-2市0野、1、4上2433中2 、441274 直- 2、419 -ヽ
H21.4.10 l28m2 海南塁 店舗 塁悶

ピット 、土坑

-l 言 ~ 5. 1 教育員会 弥生土器

2 岡村追跡 海南市岡田字境田 164番19H214.27 3対 文ご47 ： の (382)
平 21 3月9日

浄工化事槽立部会分 海教育南市委員会 個人住宅 遺悶なし
姻 なし

3 野上中南造跡 海南市野上中 9 H2L5.ll 12 32m' 文: 5 誓4(l7) 確眩調査 海南塁 集合住宅
遺構なし

平 21 月21日 教育員会 遺物土器片微箭 （弥生中世）

4 岡村遺跡 海南市岡田 256 H217.6 16rri 文ご5 1号年の6 (78) 
平 2 月9日

確認調査 海南塁
教育員会

個人住宅
退、"'・ご落ち込み
遺 土師器片

5 且来VI遺跡 海南市且来 107 H21.9.17 31n 斎悶5 1号年の8 (117) 浄工化事槽立部会分 海南塁 個人住宅
遺構なし

2 月5日 教育貝会 迫物なし

6 亀川遺跡 海南市且来 235 H21 l l.4 l6m' 文ご5 1号年の1 (197) 確認調査 海南塁 個人住宅
迎構なし

平 2 0月28日 教育貝会 逍物 土器片少祉石庖丁

7 且来VI追跡 海南市且来 128 H21 11.4 3rri 文ご5 関 (l 8 4) 
平 2 0月9H 

浄工化事槽立部会分 海南塁
教育員会

浄化槽埋設 遺悶なし
遺 なし

8 野ヒ中南遺跡 4海32南番市野上中 432番 l、 H21 ll 16 263m 斎: 5 1号年の1 (188) 本発掘調在 海南市； ブし虐財 店舗
遺構 弥生時代の竪穴住居、溝、ピ ット、土坑

2、431番 l ~ 1221 2 0月19日 調査研 遺物弥生土器、石器

， 且米VI辿跡 海南市J=L来 135-2 H21 ll 25 3m 亨震5 ” l (215) 
2 l月12日

浄工化事槽立部会分 海南塁
教育員会

浄化槽埋設 迫悶 なし
辿 なし

10 且来VI辿跡 海南市且米 100 H21!210 3m2 文: 5 1号年の6 (84) 
平 2 月23日

浄工化事槽立部会分 海南塁
教育員会

浄化槽埋設 遺辿構物 土な器し少罷
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市町村教育委員会による調査一覧4

調杏 文化庁県教育委員会による指示
I 

No. 辿跡名 所在地 調査期間
面積 文省番号 指示事項

実施機関 調査経緯 調査内容

11 亀川遺跡
海南市且米字公文垣内

H221.8 20m 文ご5 1号年の1 (258) 工事v．会 海教南育市委員会 業務用倉庫 遥悶なし
389 -1 平 2 2月］8日 迅 なし

12 且来VI辿跡 海南市且来字下垣内 H22 l 12 l 111 文: 5 号年の1 (233) T．事立会 海南虞 壷鬼 虐アンテ 追構なし
平 2l l月30日 教育貝会 ナ設工事 遺物なし

13 且来 II追跡 海南市且来城ノ内 6 H 2 2 2. 1 2 30nf 文第 80: の (73)
平成 22 2月1「I

工事立会 海南塁
教育員会

水路改修 遺悶なし
遺 なし

14 野上中南逍跡 海南市野上中字笠松 54-I H22.3 5 31甘 文ご5 1号年の1 (200) 
平 2 0月27日

浄工化事槽立部会分 海南閾
教育員会

個人住宅 追遺構物 ななしし

紀の川市

No. 逍跡名 所在地
調査期間 調査 文化庁県教育委員会によ る指示 実施機関

而栢 文書番号 指示事項
調査経緯 調査内容

1 東田中辿跡 紀の川市打田 1077-69 H2l.4 10 2対 文第 47号年の (318) 
工事立会 塁

の川市
個人住宅

逍構なし
平成 21 I月13Fl 育委員会 辿物なし

2 柄渕八幡神社遺跡 紀の川市中輌渕 243-2 H 2 1.4.24 4ni 文ご47 : の/=1( 361) 
平 21 2 26日

工事立会 紀の閾市
教育且会

電話基地 逍辿構物 ななしし

3 八岡山城跡
紀の川市貴志川町岸宮

I-1216.25 4 5nf 文塁5 1号年の5 (48) 浄工化事槽立部会分
紀の川市

個人住宅 遺逍構物 ななしし1059 平 2 月121::1 教育委貝会

4 福垣内逍跡 紀の川市打田904-1 H21 721 35n1 平文第成 521号年の6月(668)日 確認調査 ば
の川市

電話基地
追構 なし （自然流路）

育委員会 逍物なし

5 元遺跡 紀の川市桃山町元459-4ほか H21.8.3~ 5 22.5対 文ご5 ］号年の7 (86) 
平 2 月1日

確認調査 紀教の育川委市貝会 分成譲住宅造 逍悶なし （自然流路）
追 なし

6 旧史跡名手宿本陣 紀の川市名手市場 641
H 2 1 1 0. 1 

40nf 21 1i 庁21財年第94月の6975号 発掘調査
紀の川市 査内容確詔調

塁悶土坑杜穴 （弥生）土坑・近言～近枇）
~ H22.2.4 平 25l::l 教育委員会 弥生土器石器瓦器 陶磁器

7 岡田 Il逍跡 紀の川市下井阪 474-1 H21 12 7 21甘 文ご5 関 (108) 浄工化事槽立部会分 ヽの川市
個人住宅

造構なし
平 2 月28日 育委員会 遺物なし

8 旧史名跡手宿本埠隣接地 紀の川市名手市場 639-2 H221 5 ~29 54n-/ 教紀育の川委市貝会
内容確詔調

塁悶土坑柱穴饂近世）
査 近世瓦陶器， 猿岡山城跡 紀の川市粉河 3318 H22 l 26 0.2吋 文悶80 : の月（6 5) 

平 22 1 8 I:! 工事立会 紀教育の川委市員会 TV基地 遺逍構物 ななしし

10 粟島辿跡 紀の川市東大井 168-l 2 H2223 8.5n-f 文ご5 誓l(241) 確認調査 ヽの川市 内容確詑調 造構柱穴土坑 （奈良？）
平 2 2月 18日 ゴ月女天貝‘コム云 査 遺物なし

11 上打田古墳群 紀の川市粉河 1169-13 H22225 2m’ 文： 5 1号年の8 (139) 
平 2 月28日

浄工化事槽立部会分 紀教の育川委市員会 個人住宅 遺悶なし
迫 なし

12 猪垣遺跡 紀の川市藤井 10-4 H22 312 05吋 文ご5 1号年の1 (225) 
平 2 1月20日

浄工化事槽立部会分 紀の閾市
教育 員会

個人住宅 逍逍構物 ななしし

岩出市

No. 追跡名 所在地 調査期間
調嘉 文化庁県教育委員会による指示 実施機関

面 文害番号 指示事項
調査経緯 調資内容

1 荒田追跡 岩出市堀口字村前 79-10
I-1214 7~ 

345 nf 文塁47 : の月（384) 工事立会 岩教育出市委員会 個人住宅 逍悶なし
10、6.22 平 21 3 9日 遺 なし

2 荒田逍跡 岩出市堀口字村前 79-7 H21.4 9 2 6rrl 文塁47 : の月（370) 
平 21 2 27日

浄工化事槽立部会分 岩出塁
教育員会

個人住宅 遺悶なし
遺 なし

3 山一遺跡 岩出市山 719番地付近 H2l.4 l3 30 6523可 斎: 
56 ： の (48)
20 11月26日

確詔調査 岩出塁
教育貝会

道路拡幅 遺悶土坑 3 ビッ ト］
逍 須恵器土師器

4 荒田追跡 岩出市根来字村前 592-2 H21.417 4 5rr1 斎ご
47 : の (241)
20 11月6日

確認調査 岩教育出市委貝会 個人住宅 逍悶ピット 1
遺 なし

5 
西国分廃寺 岩出市西国分字中垣内

H2 l.4.20 39対 文第 47: の月（380) 浄工化事槽立部会分 岩教育出市委員会 個人住宅 遺辿構物 ななしし西国分II逍跡 383-20の一部 平成 21 3 9日

6 荒田遺跡 岩出市森字四ツヤ ］32-1 H21.4.23 19.661甘 文: 5 ”4  (9) 
平 2 月8日

確認調査 岩出塁
教育 旦会

宅地造成 造遺構物 溝なしl 

7 根来寺追跡 岩出市根来字東谷 2132-1
H215.l l 

130吋 斎悶47 ; ’―’ の (287)
確認調査 岩教育出市委員会 個人住宅 坦＇か，::  建物跡溝石垣井戸等

~7.3 20 12月16H 辿 中世～近世

8 荒El:I逍跡 岩出市堀口字村前 80-6 H21.5.29 39m' 文第 5` の5(28) 
平成 2 月8日

浄工化事槽立部会分 岩教育出市委員会 個人住宅 逍悶なし
逍 なし， 根来寺逍跡 岩出市番根の来一字部家廻り

1197 
H2163 39吋 文： 47 ご・の (346) 

平 21 2月4日
浄工化事槽立部会分 岩出塁

教育員会
個人住宅 遺辿構物 ななしし

10 荒田遺跡 岩出市堀口字村前 79-2 H21.6.l8 2 5rri 文悶47 犀の (383)
平 21 3月9I:! 

浄工化事槽立部会分 岩出塁
教育 員会

個人住宅 遺遺構物 ななしし

11 根来寺逍跡 岩出市根来 2266-1
H216.19、

3lnf 斎ご
5 1号年の6 (63) 工事立会 岩出塁 祈祷所 直’’’ 悶なし

8. 1 7 2 月3日 教育員会 遺 なし

12 根来寺辿跡 岩出市根来 2286 H217.7 lボ 文ご35 ; ’―’ の (5) 史に怖伴のう現工状事変立更会 岩教育出市委員会
ボーリング 遺悶なし

平 21 5月26日 調査 造 なし

13 荒出遺跡 岩出市堀口字村前 80-7 H21710 3251甘 文: 5 1号年の5 (29) 
平 2 月8日

浄工化事槽立部会分 岩教育出市委員会 個人住宅 追悶 なし
逍 なし

14 荒田追跡 岩出市根来字村前 587番4H2L7.15 351対 文悶5 1号年の5 (58) 
平 2 月28日

浄工化事槽立部会分 岩出悶
教育員会

個人住宅 遺悶 なし
追 なし

15 荒田遺跡 岩出市堀口字村前 80-5 H21721 4.8nf 文悶5 1号年の5 (27) 
平 2 月8日

浄工化事槽立部会分 岩出虐
教育 員会

個人住宅 造遺構物 ななしし

16 荒田遺跡
岩出市堀口字村前 80-8、

H218.4 39ni 文： 5 1号~/J)5 (38) 浄工化事槽立部会分 岩出塁 個人住宅 辿悶なし
79-5、80-13 平 2 月 14日 教育員会 追 なし

17 根来寺遺跡 岩出市根来2284
H.2 ].8.6 

23 751甘 文悶5 1サ年の7 (97) 工事立会 岩出塁 不動A 羹前庭 辿構なし
20 25 平 2 月10Fl 教育員会 修景備 逍物なし

18 西国分II遺跡 岩出市西国分 722番地の I
H218.10 

11678rri 文: 5 ” 6 (73) 工事立会 岩出塁 駐車場、 逍構溝 5 土坑 l ピット3
~ 12 平 2 月19口 教育員会 資材置場 追物須恵器 土師器七師質上器瓦

19 中黒II遺跡 岩出市中里 550番外 8筆 H219.8 9 159rri 文: 5 1号年の4 (25) 確認調査 教岩育出市委員会 宅地造成
遺構なし

平 2 月24H 逍物なし

20 荒田遺跡 岩土門堀冒 前79番15、 H219.17 416可 文ご5 号年の5 (57) 浄工化事槽立部会分 岩出塁 専用仕宅
追構なし

80 6、 18、80番20 平 21 月28日 教育員会 造物なし

21 中黒 I遺跡 岩出市中黒字商玖 536-1 H2110 l 
149 7rri 文第 5号年の7 (114) 工事立会 岩教育出市委員会 集合住宅

逍構なし
~ 5 平成 21 月31H 逍物瓦器椀十師質土器瓦石製品

22 山一遺跡
岩出市山 718-1、744-1、 H2110.14~16 

305rr/ 文第 80: の (15) 確認調杢 岩教育出市委貝会 道路拡幅 遺悶悶穴溝745、716-3、718-4、740-1H2112 24 平成 21 7月16日 逍 恵器 上師器等

23 荒田迫跡 岩出市堀口字村前 79-8 H21114 3 75rrf 文第 51号年の7 (103) 
平成 2 月 16「l

浄工化事槽立部会分 岩出塁
教育員会

個人住宅 遺構物 なし
遺 なし

24 根来寺辿跡 岩出市根来 1987-1
H21 ll 9 

601甘 文塁5 1号年の5 (54) 確誇調査 岩出女戌 個人仕屯 閾構建物跡溝土坑
~27 平 2 月25日 教育且会 物中世～近IU:
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市町村教育委員会に よる調査一覧 5

No. 遺跡名 所在地
調査期間 調査 文化庁県教育委員会による指示

面積 文書番号 指示事項
実施機関 調査経緯 調査内容

25 山一造跡 岩出市山 727-]外 3筆
H21 ll 12 

2951甘 文ご80 ： の (36) 工事立会 岩教育出市委員会 工事 造悶なし
~H22.4 5 平 21 10月13日 遺 なし

26 山遺跡 岩出市山 492-1外5笠
H21 ll 16 

311対 文第 80犀の 胃3 工事立会 岩出こ 下水道配管 遺造構物 ななしし
~H2245 平成 21 10 日 教脊員会

27 根来寺追跡 岩出市根来 2284
H21 ll 27 

59.86m' 文: 5 皇 (219) 確認調査 岩出塁 修不動景堂整前備庭 遺遺構物 ななしし
~1215 平 2 l月19日 教育員会

28 山崎遺跡 岩出市赤坦内 119外9箪
HZl 1116 

1259可 文平成第 8201 年号 4 月16 日 確眩調査 岩教育出市委員会 道路新設 造悶柱穴溝ピット他
~H22.3.l2 遺 須恵器土師器瓦器須恵質土器他

29 中黒 I遺跡 岩出市中用字高玖 536-1 H2112.21 35対 文平成第 521号年の7月(ll341)日 工事立会 岩教育出市委員会 集合住宅 遺逍構物 ななしし

30 赤垣内遺跡
岩出市中黒 247-1、248- H22 l 15 

118.75ni 斎: 80 ごの月（16) 確詔調査 岩出塁 道路新設 遺逍構物 溝須恵器ピノ土ト師器
2、253-3、254-3 ~19 21 7 17日 教育員会

31 根来寺遺跡 岩出市根来 1564外4籠
H22 l 27 

24311-f 文第成 80 : の/=1( 64) 工事立会 岩出塁 上水道配管 造悶なし
~223 平 22 l 8 B 教育貝会 遺 なし

32 荒田遺跡 岩出市堀口字村前 79-11 H22.L29 42対 文: 5 誓，>57) 
平 2 17日

浄工化事槽立部会分 岩教育出市委員会 分譲住宅 遺悶 なし
逍 なし

33 山一遺跡 岩出市山 719 H22.2 8 9 45111 斎: 
80 ］ の (59) 工事立会

岩出市
下水道配管 昇 なし

21 12月16日 教育委員会 なし

34 荒田遺跡
岩出市堀口 80-17、80-

H22 3.4 2.61甘 文第 5誓8甘25) 浄工化事槽立部会分 岩出塁 個人住宅 霜 なし
19、79-16、79-17 平成 2 11日 教育員会 なし

35 荒田遺跡 3岩-1出の市一波部分、14--1]のの一一部部、 H22.3.23 13m' 平文成第 522号年の3月(3185)日 確認調査 岩出塁 集合住宅
遺構なし

教育員会 遺物なし

36 根来寺辿跡 岩出市根米 1456 H22.3.26 4.8m, 平文成第 8202年号の3月(8130)日 工事立会 岩出塁
教育員会

防犯灯設置 遺塁なし
遺 なし

かつらぎ町

No. 遺跡名 所在地
調査期間 調査 文化庁県教育委員会による指示実施機関 調査経緯

面積 文書番号 指示事項
調査内容

1 中飯降遺跡 伊地都内郡かつらぎ町中飯降 H2l.520 4.32111 平文成第 5261号年の3月(8l1O) H 工事立会
かつらぎ町

水道埋設 遺悶なし
教育委員会 遺 なし

2 中飯降遺跡 伊地都内郡かつらぎ町中飯降 H2112 3 13511-/ 文平成第 8201号年の11月(542)0 日 工事立会 かつらぎ悶
教育委員

水道埋設 遺遺構物 ななしし

3 中飯降遺跡 伊地都内郡かつ らぎ町中飯降 H222.12 8m' 文塁80 : の,F]( 21) 
平 21 8 11日

工事立会 かつらぎ塁
教育委員

水道埋設 逍悶なし
遺 なし

4 中飯降遺跡 伊地都内郡かつらぎ町中飯降 I-!22 224 4m2 文塁80 : の,F]( 26) 工事立会
かつらぎ町

水道埋設 遺悶なし
平 21 8 28日 教育委員会 逍 なし

5 西飯降II遺跡
伊都郡かつらぎ町妙寺

H21.4.2 2m' 文平成第 4270号年の12月(29622)日 工事立会
かつらぎ町

個人住宅 翡 なし

910-8 教育委員会 なし

6 西飯降1I遺跡
伊都郡かつ らぎ町西飯降

H21.4 13 4.5ni 文ご47 : のtl( 331) 浄工化事槽立部会分
かつらぎ町

個人住宅 逍悶なし
230-2 5 平 21 l 23日 教育委貝会 遺 土師器片

7 西飯降II遺跡
伊都郡かつらぎ町妙寺

H21.4.22 3.9ボ 文: 47 : の,F]( 391) 工事立会
かつらぎ町

浄化槽埋設 遺悶なし
914-2 平 21 3 18日 教育委員会 遺 なし

8 西飯降Il遺跡 伊地都内郡かつらぎ町西飯降 H21.5.15 3rrf 斎ご47 ごの (410)
21 3月31日

工事立会 かつらぎ：． 
教育委員

水道引込 逍遺構物 ななしし

， 西飯降II遺跡
伊都郡かつらぎ町西飯降

H21.63 625対 文第 47: のFl( 385) 浄工化事槽立部会分 かつらぎ: 個人住宅 遺口なし
230-1 平成 21 3 9日 教育委貝 遺 土師器片

10 西飯降II遺跡
伊都郡かつらぎ町妙寺

H219.7 3 24吋 文: 5 1号己 甘06) 工事立会
かつらぎ町

浄化槽埋設 遺口なし
914-1 平 2 27日 教育委員会 遺 なし

11 西飯降Il遺跡 伊地都内郡かつらぎ町中飯降 HZl 9.14 2.65m 斎: 
80 : の (24) 工事立会 かつ; ぎ町 試掘土壌サ

遺遺構物 土な師し器片
21 8月25日 教育員会 ンプリング

12 西飯降1I遺跡 伊内都郡かつ らぎ町妙寺地 H2110.5 4.0nf 斎
36号の (62)
成 19年2月21日

確認調査 かつらぎ悶
教育委貝

道路拡幅 遺遺構物 土な師し器片

13 西飯降1I遺跡 伊地都内郡かつらぎ町中飯降 H 211118 19 22.5対 文平成第 8201号年の］0月(346)日 確詔調査
かつらぎ町

道路拡幅 遺構 塁、ビ ット
教育委員会 遺物 器片土師器片

14 西飯降II遺跡
伊都郡かつらぎ町妙寺

H2112.21 2而 斎： 
80 ー犀ロ の (61) 

工事立会 かつこぎ町 遊具設置
退Tわ．悶なし

857 21 12月9日 教育貝会 迫 なし

15 西飯降II遺跡
伊都郡かつらぎ町妙寺 H22.l.6~ 

69.7rri かつらぎ悶小学校改築 逍迫構物 開な元し通宝 須恵器片857 9 11 教育委員

16 西飯降JI遺跡
伊都郡かつらぎ町妙寺

H22 l 12 251甘 斎第80： の け7) 工事立会 かつ らぎ塁水路改修 迫遺構物 ななしし
西飯降地内 成21 10 13日 教育委員

17 西飯降Il遺跡
伊都郡かつらぎ町西飯降

H22.213 25対 文ご5 lび，甘61) 浄工化事槽立部会分
かつらぎ町

個人住宅
辿構なし

154-1 平 2 24日 教育委員会 迫物土師器片

18 西飯降II遺跡 伊都郡かつらぎ町妙寺地内 H22.216 2 2rri 斎: 
56 犀の (27) 工事立会

かつらぎ町
道路拡幅

遺構なし
20 8月19日 教育委員会 辿物なし

19 
丁ノ町妙寺 伊都郡かつ らぎ町丁ノ 町 H21.418、

45対 斎悶47 : の (397) 工事立会
かつらぎ町

個人住宅 遺悶なし
造跡 1076 714 21 3月23日 教育委員会 迫 なし

20 
丁ノ町妙寺 伊都郡かつらぎ町丁ノ町

H2L4.14 3.9rri 斎: 
47 : の (290) 浄工化事槽立部会

かつらぎ町
個人住宅 遺辿構物 ななしし

逍跡 861-1 3 4 862-3 l 5 20 12月 16日 教育委員会

22 
丁ノ町妙寺

伊都郡かつらぎ町丁ノ町地内 H22.118 6吋 平文成第 8201号年の10月(422)6 日 工市立会
かつらぎ町

ポンプ移設 追迫構物 ななしし
逍跡 教育委員会

23 
丁ノ町妙寺

伊都郡かつらぎ町丁ノ町843-1H22.2 3 2.7rrl 亨第51号年の8 (123) 浄工化事槽立部会分 かつらぎ悶個人住宅 追辿構物 ななしし
遺跡 成2 月11日 教育委員

21 丁ノ町追跡 伊都郡かつらぎ町丁ノ町994H21.416 2吋 文第 47： の (367) 工事立会
かつらぎ町

個人住宅
辿構なし

平成 21 3月6日 教育委員会 迫物なし

24 佐野廃寺 伊都郡かつらぎ町佐野522-10H21 I0.26 4吋 文: 5 言l(191) 工事立会
かつらぎ町

個人住宅 遺塁なし
平 2 0月21日 教育委貝会 遺 なし

25 窪萩原遺跡 伊都郡かつらぎ町萩原地内 H2112.17 351甘 文塁36 ごの (60) 確評調査
かつらぎ町

道路拡幅 霊
構なし

平 19 2月 16日 教育委員会 物なし

26 萩原 I遺跡 伊都郡かつらぎ町萩原地内 H2232 5 2対 文: 80 : の (68) 工事立会
かつらぎ町

道路改良
遺構なし

平 22 I月 18日 教育委貝会 迫物なし

27 加陀寺前経塚
伊都郡かつらぎ町大薮 H21.4 27 

15.9吋
かつらぎ町

道路改築
逍構盛土、土坑

38-1 ~522 教育委員会 退物銅鏡、刀子

28 束渋田遺跡
伊都郡かつらぎ町東渋田 H217.21 

109吋
かつらぎ町

小学校改築
追構柱穴土坑ピソト据石

151-1 152-1 153-1 ~831 教育委貝会 迎物上師器片須恵器片土錘

29 西没田遺跡
伊都郡かつらぎ町西渋田

H21.6 24 2.4 m2 斎悶47 犀の (328) 浄工化事槽立部会分
かつらぎ町

個人住宅 追塁なし
265-1 21 l月22日 教育委貝会 遺 なし

30 西渋田遺跡
伊都郡かつらぎ町西渋出 H21.915、

661吋 予悶5 1号年の8 (124) T．事・立会
かつらぎ町

個人住宅 逍遺構物 な十師し器片
8-7 12.8 2 月11R 教育委貝会

31 西渋田遺跡
伊都郡かつ らぎ町西渋田

H22226 2.7国 文第 522号年の1 (271) 浄工化事槽立部会分
かつらぎ町

個人住宅 迎遺構物 ななしし
210-2 平成 月14日 教育委員会
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市町村教育委員会による調査一覧6
橋本市

退跡名 所在地 調査期間
調査 文化庁 県教育委員会による指示

実施機関 調査経緯No. 
面積 文書番号 指示事項

1 山田瓦窯跡遺跡 橋本市神野々 2-2、14-2 H2184 約 5811-/ 文ご5 `の5(39) 
平 2 月13日

確認調査 橋教育本市委員会 個人住宅

2 土居遺跡 橋本市隅田町下兵庫 397-1H21616 約 511甘 文第 5”5  月(472)0 
平成 2 日

工事立会 橋教育本市委員会 個人住宅

3 
小峯寺IEI境内

橋本市小峰台 2-1 H21.8.4 約 130可 文平成第 521号年の7月(10247)日 工事立会 橋教本育市委員会 寺院庫裏
遺跡

4 神野々 I遺跡 橋本市神野々 531-1 H2l.82l 
約 230111文悶78 犀の (7) 発掘調査

橋本市
営業所

~9.24 平 21 8月 19日 遺跡調査会

5 
中山土居屋敷

橋本市恋野 2521-1 H22 l 22 約436吋 ； 悶
5 1号年の1 (185) 工事立会 橋教本育市委員会 集会所

跡 2 0月 19日

6 神野々 I遺跡 橋本市神野々 514-1 H2112.7 約 150団 斎塁
5 1号年の1 (186) 
2 0月19日

確認調査 橋教本育市委員会 造成

7 神野々 I遺跡 橋本市神野々 972-2 H2112.7 約 3n-/ 斎: 
5 関 (187) 
2 0月19日

確詔調査 橋本塁
教育員会

造成

8 東家遺跡 橋本市東家 2-1-19 H222.23 約 lOOrr/平文成第 8201号年の11月(553)0 日 工事立会 橋本塁 プレハブ校
教育員会 舎

高野町

No. 遺跡名 所在地 調査期間
調査 文化庁県教育委員会による指示 実施機関 調査経緯

面積 文書番号 指示事項

1 金剛峯寺辿跡 伊都郡高野町病野山 768 H 21 9 10 1 l 100団 亨: 
80 ごの (ll)
21 6月 19日

工事立会 高教野育委町員会 舗装取替

2 金剛峯寺遺跡
伊都郡高野町高野山 674

H224.30 120rrf 文塁5 1一誓 8(126) 工事立会 高野こ 倉庫増築-3 平 2 月13日 教育員会

3 金剛峯寺遺跡 伊都郡高野町高野山 102 H 211118 19 15対 平文第成 521号年の9月(1432)日 確認調査 尚悶町
教委員会

携ン帯テ電ナ話建設ア

4 金剛峯寺遺跡 伊（高都野郡高山野尚町校高付野近山）寺領山林 H223.5 500111 平文成第 521号年の9月(14106)日 工事立会
: 

野町
ギ目天女貝＝ム云

森林： 持竿： 理
用作道置

5 金剛峯寺遺跡
伊都郡高野町高野山 359

H2112.16 0.49可 文: 5 誓l(236) 工事立会 高野: 電柱建設
地先 平 2 2月2日 教育員会

6 金剛峯寺遺跡 伊都郡高野町高野山 361 H2112.16 1 rrf 平文第成 8201号年の12月(581)6 日 工事立会 高喜町 電気メーター
教委員会 ボックス取付

7 金剛峯寺遺跡 伊十都互郡ノ高尾野20町7高林野班内山字 H 22.1 19 20 5111 斎塁
5 1号年の1(239) 
2 2月 18日

工事立会 ： 野町
ゴ自未女貝＝ノ＝‘ 

改公築衆トイレ

伊都郡尚野町高野山 796 文第 522号年の1 (274) 工事立会 高野: 
皿 号＆雫号壬名白

8 金剛峯寺遺跡
~809地先

H 22.2.16 17 15団
平成 月14日 教育員会 増管

， 金剛峯寺遺跡 伊都郡高野町高野山 797H22 2.20 2rrl 文平第成 522号年の2月(29170)日 確認調査
高野町

物置建設
教育委員会

10 金剛峯寺遺跡 伊都郡高野町高野山 709H21317 12団 斎: 
80 : の (79) 工事立会 教高野育町委員会

下水道管埋
22 2月24日 設

11 金剛峯寺遺跡 伊都郡嵩野町高野山 555 H 22.4.19 20 121廿 斎第80: の月（77) 確詔調査 高野こ テレビアン
成22 2 17日 教育員会 テナ建設

12 金史跡剛峯寺境内 伊都郡高野町高野山 553H2183 2.51甘 21 喜胃 4の6231号
平 6月19日

工事立会 高喜町
教委員会

墓石建立

13 金史跡剛峯寺境内 伊都郡高野町高野山 553I-!218.5 2州 21 ご冒□4の6455号
平 6月29日

工事立会 教高野育委町員会 墓石建立

14 金史跡剛峯寺境内 伊都郡高野町高野山 553H218.21 1汀f 21 成委庁21財年第4の6465号
平 6月29日

工事立会 高野： 
教育員会

墓石建立

15 金史跡剛峯寺境内 伊都郡尚野町高野山 553H218.24 3rri 21 ； 胃 4の6543号
平 8月3日

工事立会 高悶町
教委員会

墓石建立

16 金史跡剛峯寺境内 伊都郡高野町高野山 553H219.28 l団 21 塁胃げ4の6817号
平 8月14日

工事立会 教高野育町委員会 墓石建立

17 金史跡剛峯寺境内 伊都郡高野町高野山 548H21101 5nf 2平1成委庁21財年第84月の 618461日号 工事立会 商野: 
教育員会

墓石建立

18 金史跡剛峯寺境内 林伊都31郡林高班野内町高野山寺有 H 21116、
1000可 21 : 言 4の7222号 工事立会 高野塁 作業道設置

H 22.31 平 10月 16日 教育員会

19 史金跡剛峯寺境内 伊都郡高野町高野山 553H22 l.22 4rrl 21 ：：． 庁讐4号の 527
平 21 2月25日

工事立会 高教野育委町員会 墓石建立

20 史金跡剛峯寺境内 伊都郡高野町高野山 548H22 l.25 2rr/ 21 ご庁讐4号の 560
平 21 2月25日

工事立会 高教野育委町員会 墓石建立

有田市

No．丁ロニロ 所在地 調査期間 I 冒喜 I文化：：：：委員会1]]i.S；：： I 実施機関 I 調査経緯

調査内容

遺 構 な し
遺 物 な し

遺遺構物 ななしし

遺遺構物 ななしし

遺口竪穴住居冒、士坑
遺 土師器、 恵器、瓦器等

逍構なし
造 物 な し

遺悶 なし
遺 なし

造遺構物 ななしし

遺悶 なし
遺 瓦質土製品、陶磁器等

調査内容

遺遺構物 ななしし

逍 構 な し
遺 物 な し

遺逍構物 ななしし

遺遺構物 ななしし

遺 構 な し
遺物なし

遺悶 なし
遺 なし

遺悶 なし
遺 なし

遺悶 なし
遺 なし

遺 構 な し
遺 物 な し

遺遺構物 ななしし

退、5.悶 なし
遺 なし

遺 構 な し
遺 物 な し

遺 構 な し

遺 物 な し

遺口なし
遺 なし

遺 構 な し
遺 物 な し

遺遺構物 ななしし

遺悶 なし
遺 なし

遺悶 なし
遺 なし

遺構なし
遺 物 な し

遺悶 なし
遺 なし

調査内容

1 I宮原土居跡 有田市宮原町新町 240―|H21721
4及び240-5 

10.2m 1文第 5号の (89)
平成 21年 7月 1日 工事立会虐悶塁員会集合住宅 雷雷it

有田川町

No. 遺跡名 所在地 調査期間 言
査 文化庁県教育委員会による指示 実施機

積 文書番号 指示事項 関
調査経緯 調査内容

1 中野遺跡 有田郡有田川町中野 26-7H214 7 5.7団 文ご5 `の4(8) 浄工化事槽立部会分 有田川町
個人住宅

遺構なし
平 2 月8日 教育委員会 遺 物 な し

2 藤並地区遺跡
有田郡有田川町水尻

H2110.22 4 05耐 文: 5 `の5(41) 浄工化事槽立部会分 ： 田川町
個人住宅 遺悶 なし

1200-9 平 2 月15日 育委員会 造 なし

3 藤並地区遺跡
有田郡有田川町土生

H21717 4.5rrl 文夏5 1号年の5 (52) 浄工化事槽立部会分 有田川町
個人住宅 遺悶 なし

214-1他 平 2 月25日 教育委員会 遺 瓦器小片

4 IB吉情中び学遺校跡校外庭 有田郡有田川町下津野 H216.15 
57.4 rrf 試掘確眩調査

: 
田川町

遊歩道設置 遺悶 竪穴建物溝 （弥生贔土坑 ピット
遺併及 674-3他 ~24 ゴ目釆女只＝L云‘ヽ 遺 弥生土器土師器 恵器瓦器

5 田殿尾中遺跡 有田郡有田川町角 225-2 H2110.14 6m' 亨： 5 1¥0)7 (95) 
2 月9日

浄工化事槽立部会分
: 

田川町
ギ目未女貝口L云、 個人住宅 遺塁 なし

追 なし

6 藤並地区迫跡
有田郡有田川町明王寺 H219.29、

43m 亨: 
80 : の (32) 工事立会

: 
田川町 駅前広場整

遺遺構物 ななしし
103-6 10 l 21 9月 15日 ゴ目 —天ク、·貝＝ムヰ 備

7 清水遺跡 有田郡有田川町清水 376-1 f-!211110 99ni 斎: 5 `の1(168) 確認調査
有田川町 スクールバ 遺塁 なし

2 0月6日 教育委員会 ス車庫建設 遺 なし

8 藤並地区追跡
有田郡有田川町水尻 H2238~ 

735吋 文悶522号年の2 (302) 確認調査 有田閾町 集合住宅
塁塁

粘近土採掘近坑 （近代） ピノト
1179、1180-3、1180-4 13 平月 17日 教育員会 世 代陶磁器瓦

， 石ヶ谷逍跡 有田郡有田川町西丹生図 74H22210 261甘 亨
第80: の (78)
成22 2月17日

下半立会 有田閾町
教育員会

水路改修 遺塁 なし
遺 なし
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市町村教育委員会による調査一覧 7

御坊市

No. 遺跡名 所在地 調査期間
調査 文化庁県教育委員会によ る指示 実施機関

面積 文書番号 指示事項

1 堅田遺跡
御坊市虐川町財部字南庄 H215.13 

66.43rrf 平文成第 521号年の5月(338)日 本発掘調査 教御坊育市委貝会
弥612 3 ~20 

2 東大人遺跡 御坊市塩屋町南塩屋地内
H2l31] 237面 斎第56塁の/i( 75) 工事立会 御教坊育市委員会
~ 5. 2 9 成21 2 18日

3 東大人遺跡 御坊市塩屋町南塩屋地内
H213.4~ 74.8ポ 文ご56 ：． の月（76) 工事立会 御教坊育市委員会
7. 2 平 21 2 18日

御坊市湯川町丸山古池谷 文平成第 521号年の8月(13255)日 教御坊育市委員会
4 亀山遺跡 H21 ll.2 l.47m2 工事立会

1062 -6 

5 東大人辿跡
御坊市塩屋町南塩屋字須 H21 ll l 7 

17.1ボ 文塁80 : の月（23) 確詔調査 教御坊育市委員会
佐ノ本449番地 ~18 平 21 8 13日

6 東大人遺跡
御坊品市塩屋町南塩屋字東 H21 ll 5 

145.6対 斎: 5 l:l (216) 工事立会 教御坊育市委員会
上 241-1 ~27 2 1月13日

7 東大人逍跡 御坊市塩屋町南塩屋499-I 
HZl 11.24、 32.7m 文ご5 皇 (231) 工事立会 御教坊育市委員会
1 2. 1 平 2 l月27日

8 岩内皿造跡 御坊市岩内字貝生 180-10 H2112.l 22.51rl 斎悶5 1号年の］ (223) 
2 1月19日

工事立会 御教坊育市委員会

， 岩島史内跨lII岩遺内古跡墳詳 御坊市岩内字廣芝 844番 H2112.4 1344rri 教御坊育市委貝会

10 蛭田坪追跡
御悶市湯川町小松原字九 H2228 1655吋 文平成第 522号年の2月(2982)日 確詔調査 教御坊育市委員会
原 531-2、530-2 19、3.1 1 

11 岩l;!.Jfil遺跡 御坊市岩内 845番 1 H22 3.17 2.07nf 亨
第80: の (82)
成22 3月 10日

工事立会 御教坊育市委員会

12 堅田遺跡 御坊市園 32-7、32-2 H22.317 3.25m2 文: 5 関 (201) 
平 2 0月27日

浄工化事槽立部会分 教御坊育市委員会

13 東大人遺跡 御坊市塩屋町南塩屋地内
H2112.10 

21.31甘 平文成第 8201号年の11月(531)9 日 工事立会 教御坊育市委員会
~ H22.3.19 

田辺市

No. 遺跡名 所在地 調査期間
調査 文化庁県教育委員会による指示 実施機関

面積 文書番号 指示事項

l 八丁田圃遺跡
田辺市秋津町字東八町

H21.4.7 608ni 亨
第成47 : の月（341) 浄工化事槽立部会分 田辺塁

319 -6 21 1 30日 教育員会

2 田辺城跡 田辺市上屋敷 3丁目 98 H214.2 4rrl 文: 47 : の月（404) 
平 21 3 13日

浄工化事槽立部会分 田辺塁
教育員会

3 稲成 1逍跡
田辺市稲成町 3200、

H222.23 4 5rrf 平文成第 521号年の4月(6)3 日 浄工化事槽立部会分 田辺ょ
3201 

教育員会

4 田辺城下町遺跡 田辺市湊 1064-8
H215.15 

114.09而 文平成第 521号年の4月(161)7 日 工事立会 田辺塁
~19 教育員会

5 田辺城下町遺跡
田辺市湊 1100、1101、 H21 7.14 

77 62rrl 文平第成 521号年の5月(421)5 日 工事立会 田辺塁
1122-16 ~1118 教育貝会

6 田辺城跡
田辺市上屋敷 2丁目 H217.17 

187.06吋 文: 5 1号年の5 閲3) 工事立会 田辺塁
151、151-3 ~12.4 平 2 15日 教育員会

7 八丁田圃遺跡 田辺市秋津町314-1の一部 H21 6.18 72m 文平第成 521号年の5月(492)0 日 確詔調査 田辺塁
教育員会

8 下万呂 I遺跡
田辺市下万呂480-1、 H2l 7.4 ~ 

18.6rrf 文平成第 521号年の6月(643)日 確詔調査 田辺塁
480-4、481-2、481-6 ， 教育員会

， 稲成 I遺跡
田辺市稲成町 9491、

H2l 10.9 5.95rrl 文平成第 521号年の6月(801)9 日 浄工化事槽立部会分 田辺塁
949-2、949-4 教育員会

10 八丁田圃遺跡 田辺市秋津町 231-7
H216.20 

2387面 斎： 5 9年の6(71) 工事立会 田辺塁
~811 2 月 19日 教育員会

11 八丁田圃遺跡 田辺市秋津町 319-1 H2110.27 6.46rrl 平文第成 521号年の6月(721)9 日 浄工化事槽立部会分 田辺塁
教育貝会

12 天王原逍跡 田辺市稲成町 2663-6
H2 1.8.3 ~ 

23.2ポ 文ご5 ”7  (1 12) 確眩調査 田辺塁
25 平 2 月31日 教育員会

13 田辺城下町遺跡 田辺市湊、南新町地内
H21.8.10 

550m' 文ご80 : の(19) 工事立会 田辺塁
~17 平 21 8月5日 教育員会

14 八丁田圃遺跡 田辺市秋津町東八町 地内
H21 ll 5 

217ポ 斎: 
80 : の (20) 工事立会 田辺塁

~122 21 8月5日 教育員会

15 惑在遺跡
田辺市稲成町 2006-]の

H21 ll 30 6511甘 平文成第 521号年の8月(12112)日 浄工化事槽立部会分 田辺ょ
一部

教育員会

16 田辺城下町遺跡 田辺市湊地内
H219.28 420対 斎

9第80塁の (27)
工事立会 田辺塁

~ 1 0. 1 5 成21 9月3日 教育員会

17 八丁田圃遺跡 田辺市秋津町 231-6 H2112.15 405m' 文： 5 1号年の9 け47) 
平 2 10日

浄工化事槽立部会分 田辺塁
教育員会

18 田辺城下町遺跡 田辺市湊地内 H2112 3 1.8対 文: 80 : のJ=j( 31) 
平 21 9 15日

工事立会 田辺塁
教育貝会

19 八丁田圃遺跡 田辺市秋津町 231-4 H223.23 6対 文ご5 1号年の9(158) 
平 2 月 17日

浄工化事槽立部会分 田辺塁
教育員会

20 田辺城下町遺椋
田辺市南新町 52番の 1

HZl 10.27 2.27rrf 斎ご5 `の1(167) 工事立会 田辺塁
一部 2 0月 1日 教育員会

21 田辺城跡
田辺市上屋冒3丁目 94
番 178、94 197 

H222.5 8.4 rri 亨悶5 関 (181) 
2 0月19日

浄工化事槽立部会分 田辺塁
教育員会

22 田辺城跡
田辺市上屋敷］丁目 33- HZJ 10.28 

67Im 斎塁5 1号年の1 (189) 工事立会 田辺塁
29、3330、33-155 ~30 2 0月2]日 教育員会

田辺市中辺路町近露 1346-1、
文: 5 l]の1(208) 田辺塁

23 木下遺跡 1347、1348、1349、1358-1、H21 ll 25 23.2rr/ 確詔調査

1358-4 各一部
平 2 1月6日 教育 員会

24 八丁田圃遺跡 2田44辺番市秋l津町字西八町 H2112.17 
15m 文悶5 1号年の1 (238) 確認調査 田辺塁

~18 平 2 2月2日 教育員会

25 
田辺城下町遺

田辺市中屋敷町 地内
H223.10 87rri 文ご80 : の (71) 工事立会 田辺塁

跡 ~19 平 22 2月 1日 教育 貝会
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調査経緯 調査内容

個人住宅 塁悶
弥生時代 構3畠掘立柱建物務2棟、 土坑、ピット等

弥生土器、 恵器

下水道工事 遺遺構物 ななしし

下水道工事 悶 なし
なし

鉄塔 （デジ

霜 なし
タルテレピ
中継施設）

なし

設合併置浄化槽 遺構なし
遺物なし

防災倉匪設置， 張り
辿辿物構 陶な磁し器片、 瓦器

コンクリート

防災倉庫設置、張り
遺逍構物 ななしし

コンクリート

個人住宅 辿遺構物 ななしし

擁壁工事
逍構なし
造物なし

病院建設 逍遺構物 弥な生し土器片、土師器片、磁器片

説明板設匿 昇 なし
なし

個人住宅 逍逍構物 ななしし

下水道 麟 なし
磁器片

調査経緯 調査内容

個人住宅建
迫遺構物 ななしし

築

個築人住宅建 造悶なし
遺 なし

個築人住宅建 塁悶なし
なし

店舗兼住宅 靡
構なし
物なし

個人住宅 遺遺構物 ななしし

個人住宅 逍悶なし
逍 なし

農業用倉脂 鱈 なし
なし

集合住宅 霊悶なし
なし

個人住宅 遺悶なし
遺 なし

個人住宅 塁
構なし
物なし

個人住宅 遣遺構物 ななしし

梨合住宅 悶 なし
なし

水道工事 追口なし
逍 なし

水道工事 麟 なし
なし

個人住宅 霊口なし
なし

水道工事 塁塁なし
なし

個人住宅 悶 なし
なし

防災： 線設
置工

辿悶なし
逍 なし

個人住宅 遺口なし
逍 なし

個人住宅
逍構なし
造物なし

個人住宅 遣辿構物 ななしし

個人住宅 造造構物 ななしし

媒合住宅 悶 なし
なし

個人住宅 逍口土坑
遺 弥生土器、石器

市事道改良工 遺悶 なし
遺 なし



市町村教育委員会に よる調査一覧8
白浜町

No. I 遺跡名 所在地 調査期間 I 言嘉 I又化口：：口委員会1：二□|実施機関 I 調査経緯 調査内容

ミI王：三三： ［桑三翌忌茫日::::I日2旦長茫 1 ::nl 文第 5号の (214)
1441甘 1平成21年 11月 l2H 工事立会

｀ 
迫構 柱穴 • 土坑（中世 ） ・ 竪穴状辿構（近世）
造物 靱磁 ・禰戸美澳系平碗 ・染付婉 ・瓦器碗 ・鉄釘 ・土錘

遺構柱穴 • 土穴 （ 中世）
辿物 瀬戸美森系天目茶碗 ・染付碗 ・土師llll・鉄釘 ．碁石

遺構なし
遺物なし

新宮市

No. 遺跡名 所在地 調査期間
調査 文化庁県教育委員会による指示 実施機関

面積 文書番号 指示事項
調査経緯 調査内容

1 佐野遺跡
新宮市佐野字井関後

1-:1215.22 4.2m' 斎第47犀の月（345) 工事立会 新宮閾 個人住宅 造悶なし1363 -11 成21 l 30 1:1 教育具会 遺 なし

2 新宮,-郎屋敷跡
新宮市熊野地 l丁目

H217.31 4 rri 文ご5 1号年の6 (81) 工事立会 教新宮育市委貝会 その他の住宅 鱈 なし
6070 -6 平 2 月19日 なし

3 佐野遺跡
新宮市佐野井関後 1363

H218.7 3.75m’ 文悶47 ごの (228) 工事立会 新教宮育市委員会 その他の住宅 言 なし
-10 平 20 10月28日 なし

4 佐野遺跡
新宮市佐野字井関後

H2110.13 5.lnf 文悶5 誓5(44) 工事立会 新教宮育市委員会 その他の住宅
辿構なし

1400 -5、6 平 2 月15日 遺物なし

5 佐野逍跡 新宮市字井俣l後1363-2 H2112.24 6国 斎第51号年の1 (202) 
成2 0月27日

工事立会 新宮塁
教育貝会

個人住宅 塁塁なし
なし

6 佐野遺跡 新宮市佐野字根地原972-7 H22 l 13 61T1 斎ご5 l誓8(140) 
2 月28日

工事立会 教新宮育市委員会 その他の住宅 逍遺構物 ななしし

7 新宮十郎屋敷跡
新宮市熊野地 l丁目

H22.2.22 6面 平文第成 521号年の11(2月201)9 日 工事立会 新教宮育市委員会 兼用住宅 辿悶なし6057 -1、6070-I 遺 なし

8 佐野遺跡
新宮市佐野字井関後 文: 5 間 (256) 工事立会 新宮塁 個人住宅

辿構なし
1432 -4 平 2 2月18日 教育貝会 逍物なし， 佐野遺跡 新宮市字井関後 1432-5 斎第 5` の1(254) 

成2 2月 18日
工事立会 教新宮育市委員会 個人住宅 遺逍物構 ななしし

財団法人和歌山県文化財セ ンターに よる調査一覧

No 逍跡名 調査年月日 所在地 調査(rr/面)積 指示文科番号 霜 調査内容

造構 芦世の土坑溝掘立［ 建物地鎖遺構石積井戸
l 重行遺跡

H21.4.21~ 
紀の川市煎行 10, 103rrf 文第 78号の (4) 高速道路 穴、近世の石室土 ょ戸

H2110.15 辿物土言皿青磁碗皿 研子瀬戸焼平碗漆碗
瓦土器肥前系陶磁器近世瓦

2 寺中前飯経降塚辿跡 加陀 H21819~ 伊都郡かつらぎ
363対 文第 78号 (9) 高速道路 塁塁

竪穴建物土坑溝
H22.2.28 町中飯降大藪 土器 中国製磁器の合子の蓋

H219.16~ 遺構弥生時代の溝上坑 土坑墓、中世の溝、
3 坂田遺跡 和歌山市坂田 1 9471甘 文第 78号の (l2) 道路改良 近世の井戸焼土坑溝柱穴H22.325 

逍物弥生土器

4 神前遺跡
H21930~ 

和歌山市神前 1 653m 文第 78号 (l4) 道路改良 遺遺構物 古須墳恵時器代の土土師坑器 井琴戸柱、型平石安製時品代の勾柱玉穴、土中錘世の井戸H22325 

北山廃寺 北山＝ H21512~ 
賃

の川市
中整山備間事総業合 遺構 弥生時須、代恵中の世器竪の・穴粘土建土師物採器、掘皿古坑・代鉄・の札嬰掘立柱：建建物物・・土粘坑土墓採掘坑5 

嶋遺跡 H22 330 志川町北山
15, 324 rr/ 文第 78号の (5) 炉跡 塁立柱

辿物瓦 品

H21313~ 辿構鎌倉： 岱の口脚杭列、室町時代の石積護岸石組溝、
6 粉河寺造跡 紀の川市粉河 340吋 文第 78号の (6) 河川改修 江戸 の基礎石岱護岸石組溝H22 l.29 

逍物須恵器土師器瓦 解炉破片

7 百合111古墳群
H217.23~ 

旦
の川市竹房、

408対 文第 78号の (8) 総畑合地整帯備 逍構古墳の周溝H22.l 15 山町

8 神野々］遺跡
H219.30~ 

橋本市神野々 280I甘 文第 78号の (7) 学校建設 逍遺構物 古平土墳安師時～器鎌代倉中期時瓦代のの方井墳戸l基土坑後、期鎌の倉円～培室3町基時、代奈の良井時戸代の・柱掘穴立群柱建・溝物、
I-I22.715 

， 秋月遺跡
H21519~ 

和歌山市太田 1 696rrl 文第 78号の (3) 道路改良 逍悶土坑溝
H21 1130 追 瓦器碗土師器皿常滑焼甕

特岩橋別千史跡塚古墳群
H2110.28~ 2

号（現]委状庁唆財第 4の7181
霊悶前山 A58円号筒項埴・: 讐五玄室10 

H22.325 
和歌山市岩橋 30ボ 史跡整備

須恵器 形埴輪石見型埴輪変更）

II 水県軒史跡堤防
H21 IO.l~ 

和歌山市西浜 90011{ 文（現第状5変19更号） 道路改良 遺構 中堤防の石堤基底部及び内部構造H22.3 25 

12 八丁田圃追跡
H22 130~ 

田辺市秋津町 142rri 商速道路 遺ご弥生時代の土坑柱穴
H22.315 迫 弥生上器陶磁器
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和歌山県教育委員会によ る調査一覧

埋蔵文化財包蔵地での調査

追跡名 調在件名 所在地 調介年月且 調査原因 調奔種類 調査血栢 内容 （追構逍物等） 時ft

l 井辺遺跡、神前遺跡 08・9410 和歌山市神前 72-4他
2009. 9. 2 9 ~ 

道路改良 確工認市調立査会 207nf 辿口石組井戸上坑ピ ット溝 弥古牛墳．～ 

1 0. 2 0 辿 弥生土器」：師器須恵器

2 和歌山城跡 和歌山市 ’番丁 1番地
2010.l 29~ 和歌舎山地簡裁 確懃調査 20nf 遺辿構物 溝肥前士系坑磁器 瓦 備前焼すり鉢 近世

2.4 庁改修

3 和歌山城跡 和歌山市番丁 1番地
20 ] 0 3. 4 ~ 

靡
歌山地簡裁

確懃調査 66111 虚悶
上坑土塀基礎 土道舗装 近IIl:

13 舎改修 陶器瓦釘

4 北田井造跡 08-94-15 和歌山市弘西 1205-1外
200910.21 

道路改良 確認調査 64.4 lli 辿逍構物 十な＿師し器、 瓦器
~23 

5 六卜谷遺跡 06-94-35 和歌山市六十谷 241-1外
2009 8.3~ 追路改良 確認調在 371甘

辿構なし

5 辿物なし

6 井辺遺跡 09-94-05 和歌山市神前字宮出 189-2 2009.9.28 道路改良 工事立会 2nf 辿追構物 ななしし

7 大野中逍跡 09-94-51 海南市大野中 651 2009.1 15 学改校修グランド 工事立会 7.2111 迫造構物 須な恵し器 土師器 占培

北山廃寺、北山三嶋
紀の川市巽志川町北山字森ノ

2010.219~ 整中価山事間業地区総合 追逍構物 上な師し器 須恵器 黒色土器 瓦 瓦器
古代～

8 
追跡

i平402-1、403-l、436-l、
24 

確認調査 37.51-rl 中世

436 -2、437-1 

， 神野々 I追跡 04-30 橋本市神野字々下字長竹毛之5垣73内- 2009 5.21 道路改良 確詔調査 19rrl 遺辿構物 弥な生し土器 土師器
弥生～

525 -3、 2 22 
中世

200912.9 
魯悶ピット土塁

10 福田下辿跡 09-94-10 海芍郡紀美野町福田地内
20 1 0. 2 ] 0 

道路改良 工昇会 122.46111 土師器弥土器須恵器瓦質土器
弥生～

16 17、 確査 4015111' 中世

31~ 3 
瓦器

11 西飯降JI造跡
08-94-44 伊悶郡かつらぎ町 2009.9.2、 昇

地造成
工事立会

5nf 
辿辿構物 弥な生し土器

09-948 西降地内 l 0. 1 5、1210 業実習棟 75対

12 福田下造跡 09-94-6 海草郡紀美野町福田 67-6 200910.5 電波送受信柱 工事立会 2ni' 逍逍物構 ななしし

13 蓮華寺遥跳 09-94-67 
海草郡紀美野町下佐々 630、 2010.3.1 農園整備 工事立会 693.3面 逍逍構物 瓦な器し 土師器 中世

636 -1 

14 藤並地区辿跡
05-94-7 有用郡有田川町天渦地内

2009.7.2]~ 道跨改良 確認調査 3233nf 遺逍構物 瓦な器し 土師器 中世

08-94-49 8.20 9.10 

15 岩野河遺跡 07-94-9 有田郡有田川町岩野河地内
2009.9 17~ 

道路改良 確認調資 73.35ni 
辿構溝 縄文

28 追物サヌカイト莱ll片縄文土器瓦器 中世

16 堅田遺跡 09-93-33 御9: 湯川町財部字南庄弥 2009.5.13~ 
個人住宅 本発査掘調 66.43対 霊口溝掘立柱建悶跡土坑ピット

弥生

61 3 20 弥生土器須器

1 7 堅田遺跡
09-94-41 

御坊市湯川町財部 651
2 00 9. 1 0. 2 1 仮庁庁舎建舎建設設 工事立会

8m' 
逍遺構物 ななしし

09-9456 2010.15 12.6ポ

18 蛭田坪追跡 05-94-38 御坊市湯川町小松原地内 2009.15 道路改良 工事立会 2nf 逍遺構物 な七師し器

19 E1:1中遺跡 09-94-25 日商郡1::1高川町船津地内 2009.916 急傾斜地工事 工事立会 2 5n1 遺ご・ なし
辿 なし

20 田井西川逍跡 09-93-30 日席郡美浜町田井 158-1 2009.615 電話通信 工事立会 4吋 遺辿構物 ななしし

21 里II遺跡 08-94-82 日高郡由良町里地内
20095.25 由良小学校輩舎 確言忍調査 251111 逍辿構物 瓦な器し 土師器 製塩土器

26 耐震補強工

22 士．城遺跡上城城跡 09-93-92 日高郡みなべ町上城地内
2009.8.20 

宅地造成 確眩調資 52.4対 追追構物 土七坑師器 中世
21 

23 晩稲古川辿跡
09-93-182 7日2高番郡lみ、な字べ名町ヶ晩前稲4字10芦番原l 2009124 電柱撒去 工事立会 2n-f 逍辿構物 ななしし
09-93-183 

24 谷口遺跡 09-93-263 3日2高]番郡のみ一な部べ、町3谷22口番字の：西一津部殿 2 0 1 0. 2. 2 5 個人住宅 工事立会 4.2111 辿辿構物 近な世し陶器 土師器

25 大斎原 田辺市本宮町本宮
2010.2.9~ 

河川工事 確懃調査 598.6rr/ 逍追構物 護瓦類岸、 階国段産陶磁器 近世
25 

稲成 1追:、、稲成逍跡、
脇ノ谷瓦跡、八丁田

田辺市信成町秋津町下｝j
2009.6.1~ 

圃臭］ 、H 座、塗遺屋跡城、万
30 塁悶悶土坑ピ ソト堀切曲輪

26 呂遺跡 跡、
09-94-43 

魯
、西 婁郡上塁田町岩崎、 2009.9.9 高速道路 確認調査 1078.5対 生土器土師器須恵器里色土器

弥生～

血深山畠跡、要害山城
~46 浜: 十九渕 宅、すさみ 1 0. 1 9 ~25 瓦器山茶碗備前焼環状土錘

中世

跡、暗本城跡、駒爪
町周見地内 2010 210 

城跡、立野遺跡

27 笠嶋遺跡 09-94-50 東牟嬰郡串本町串本地内
20 1 0. 2. 2 2 ~ 

道路改良 確詔調査 17.5吋
辿構なし 古墳

24 辿物須恵器土師器
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1. 井辺遺跡、神前遺跡

種別：確認調査・工事立会

所在地 ：和歌山市神前地内

く調査の経緯＞ 和歌山橋本線の道路改良事業に

伴う調査を実施した。第2次確認調査と側溝設置に

伴う立会調査に分けて報告する。

く第2次確認調査成果＞ 第 1次確認調査を実施

した調査地点 1~ 5のうち、 1 • 2 • 4 • 5の一部

について計 19箇所のトレンチを設定した。

(1)調査地点 1 基本土層 〇層：現代の造成土。

1層：近現代水田耕作土。 2層：中世以降の旧耕作

土で 3層に細分される。 3層：水成堆積層。4層：

グライ土を特徴とする水成堆積層で植物遺体を含む。 1次調査と

の対応関係から、弥生時代以前の堆積層と判断される。

遺構は検出されなかった。

(2)調査地点2 基本土層 0~3層：調査地点 1と同様。3層．

水成堆積層で、土質から調査地点 lの3層に対応する可能性があ

る。出土遺物から古墳時代以降の堆積と考えられる。 4層 ：水成

堆積層で、調査地点 lの4層に対応する可能性が高い。

31~34トレンチ遺構は検出されなかった。

(3) 調査地点4 基本土層 0, 1層 ：調査地点、 1と同様。 2層・

近世以降の堆積と判断される整地土層。 3,4層 ：調査地点4では

5層：自然堆積の地山。

5層上面で遺構を確認した。 5層上面の標高は

2.0mである。遺構は、調査区中央で石組み井戸を検出したほか、

複数の土坑を確認した。遺物は、 2層中より土師器、須恵器が、

遺構 35-1から土師器片が出土した。

(4) 調査地点 5

自然堆積の地山。

遺

遺

24~30トレンチ

所在しない。

35トレンチ

36トレンチ

基本土層 1,2層

構 ：溝、土坑、ピット
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く第 2次確認調査所見＞ 井辺遺跡に所在する調査地点 1の一部 （第 1次確認調査）及び、神

前遺跡に所在する調査地点 4及び調査地点 5の一部で埋蔵文化財の展開が確認されたが、調査地

点 2では確認されず、未調査範囲も含め埋蔵文化財の展開する可能性は極めて低いと判断される。

また、調査地点 3南側の確認調査未実施の範囲については、第 1次・ 2次確認調査成果及び平

成 8年度 （財）和歌山市文化体育振興事業団発掘調査区 （「和歌山市埋蔵文化財発掘調査年報6」

平成 12年発行）から遺構が高い密度で展開していると判断され、埋蔵文化財が展開する範囲と

判断される。調査地点 1南側及び調査地点 3北側の確認調査未実施の範囲については、今後の確

認調査により埋蔵文化財の有無を確認する必要がある。

以上のうち、埋蔵文化財の展開が確認される範囲については和歌山橋本線道路改良事業に伴い

記録保存目的の本発掘調査を実施することとなった。
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く工事立会成果＞ 調査地点 5周辺の水田用水路の設置を道路工事に先行して実施する必要が

生じたため、 ①～⑬地点について工事立会を実施した。

現耕作土。第2層 ：灰白色系土。第3層 ：自然堆積のベース土。遺構は第 3基本土層 第 1層

層上面で検出した。

①～⑬地点 ①地点で北側への落ち込みを、 ④地点で北東ー南西方向に延びる溝状遺構を検出し

た。⑫地点では遺構 l基を検出し、埋土から瓦器 1点が出土した。それ以外では面積が狭小であっ

たこともあり遺構は検出されなかった。

⑲-1，⑲ー2,⑳地点

構は北東ー南西も

しくは東西方向に

延びる。遺構⑲＿

1と⑲ー13は同一

遺構の可能性が高

ピットは⑲ー

1地点北半に集中

して分布する。⑳

地点では、溝状遺

構 2条、土坑 1基

を検出した。溝状

し‘°

遺構は北東ー南西

もしくは東西方向

に廷びる。

⑳地点

1条、

溝状遺構

土坑 5基、

ピット 2基を検出

した。北半で遺構

密度が高い。

⑫，⑳，⑭地点

⑳)地点では、溝状

遺構 2条、土坑5

基等を検出した。

遺構は西半に集中

し溝状遺構は南北

方向に延びる。⑳

地点では、溝状遺

構 4条、土坑 1基、

柱穴 1基を検出し

た。遺構は西半に

⑲地点では、溝状遺構 5条、 土坑4基、ピ ット7基を検出した。溝状遺
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集中し、溝状遺構は

南北方向もしくは北

東ー南西方向に延び

る。⑳地点では、溝

状遺構 4条、土坑 1

基等を検出した。溝
＼＼▼ 

状遺構は南北方向に —ニロロー

延びる。 ／ロニ
⑮地点 西端で北東 ］：／ 
ー南西方向の溝状遺

「

_
!
l
lー
＼

＼

・1

ー

-=-

＼ 
← 

---- --ニ三＝二＝＝＝デ
／ 
メ

＝ 

一― V ー l.2m E 
- l a_  

汽こジ―●→-lb

遺1鼻ご2/ I -万叶厄、4

構 1条を検出した。

く工事立会所見＞

調査地点周辺は、

北東から南西方向に

流れる溝が幾条も延

びている ことが確認

されたが、遺構密度

は南、東に向かうほ

ど低く 、遺跡の南東

端近くに位置すると

考えられる。
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和歌山城跡

種別：確認調査

所在地：和歌山市二番丁 1番地

く調査の経緯＞ 最高裁判所事務総局で現在の

庁舎を解体し、新営庁舎建築するという和歌山地

方裁判所の敷地全体を対象とした和歌山地簡裁庁

舎改修工事の計画があったため事前に確認調査を

実施した。

＜既往の調査＞ 和歌山地方簡易裁判所敷地内

の南別館建築に先立ち発掘調査が実施された。そ

の結果、中世の遺構面 1面と近世の遺構面 4面が

2
 遺

遺

構：柱穴、ピット、土坑、塵芥溜め

物：近世陶磁器、瓦

検出され、近世における三の丸の屋敷地の変遷状

況が判明した。（財団法人和歌

山県文化財センター 2008『和

歌山城跡 ー和歌山地方 ・家庭裁

判所増築工事に伴う発掘調査報

告書ー』）。

く調査の成果＞ 現在特に利

用されていない中庭にトレンチ

を2箇所配置して、調査を実施

した。

1トレンチ 0層から 5層まで

三----0:• ::-- -------------

遺跡位置図

... 

2 

確認した。0層は第二次大戦後

の堆積層で、 1層は第二次世界

大戦以前の灰色系土壌、 2層は

近世に帰属する褐色系土壌、 3

層は黄褐色系の砂味の強い土

壌、 4層はにぶい褐色の粗砂で、極細片の土師器片

を包含する。 5層は明黄褐色砂質土で、地山である

公算が高い。

第 1遺構面では溝状の落ち込みとその落ち込み以

後に掘削された大規模土坑を検出した。溝状の落ち

込み中には柱状の花尚岩の設置が認められたことか

ら、第 1遺構面は 19世紀代から第二次世界大戦ま

での間に帰属すると推定される。

＂
ー

辛
—

第 2~4遺構面はサブトレンチでのみ検出した。

第 2遺構面は土塀基礎、塵介溜めを、第 3遺構面で

は土坑 3基を、第 4遺構面では土坑 2基を検出した。

調査区位置図 S=l/1,500
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2トレンチ 0層から 4層までを確認した。 0 • 1層は 1トレ ンチ同様で、2層は黄灰色系土壌

で、 3層は黄色系シル ト質土壌で、4層は浅黄色シル ト質土である 。

第 1遺構面では重複する土坑 3基を検出した。第2~4遺構面はサブ トレ ンチでのみ検出した。

第 2 • 3遺構面では塵介溜めを、第 4遺構面ではサブトレンチ底面で検出した 4層上面から掘削

される土坑 1基を検出した。

く調査の所見＞ 今回の確認調査の 1• 2トレンチでは、第 1遺構面＝ 19世紀代～第二次世

界大戦、第 2遺構面 ＝18世紀後半、第3遺構面＝ 18世紀前半 （～後半まで） 、第4遺構面＝近

世か、 1トレ ンチでは第5遺構面が中世の可能性もある計 5つの遺構面を検出した。

この各遺構面の標高や帰属時期は、南別館建設に先立つ記録保存目的本発掘調査の第 1、2、

2、3遺構面と大過なく、地方簡易裁判所の新営庁舎建築に際しては埋蔵文化財の記録保存目

的の本発掘調査が必要と判断した。

lトレンチ

2トレンチ

Cロ ニ ロニニ ロン且 ＿ ＿ ＼ 

第5俎構l(ll□□二三ニ第4追構I面

'----r-----..., 

Oa 造成土（山土•砂礫土）
Ob 玉石

サプトレンチ

Oc 灰オリープ色(5Y6/2)砂質土
la 灰色(5Y6/l)砂質土
lb 灰色(5Y4/1)砂質上

2a I火褐色（10YR6/2)砂質土
2b にぶい黄褐色(10YR5/3)砂質土

Ob 土石
Oc 灰オリープ色(5Y6/2)砂質土

Od 脊灰色(]OBG5/l)シルト質土
la 灰黄褐色(JOYR5/2)砂質上
lb 灰色(5Y4/])砂質土

2a 黄褐色(25Y5/3)(1少質七
2b 青灰色～オリープ灰色(5BG~GY5/1)シルト質上

3a にぶい黄色(25Y6/4)砂質t

3b 黄灰色（2.5Y5/1)シルト質土
4 浅黄色(25Y7/4)シルト質七

3a 灰黄褐色（10YR5/2)砂質土

3b 灰黄褐色(lOYR5/2)粗砂
3c 黄灰色（2.5Y5/1)砂質土
4 にぶい褐色(7.5YR7/3)粗砂

5 明負褐色(lOYR6/8)砂質土

Al (25GY6/l)砂礫」こ
A2 (SBG6/l)砂礫土

A3 (75YR4/2)砂礫七
A4 (SBGS/1)シルト質土
AS (5GY5/])シルト

A6 (5B5/1)砂質 I“.
Bl (5B5/])砂質七

B2 (5BG5/l)砂質」：．
B3 (25GY7/1)砂質上

幽 m

A ¥ ‘＝一‘ '筍］迅構面
I ‘--------

行灰色(5B6/1)砂tf土

にぶい貨掲色(lOYR5/3)砂朔七

黄色(2.5Y7/8)砂礫,.

黄I火色(2.5Y5/l)シルト買七

行灰色(lOG6/I)シルト質土

灰黄色(2.5YR6/2)シルト

暗1火黄色(2.5YR5/2)砂仇七

にぶい橙色（7.5YR6/3)砂竹十．

甲褐色(lOYR3/1)ンルトtt1 

， 幽 m

坦 m

第2迎構1l1i

第3追構面

サブトレンチ

B4 (5BG5/I)砂質土
B5 (5Y6/2)砂質上
Cl (IOYR5/])砂質上

C2 (25Y5/2)シルト質十．
C3 (JOBG4/l)シルト質土
D (JOYR4/])シルト質 lこ

トレンチ平面図•土層 図 S=l/100 
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和歌山城跡

種別：確認調査 遺構：土坑、土塀基礎

所在地：和歌山市二番丁3番地 遺物：近世陶磁器、瓦、金属製品

く調査の経緯＞ 国土交通省近畿地方整備局営

繕部営繕課が、現在和歌山地方検察庁が所在する

敷地に和歌山地方合同庁舎新営工事 （仮称）を計

画したため、事前に確認調査を実施した。

く調査の成果＞ 確認調査対象地は、和歌山地

方検察庁として現在も利用されているため、現在

利用されていないテニスコートや花壇等に 4箇所

3
 

のトレンチを配置して、調査を実施した。

19世紀の絵図類では 1~4トレンチは同一敷

地内に所在するが、 18世紀初

頭の絵図では 1• 2トレンチは

安藤家と 3トレ ンチは大高家と

佐野家の境界付近、 4トレンチ

は佐野家の各敷地に位置し、各

トレンチは異なる屋敷地に所在

する。

基本層序 5層に大別し、各ト

レンチで各層を細別した。 0層

は、第二次世界大戦以後から現

在までの現代造成土であ る。 1

層は和歌山大空襲以前で明治期

遺跡位置図

1 ， ニロr-------- エ--- f 

！ 

| 

［ 
眉目口 I 

~-~"ー＝、 三·：,―.勺•三°一
l 

——-- l 1 1 -_」

から幕末まで遡るとみられる灰

褐色～黄灰色系の土壌で、炭化

物や焼土を含むことがある。 2

層はにぶい黄褐色～黄灰色系を

中心とする土壌で、江戸時代後期の堆積土とみられる。

3層はにぶい黄褐色系土壌で、 4層は 2トレンチサブ

トレンチのみで検出したにぶい褐色の土壌で、 5層も

サブトレンチ底面付近で検出したのみであるが、標高

1.7 m付近で上面を検出した青灰色シルト層である。

標高 3m付近で、1トレンチ 2層上面を検出した。

大規模な撹乱が及んでいたものの大小不整形な土坑を

多数検出したことから、第 1遺構面とみられる。 ま

た、 トレンチ南壁では 2層上面に結晶片を主体とする

層 (A層） が確認でき、構造物の基礎と推定される。

調査区位置図 S=l/1500
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サブトレンチでは 3層上面で土坑の断面を検出した。

トレ ンチ東半部の標高 2.9m付近で検出した2層上面では不整形な土坑のほか、被

熟により土壌が赤色化し た範囲 (F層）等 を検出しており、第 1遺構面とみ られる 。

ンチでは、標高 2.6mで3層を検出し、サブトレンチで土坑の断面を確認した。

2トレンチ

サブトレ

また、 標高 2.2m

で4層を検出し、径1.5m以上を測る大規模土坑を検出した。4層上面の大規模土坑中には、瓦片、

礫や陶磁器片が多量に包含していることから、塵芥溜めとみられる。

標烏 3.0m前後で検出した 2層上面でいく つかの土坑のほか、漆喰を貼り付けた長

径 0.8mの範囲などを検出した。サブ トレンチでは、他のトレンチと様相が異なり 、シル トブロ ッ

クを多量に包含する 3層が堆積し、標高 2.6m前後で粗砂層の 4層上面を検出した。

トレンチ北端で結晶片岩が集積する土塀基礎を検出し、 第2遺構面に該当する

なお、検出状況から土塀基礎は東西方向に伸びるとみられる。

3トレンチ

4層では、

土坑 1基のほか、

とみられる。

lトレンチ
E 

、 0d 0a 

第1Jlt三 □ロロこ三三二□0g - ---- -ご：口ここニロ：ミ言B 300m 

こ ご――― マ 第2心！青血
1 ,  
', 3b I L __________  _ 

構造物晶唸

(AIM) 

2b 

゜
B I-II 

Oa 明赤褐色(25YR5/8)砂礫土
灰白色 (5Y8/l)粗砂造成十．

Ob 灰色(5Y7/1)粗砂

Oc 百灰色(lOBG5/l)シルト質土
Od 橙色(7.5YR6/6)砂質十焼土混

Oe 青灰色(IOBG6/l)砂質土
Of 緑灰色 (5G6/l)砂礫土

Og灰オリープ色 (75Y5/2)砂質七 襟喰片滉
Oh i炎黄色 (25Y8/1) 漆喰

la 褐灰色(lOYR4/l)砂質土 炭化物混
lb 褐灰色(10YR5/l)砂質土

2a )火色（7.5Y5/l)砂質土

2b にぶい黄褐色(lOYR5/3)砂質土
3a にぶい黄色 (2.5Y6/4)砂質土

3b 黄掲色(2.5Y5/3)砂質土

A 暗灰黄色（25Y4/2)砂礫土
B 灰オリープ(5Y6/2)細砂 炭化物10％含む

C u音灰黄色 （2.5Y5/2)砂質土
D JI音灰黄色 (2.5Y4/2)砂質土
E にぷい黄橙色(10YR6/4)砂質土

J.:陪図ではi黍喰

2トレンチ

-̀--
伐 E

ヽ

I 
L 

『
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Id

Oa 

二 ＝一 国
I 

I 

' ロ

7 

3.00m 

筍］遺構Iii

筍2遺構而

情而

jllf/,而— -- __---------3ー／

2a 

Oa 明赤褐色 （2.5YR5/8)砂礫土
灰白色 (5Y8/])粗砂造成土

Ob 灰色(5Y7/l)粗砂

Oc にぶい黄橙色(10YR6/3)砂質土
Od 灰色(5Y7/])粗砂焼土混

Oe i炎黄色（2.5Y8/l) 漆喰

la 褐灰色(IOYR4/l)砂質土 炭化物混
lb 褐灰色(10YR5/l)砂質土

le 明貞褐色 (IOYR6/8)砂質土焼土枇
Id 暗灰黄色 (25Y5/2)砂質土 炭化物混
lc 暗灰黄色(25Y5/2)砂礫上

2a 褐1火色(10YR4/l)砂質上

2b にぶい黄橙色(lOYR6/3)砂質 I
2c 灰黄褐色(10YR5/2)砂質上

3 にぶい貨橙色OOYR6/4)砂質十．
4 にぷい褐色(75YR5/3)砂質t
5 百灰色(586/])シルト
A 暗灰黄色（2.5Y4/2)砂質十． 焼上赤色粒含む
B 暗灰黄色(25Y5/2)砂礫上 漆喰片混

C 灰哲色 （2.5Y6/2)砂質土
D 明緑灰色 （7.5GY5/l)砂質上

E 黄褐色 （25Y5/4)砂質土
F 明褐色 (75Y5/8)砂質土被熱範囲
G にぶい黄褐色(10YR5/4)砂質士

HI 黄灰色 (25Y5/])砂質土
H2 暗灰黄色(25Y5/2)砂質土

J] にぶい黄橙色（IOYR6/3)柑砂

J2 オリープ灰色（2.5GY6/l)砂質上
J3 にぶい黄橙色（IOYR6/3)砂質土
i I火褐色 (75YR5/2)砂質土

l:IM!・<Jでは漆喰

トレンチ平面図土層図 S=l/80 
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4トレンチ 現代造成土とみ られる0層が厚く 堆積 しており、標高 2.9m付近で 2層を検出した。

2層上面では土坑 3基を検出したほか、 トレ ンチ北壁東端部及び東壁北半部では、厚 さ数 cm程

度のしまりのある小礫を主体とする層 （C層）が認め られ、土道舗装の断面と推定され、屋敷地

内の道にあたる可能性がある。サブトレンチでは、標高 2.4mで 3層を、標高 2.2mで4層を検

出した。 4層では トレ ンチ東壁全面に広がる径 1.5m以上を測る大規模土坑を検出した。

く調査の所見＞ 第 1遺構面を標高 3.0m付近、 第 2遺構面を 2.7~2.4m、第 3遺構面を標高

2.2m、第 4遺構面を標高1.7mで検出した。なお、遺構面数及び詳細な時期は不明ながらも各遺

構面の出土遺物は、裁判所内の調査成果と大過なく和歌山地方検察庁敷地全域に記録保存を要す

る埋蔵文化財が展開すると判断した。

3トレンチ

300m 

1)3 ――--4- ---

―̀  `‘` I ` ``____ ]-- --_-〉ー~~ _ , □,9 

口
ゾ
f
,

ー
or 

2a '~ 

Oa 焦色(10YR2/1)砂質上

Ob 灰黄褐色(lOYR6/2)砂質土

Oc 褐灰色 （10YR4/l)砂礫土

Od 明黄褐色(2.5Y7/6)粗砂

Oe 灰色(5Y5/l)砂礫土

Of 灰色 (5Y5/l)砂質士

Og にぷい黄橙色(lOYR6/3)砂質十． 焼上混

la にぶい黄色（25Y6/3)小礫

lb オリープ灰色（10¥5/2)砂質上

le 黒色(25Y2/l)砂質土 炭化物混

2a オリープ灰色（IOY6/2)粗砂

2b オリープ黄色(7.5Y6/4)砂質土

3a 浅黄色(2.5Y7/3)未Jl.砂

3b 灰オリープ(5Y5/2)砂質土

3c 灰オリープ(5Y6/2)砂質土

3d 浅黄色(75Y7/3)シルト

3e 灰白色(IOY/7/1)シルト

4 オリープ黄色(5Y6/3)粗砂

A 灰白色（7.5Y7/l)砂質土

B 黒色（10YR2/l)砂質土

c 灰黄褐色(lOYR6/2)砂質土

Dl暗灰黄色(2.5Y5/2)砂質土

D2 灰黄色(2.5Y6/2)砂質土

D3 黄色(25Y8/6)砂質J.:

E 黄橙色(lOYR8/6)砂質土漆喰張

F 灰色(5Y5/l)粗砂

G 灰オリープ色(5Y5/2)砂質土

4トレンチ W 
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Ob / ----3.00m._ 

-----------――- 2a ~ニ一三c 第l印1fii
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← デi第2遺情面i
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2a 

辺（C射I

Oa 里褐色（IOYR3/l)砂質十．

Ob 褐灰色 （IOYR5/])砂質

Oc にぷい黄褐色(IOYR5/3)砂質十．

Od 褐灰色（7.5YR5/l)砂礫土

Oe 灰色 (5Y5/l)砂質土

la にぶい黄橙色（IOYRY6/3)粗砂

2a灰黄色(2.5Y6/2)砂質土

2bにぶい黄褐色 (lOYR5/3)砂質七

3 I火黄褐色(lOYR5/2)砂質土

4 にぶい黄色 （2.5¥614)粗砂

A 灰黄色（2.5Y6/2)砂質土赤色粒30％含む

B 褐灰色 OOYR5/l)砂質土

c 里褐色(lOYR3/l)小礫

D 褐灰色(lOYR5/l)砂質土

トレンチ平面図 •土層図 S=l/80 
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4 北田井遺跡 （調査件名： 08-94-15)

種別：試掘・確認調査 遺構：なし

所在地：和歌山市弘西 1205-1外 遺物：土師器、瓦器

く調査の経緯＞ 県道粉河加太線道路改良工

事に先立ち、北田井遺跡の試掘確認調査を実施し

た。

く調査の成果＞ 工事対象地のうち北田井遺

跡の北端部周辺に 5箇所のトレンチを設定し、調

査を実施した。

基本土層 1層：現代水田耕作土で、 2層に細分

される 。 2層：中世～近世の旧耕作土と推定され

る土層。近世陶磁器及び瓦器を包含し、 3層に細

分される。 3層：旧耕作土と推定される土層。

遺跡位置図

4層に細分される。4層： 4・5トレンチで確認された水成堆積層。5層：自然堆積の地山と判

断される土層。

1トレンチ 土層断面より2b層上面から掘削された土坑状の掘込みを複数確認したが、これら

は近世陶磁器、瓦を含むことから、帰属は近世を上限とするものと考えられる。また、 5層上面

では耕作痕と推定される 3a層を埋土とする堀込みを確認した以外、遺構は検出されなかった。

2トレンチ 5層上面では耕作痕と推定される 3a層を埋土とする堀込みを確認した以外、遺構

は検出されなかった。遺物は 2a層より土師器片が 1点出土した。

3トレンチ 5層上面では遺構は検出されなかった。遺物は、 2a層より近世磁器、近世陶器片

が各 1点出土し、 3a層より土師器片が2点出土した。

4トレンチ トレンチ東端を GL-1.9 mまで掘削を行ったが、掘削範囲では 4層を確認したに

とどまり、 5層はさらに下位に堆積するものと推定される。遺物は、 4層中より土師器微細片が

1点出土した。

5トレンチ l ~3層下ではトレンチ西半でのみ 4層が堆積し、 5層が西側へ傾斜する状況が確

認された。 5層上面で遺構は検出されなかった。遺物は、 2c層より瓦器片が 1点出土した。

く調査の所見＞ 以上のとおり、北田井遺跡及び周辺に設定した 1~5トレンチでは、遺構は

確認されなかった。
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l ~3トレンチ付近に対して、西側へ地形が傾斜する地点にある 4・5トレンチでは、水成堆

積層 4層が確認され、小規模な流路が存在するものと推定される。なお、調査対象地に隣接して

現六箇井川が西流していることか ら現河川付近に微低地の存在が推定され、 2 • 3トレンチと 5

トレンチの 5層上面の標高差 もこうした地形環境を反映しているものと考え られる。

以上から、調査対象地付近は流路が存在する不安定な堆積環境にあ ったものと推定され、中世

以降の旧耕作土である 3層堆積以前には積極的な土地利用はなかったものと判断される。本調査

対象地は北田井遺跡の北縁部に位置することから、遺跡の中心は、標高が高くなる南側に存在す

るものと考えられる。

以上のとおり、県道粉河加太線道路改良工事に伴う北田井遺跡の試掘確認調査を実施したとこ

ろ、埋蔵文化財の展開が認められないことから、調査対象地は記録保存目的の本発掘調査を要し

ない範囲であると判断した。
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5.六十谷遺跡 （調査件名： 06-94-35)

種別：試掘・確認調査 遺構：なし

所在地：和歌山市六十谷地内 遺物：なし

く調査の経緯＞ 西脇山口線道路改良事業に伴う

第 2次試掘 ・確認調査を実施した。

く調査成果＞ 調査対象地の内、JR線路以東に

5・8トレ ンチを南北に配置し、さらに線路以西に

6 • 7トレンチを南北に配置した。

基本土層 以下の 4つの層に大別し、各大別層につ

いて細分した。第0層：現代盛土。第 1層 ：近世以

降の水田耕作土。第2層：水成堆積土。第3層：自

然堆積の地山。 遣跡位置図

5トレンチ 遺構は検出されなかった。掘削可能深度内では 3層は確認されなかった。

8トレンチ 0 • 1層下の標高 8.2mで3層を確認した。3層上面では遺構は確認されなかった。

6-1トレンチ 0層を現地盤から 1.8m掘削したが、湧水が激しいため掘削を中断した。

6-2トレンチ 〇層下の標高 7.5mで3層を確認した。3層上面では遺構は確認されなかった。

7-1 • 7-2トレンチ 両トレンチともに現地盤から 2m以上掘削したが、 0層のみが確認さ

れるにとどま った。 したがって、地山 3層は標高 5.7m以下に存在するものと推定される。

く調査の所見＞ 試掘・確認調査の結果、現道の北側に設定した 6-2及び8トレンチでは 3

層を検出したが、上面で遺構は確認されなかった。 3層上面の標高は、 6-2トレンチで 7.5m

であるのに対し、約 70m東側の 8トレンチで 8.2mであり、東に向かって標高を緩やかに上げる。

また、現道の南側に位置する 5• 7トレンチでは 3層は検出されず、現道北側との高低差は 3

層上面で少なくとも 2m程度はあるものと推定される。以上から、調査対象地の旧地形は、現

道を境にして南側へ大きく落ち込む段丘縁辺部から低地部へ移行する地点であり、現道以南は近

世以前には目立った土地利用がなかったものと推定される。また現道以北の段丘部分においても、

段丘縁辺部という立地状況から遣跡の中心はさらに北側に想定され、当該地点における積極的な

土地利用はなかったものと考えられる。

以上から、第 2次試掘・確認調査対象地は埋蔵文化財が展開しない範囲と判断した。
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井辺遺跡

種別：工事立会

所在地：和歌山市神前字宮出 189-2 

（調査件名： 09-94-5)

遺

遺

構：なし

物：なし

遺跡位置図

大野中遺跡

種別：工事立会

所在地：海南市大野中 651

＼ 

0.8 ¥ 

99 f r l l vr 

調査位置図

7
 

（調査件名： 09-94-51)

遺

遺

構：なし

物：土師器 ・須恵器

高

校

D
 

遺跡位置図 調査位置図
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8 北山廃寺、北山三嶋遺跡

種別 ：試掘調査 遺構： 一

所在地 ：紀の川市貴志川町北山字森ノ坪 遺物 ：土師器、須恵器、黒色土器、瓦

く調査の経緯＞ 平成 20年度の中山間地区総

合整備事業（北山地区）に伴う発掘調査で窯跡が

確認されたことから、埋蔵文化財包蔵地の北側及

び東側の谷状地形で、窯跡及び窯跡関連遺構が展

開する可能性が考えられた。このため、那賀振興

局地域振興部農地課と協議の上、当該地点におけ

る試掘調査を実施することとした。

く調査成果＞ 10~14トレンチを設定し調査

を実施した。基本土層の違いから 10トレンチと

11~14トレンチに分けて報告する。＊平成 19年度確認調査から の連番

遺跡位置図

10トレンチ 1層：現代水田耕作土。2層：近現代の造成土で 5層の二次堆積と判断される。3層・

水成堆積土層で、遺物は包含しない。4層：湿地帯の堆積土層で 4層に細分できる。古代～中世

の帰属である。 5層：自然堆積の地山である。

4a層上面で精査を行ったが遺構は検出されなかった。遺物は 4層から瓦、瓦器、須恵器、土

師器が出土した。

11トレンチ～ 14トレンチ 〇層：現代盛土。 1層：現代水田耕作土。 2層：近現代の造成土で

6層の二次堆積と判断される。 3層：旧耕作土。4層 ：水成堆積層である。古代に帰属する土器

の細片を含むが、台地周辺部からの流れ込みである可能性が高い。5層：古代～中世の河川堆積

土層。6層：自然堆積の地山である。

11トレンチ 11-1、11-2トレンチを設定した。4層上面で精査したが遺構は検出されなかっ

た。 4層から土師器、須恵器、黒色土器が、 5層より平瓦、瓦器、須恵器、土師器が出土した。

12トレンチ 遺構は検出されな

かった。5層から土師器、須恵器が

出土した。

13トレンチ 遺構は検出されな

かった。5層から瓦が出土した。

14トレ ンチ 遺構は検出されな

かった。6層は北方向へ大きく傾斜

し、 トレンチ南端より1.5mで東西

方向の傾斜変換線を確認した。5層

から瓦が出土した。

く調査所見＞ 10トレンチでは 4

層堆積段階の古代～中世に滞水状

態にあり、付近は湿地帯の環境を形

成していたものと推定される。また 埋蔵文化財包蔵地
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11~14トレ ンチでは 5層が河川堆積であり 、5層堆積段階の古代～中世には当該 トレ ンチの所

在する谷状地形の底部付近に自然流路が存在したことが推定される。

調査対象地の谷状地形は南北に平行して延びる二つの谷が 14トレ ンチ付近で合流する形状を

呈するが、以上の調査成果より、古代～中世段階には比較的規模の大きい北側の谷では流路が存

在し、流路は南側の谷との合流地点を経て、調査対象地を南東方向へ流れていたものと推定され

る。一方、南側の谷は比較的小規模であること、また合流地点における谷開口部が狭小であるこ

とから、流路の存在を仮に想定しても滞水状態になりやすい地形が想定され、沼地ないしは湿地

帯を形成していたものと推定される。

また、瓦を主体とする各 トレンチ出土遺物については、 出土点数が少ない。南東側のトレンチ

ほど出土量は減少し、焼土、炭化物なども出土しないことから灰原が付近に所在することも想定

しがたい。さらに、（財）和歌山県文化財セン ターによ る調査で、台地北縁及び東縁部において

窯跡及び窯跡関連遺構は検出されていないことから 、10~14トレンチに近接する谷状地形斜面

において窯跡関連遺構は展開しないと判断した。

一方、 前述のように平成 20年度本発掘調査 5区では古代および中世の窯跡が検出され、以北

の台地北東縁斜面に窯跡及び灰原などの窯跡関連遺構の展開が推測されるが、上記の調査成果よ

り、当該遺構は試掘調査対象地まで展開しないものと判断される。
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神野々 I遺跡

種別：確認調査

所在地：橋本市神野々地内

く調査の経緯＞ 県道山田岸上線道路改良工事

予定地の一部が神野々 I遺跡内に位置するため、

平成 18• 19年度実施の第 1• 2次確認調査 （1

~ 9トレンチ）に引き続き第 3次確認調査(10

トレンチ）を実施した。

，
 

（調査件名： 04-30)

遺

遺

構．・な

物：土師器

し

く調査の成果＞

基本土層 第 1次確認調査時の土層名を用いる

が、本確認調査では 1~4層は確認されなかった。

1層：現代水田耕作土、 2層 ：現代水田耕作土の

床土、 3層：中世以降の旧耕作土、 4層：弥生土器 ・土師器等を包含する遺物包含層、

物を包含せず自然堆積による地山と判断される土壌である。

幅 2mX長 6mのトレンチである。厚さ約 3.3mの盛土が堆積しており、盛土下

で5層を確認した。 5層上面の標高は 86.lmである。10トレ ンチでは 1~4層が所在しないこ

とから、盛土堆積以前に削平を受けているものと考えられる。

く調査の所見＞ 今回の調査対象地では、5層上面の標高が西側の本調査区の谷状地形よりも

さらに低く、東側の吉原川沿いの開析谷斜面に連続している。削平を受けた後近現代になって 3

m以上の盛土による大規模な地形改変が行われたとみられる。

調査対象地の現況は、文化財センター調査区東側に隣接するものの、両地点間を南流する水路

を境界として高低差 2m以上の擁壁をもち以東が平坦面となっている。この段差および平坦面形

成は旧地形の削平および盛土によるものと判断されることから、埋蔵文化財が存在する可能性は

極めて低い。このため 10トレ ンチを含む図示範囲については慎重工事の取扱いとした。

遺跡位置図
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10. 福田下遺跡 （調査件名 ：09-94-10)

種 別：工事立会・試掘確認調査

所在地：海草郡紀美野町福田地内

く調査の経緯＞

遺構：土坑、溝、ピット

遺 物：弥生土器、土師器、須恵器、瓦器等

町道福田松瀬線道路改良工事に伴い工事立会及

び試掘確認調査を実施した。

く調査の成果＞

調査は 1~10トレ ンチを工事立会、11~15

トレンチを確認調査により実施した。

基本土層 (1~14トレ ンチ） 0層：現代盛土。

l層：現代水田耕作土。 2層：旧耕作土。3層

遺物包含層で、 1,8トレンチで確認した。4層： 遺跡位置図

水成堆積層で、 8-3 •10·14 トレンチで確認した 。 5 層：自然堆積の地山層。

1 ~7, 8-1, 8-3, 9-2,10,14トレンチ 遺構は検出されなかった。

8-2トレンチ 5層上面でピット及び土坑等の遺構を検出した。 5層上面の標高は 77.4m~

77.6mである。

9-1トレンチ 5層上面でピット及び土坑などの遺構を検出し、遺構 9-1より土師器が出土し

た。5層上面の標高は 77.9m~78.lmである。

11 • 12トレンチ 5層上面でピット、土坑及び溝を検出した。5層上面の標高は 11トレンチで

78.7m~78.Sm、12トレンチで78.6mである。2層より土師器ないし弥生土器、須恵器、瓦質土

器、瓦器が出土した。また遺構 11-1より土師器ないし弥生土器が出土した。

13トレンチ 5層上面で複数のピッ トを検出した。5層上面の標高は 79.3mである。

基本土層 （15トレ ンチ） 0層 ：現代盛土。 1層：現代水田耕作土。2層：旧耕作土。3層 ：盛土。

4層：旧表土。5層 ：自然堆積の地山である。

15トレンチ 遺構は検出されなかった。5層上面の標高は 80.5~80.7mである。

く調査の所見＞ 調査対象地のうち 8-2 • 9 -1 • 11~13トレンチで遺構の展開を確認した。

8-2トレンチ以南に位置する 8-1 • 1~6トレンチにかけては貴志川を起囚とする開析谷に向

かうことから、遺構の展開する可能性は低いと判断され、 8-2トレンチ付近が対象地の遺構展

開範囲の南限を示すと考えられる。

8-3及び7,10トレンチ付近は弱い谷状地形で湿地帯を形成していた可能性が高く、昭和 55

年度調査 トレ ンチ付近が湿地帯以北における遺構展開範囲の南限の可能性が高い。

9-1トレンチから 13トレンチ間では遺構の展開が確認された。付近は南西側の谷状地形底部

に向かって緩やかに標高を下げる。この地形のうち比較的標高の高い範囲に遺構が展開するもの

と考えられる。なお、 9-2トレンチでは遺構は確認されなかったが、近接する昭和 55年度調査

区での遺構分布状況から、遺構の展開範囲と判断される。

14トレンチ以北では、谷状地形で不安定な堆積環境にあり、 15トレンチは積極的な土地利用

がなかったものと推定され、遺構の展開しない範囲と判断される。

5層上面で確認した埋蔵文化財は、中世を下限とし、一部弥生時代に帰属する遺構を含む可能性がある。

この結果、町道福田松瀬線道路改良工事に伴い記録保存のための本発掘調査を実施することとなった。
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11.西飯降 II遺跡

種別：工事立会

所在地：伊都郡かつらぎ町西飯降宮崎

（調査件名： 09-94-8)

遺構：なし

遺物：弥生土器

• 

遺跡位置図 調査位置図

12.福田下遺跡

種別：工事立会

所在地：海草郡紀美野町福田 67-6

（調査件名： 09-94-6)

遺構：なし

遺物：なし

／
 

一

心
．
．

，．．．．‘, .-.. 1
.I
i

.

 

．
 • 

遺跡位置図 調査位置図

13.蓮華寺遺跡 （調査件名： 09-94-67)

種別：工事立会

所在地：海草郡紀美野町下佐々 630、636-1 遺

遺構：なし

物：瓦器片・土師器片

遺跡位置図 調査位置図
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14.藤並地区遺跡 （調査件名： 05-94-7、08-94-49)

種別：試掘・確認調査

所在地：有田郡有田川町天満地内

く調査の経緯＞

遺構：なし

遺物：土師器

県道吉備金屋道路改良工事に伴い第 6次試掘・

確認調査を実施した。

く調査の成果＞

トレンチは、道路本線及び工事用道路範囲に相

当する低丘陵部分に 35~45• 55 • 56トレンチを

設定し、道路本線が町道土生池線と交差する低丘

陵東側の平野部に 46~52トレンチを設定した。

さらに、今回の調査対象地のうち最も西側に位置 遺跡位置図

する橋脚設置予定範囲に 53• 54トレンチを設定した。

①35~45・55・56トレンチ 基本土層 1層：果樹園に伴う耕作土。2層：果樹園造成に伴う盛土。

土質より 4・ 5層の再堆積土 と推定される。 3層： 38トレンチでのみ堆積が認められる水成堆

積層。4層：自然堆積の地山。5層：軟質岩盤。

35~37トレンチ 低丘陵部分中央を南北に走る谷状地形に沿って設定 した。いずれも 1層下に

2層が厚く堆積しており、 2層直下で 4層を確認した。4層上面では遺構は検出されなかった。

37トレンチでは、東側で 4層が段状に整形されており、 2層堆積以前に地形の改変が行われて

いる。遺物は 35• 36トレンチ 2層より土師器の細片が出土した。

38トレンチ 35~45 • 55 • 56トレンチのうち最も現況の標高が低い谷状地形底部に設定した。

1・2層下に水成堆積である 3層が厚く堆積する。 3層は 3d• 3f層で植物遺体を含み、 3b層が泥

炭質である。掘削範囲下に 4層が堆積すると推定される。以上の所見及び現地形か ら、当該 トレ

、:I 調査対象地

トレンチ配置図(S=l/3,000)
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ンチ付近は 2層堆積以前には小規模な流路が存在していたものと推定され、一時滞水状況にあっ

たものと推定される。

39~41トレンチ 低丘陵部東側に設定した。 1• 2層下で 4層及び5層を確認した。4• 5層

上面では、攪乱が確認された他、 遺構は検出されなかった。4• 5層上面の標高は、 41トレンチ

付近を最も高所として、東西方向に標高を下げる。

42~45トレンチ 低丘陵部西側に設定した。 1• 2層下で 4層及び 5層を確認した。4• 5層

上面では遺構は検出されなかった。4• 5層上面の標醐は、西側へ大きく上がる。

55 • 56トレンチ 低丘陵部西側の頂部付近に設定した。 1• 2層下で 4層及び 5層を確認した。

4・ 5層上面では遺構は検出されなかった。
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38トレンチ
W .. E 

v ＇’｛: ---→ 
21 .Q五←一ーニ\/—--
言，—

3亨三ご変］
~ --' 
下＼迪ー」 ー

I 3f I 
．．  

し----

39トレンチ
w 

三二三三
-- -- --‘-

¥「 2b ―r
し」―-- -- -- 、

2c 

38トレンチ 3a 褐灰色（1OYR5/1)シルト～細砂

1a 黒渇色（10YR3/1)細砂 3b 黒色（ 10YR1.7/1)泥炭

1b 黒渇色（10YR3/2)細砂 3c 灰白色（10YR7/1)粗砂～中砂

2a 明黄褐色（10YR7/6)細砂 3d 黒褐色（1OYR3/1)シルト～細砂

2b 明黄渇色（10YR6/6)細砂～中砂 3e 灰白色(10YR7/1)粗砂～中砂

2c 灰黄褐色（10YR6/2)細砂 3f 黒渇色(10YR3/1)シルト～粗砂

E 
7 

24.0m 

39トレンチ 23.0m 
1 灰黄褐色（10YR4/2)細砂

2 にぷい黄褐色（10YR5/3)細砂

4a にぷい黄橙色（10YR6/4)細砂～中砂

5e 明黄褐色（10YR7/6)

／》

40トレンチ E 

_ Wこ三□三□言三二言デ三二二二三三三□三二三二ニ笙5m

L------~  --’  

5e 

5d 

,, 40トレンチ

1 灰黄褐色（10YR4/2)細砂

2 にぷい黄褐色（10YR5/4)細砂

5d 明黄褐色（10YR7/6)軟質岩盤

5e 浅黄橙色（10YR8/4)軟質岩盤

トレンチ平面図・断面図(S=l/100)
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②46~54トレンチ 基本土層 〇層：現代の盛土。 1層 ：近現代水田耕作土。 2層 ：近世陶

磁器及び瓦器を包含することから、中世～近世の旧耕作土と推定される。 3層 ：53トレンチで

堆積が認められる水成堆積層。4層：自然堆積の地山と判断される。

46トレンチ 1 • 2層下で 4層を確認した。 4層上面では、耕作痕とみられる 2層の落ち込み

が確認されたが、遺構は検出されなかった。4層は東側へ傾斜することから、当該 トレンチの西

側に広がる低丘陵部が、緩やかに東側へ傾斜して平坦面に移行する自然地形を反映しているもの

と考えられる。また2層の堆積状況から 、当該 トレンチ付近が 2層堆積範囲の西端であると推定

される。

47~49トレンチ 1 • 2層下で 4層を確認した。 4層上面では、47トレ ンチで耕作痕とみら

れる落ち込みが確認されたものの、遺構は検出されなかった。 4層上面の標高は、 標高 18.7~

18.8mとほぼ一定する。

50~52トレンチ 1 • 2層下で4層を確認 した。 4層上面では、 51• 52トレ ンチで耕作痕 と

みられる落ち込みが確認されたものの、遺構は検出されなかった。また4層上面の標高は、47

~49トレ ンチ よりも標高が約 0.1~0.5m高い こと から 、47~49トレ ンチ付近よりも 北ない し

北東側に緩やかに標高を上げる 旧地形が推定される。

--—· A9-----
1-―灰万藷伍只10YR4/2)細砂 4a にぷい橙色（7.5YR6/4)中砂
2 にぷい黄橙色（10YR6/4)細砂 4b 橙色（7.5YR6/6)細砂

42トレンチ
25.0がW

24.0QJ_ 
E
 

4a 

43トレンチ

27.Q堕

26.0m 

1 灰黄褐色（10YR4/2)細砂
2a にぷい黄褐色(10YR5/4)細砂
2b にぷい黄橙色（10YR6/4)細砂
2c にぷい黄褐色（10YR5/4)細砂～中砂
2d にぷい黄褐色（10YR5/4)細砂～中砂（にぷい橙色プロソク含む）
2e にぷい橙色(75YR6/4)細砂
5a にぷい橙色（7.5YR6/4)軟質岩盤
5b 橙色（7.5YR6/6)軟質岩盤
5c にぷい橙色(7.5YR6/4)軟質岩盤

5b 

- 45トレンチ

E
 

z
 

w 

56トレン3:om¥：ー□三己戸二こ二言：言三ここ三＝ア 5包‘レンチ ／ w 

一 悶雷嘉t/4)細砂悶悶翻霜霜関～中砂36旦m□□□：ロニロ［ロニ：ブ□
、← •—- -—- — 5a 

1 灰黄褐色（10YR4/2)細砂
2 にぷい黄橙色（10YR6/4)細砂
5a にぷい橙色（7.5YR6/4)軟質岩盤
5b 橙色(75YR6/6)軟質岩盤

4a 

、_,..

: 1 

► I I~ I Sa 
4 

1 褐灰色（10YR4/1)細砂llィ 2 にぷい黄褐色（10YR5/4)細砂
5a 明黄褐色（10YR6/6)軟質岩盤

← 

トレンチ平面図 •断面図 (S=l/ 100)
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53 • 54トレンチ 53トレ

ンチでは 1• 2層下の標高

17.0m以下に、 3層が厚 く堆

積する。掘削範囲下には 4層

が堆積すると推定 される。54

トレンチでは 1 • 2層下で 4

層を確認したが、この上面で

遺構は検出されなかった。

く調査の所見 ＞ 35~

45 • 55 • 56トレンチ 低丘

陵部に設定したトレンチでは

遺構は検出されなかった。調

査対象地の丘陵部は近現代

の果樹園造成に伴い 2層堆積

以前に大規模な地形改変を受

けていることが明らかになっ

た。付近は本来遺構が展開し

ないか、極めて希薄な範囲で

あると推定される。

46~52トレンチ及び 53• 54 

トレンチ 低丘陵東側の平野

部及び調査対象地西側に設定

した トレンチでは遺構は検出さ

れなかっfへ調査対象地の平野

部は中世段階以降には耕作地

として利用されていたことが明

らかになったものの、当該期以

前には目立った土地利用はな

かったものと推定される。

なお、 52トレンチの北東約

40 mの第 1次確認調査 1~3

トレンチ （平成 18年度実施）

でも同様に遺構の展開が認め

られないことから、少なくと

も工事対象地内で御坊湯浅道

路付近より以西に広がる微低

地においては遺構の展開しな

い範囲であると判断される。

46トレンチ

ー

＼
 

・̀ 

＼
 m

-゜゚
2
 

47トレンチ
w 

／ E 

Oa 

Ob 

／ 

＇ー
／ 

46トレンチ
Oa にぷい黄褐色（10YR5/3)
Ob 黒褐色（10YR3/1)中砂

1a 褐灰色（ 1OYR4/1)細砂

1b 黄渇色（10YR5/6)細砂～シルト

2c 褐灰色(10YR6/1)細砂～シルト

2d 褐灰色（10YR5/1)細砂～シルト

4a 灰白色(NS/0)
4b 橙色（7.5YR6/6)中砂

4c 灰白色(NS/0)

47トレンチ
0 にぷい黄褐色(10YR5/3)

1a 渇灰色（10YR5/1)細砂

1b 黄褐色（10YR5/6)細砂

2a 灰黄渇色（10YR6/2)細砂

2b にぷい黄渇色(10YR5/4)細砂

2c 渇灰色（10YR6/1)細砂

2d 褐灰色（10YR5/1)細砂

4a 渇灰色（10YR4/1)細砂

4b 灰白色（10YRB/1)粗砂

E 

_ ¥ 1 20.0m 

゜
／ 

ー＿ー --------

: ---—プ 1 9 .0m
---

48トレンチ E
 

20.0州
＼ 

＼ 

’――— ご
19.0m t::: 

Oa 

| ー／ ， ／ 

4 / 

-----' 

Ob , 48トレンチ

- ---1 oa にぷい黄褐色（10YR5/3)

1a ob にぷい黄橙色（10YR7/2)細砂

ニ＝＝— -ih .̀  ―-- ----—--→ 1a 褐灰色(10YR5/1)細砂

三l- 1b 明黄褐色(1OYR6/6)細砂

' 2a 褐灰色(10YR6/1)細砂

2b にぷい黄褐色（10YR5/4)1111砂

2c 褐灰色（10YR5/1)シルト～細砂

2d 褐灰色（10YR6/1)シルト～細砂

4 灰色(N6/0)シルト

49トレンチ
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＼ ， 
20.0_1!!_ ¥ 

Oa 
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トレンチ平面図・断面図(S=l/100)
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また各 トレ ンチの 4層上面の標寓を比較すると 、南西側で低いことから 、低丘陵の東側に沿っ

て弱い谷状地形が存在するものとみられる。 さらに西側に位置する 53• 54トレンチ付近では標

高が低く 、水成堆積層が存在することから付近は不安定な堆積環境にあることが推定される。

たがって、調査対象地付近の平野部は、弱い谷状地形が入り込みながら西側へ緩やかに傾斜する

し

旧地形が復元される。

第 6次試掘 ・確認調査結果、遺構の展開が認められないことから、確認調査対象地は記録保存

目的の本発掘調査を要しない範囲であると判断される 。

50トレンチ
E 

19.0m' 

w 
―7 
＇ ／ 

---← 4；； ヽ
~/ 

、ヽ 4c '
＼ ／ 

‘---' 

50トレンチ
1a 褐灰色(10YR4/1)細砂
1b にぷい黄褐色（10YR5/4)細砂
2a 褐灰色(10YR5/1)細砂
2b にぷい黄橙色（10YR7/4)細砂 黄褐色混じる（10YR5/6)細砂混じる
4a 明黄渇色（10YR7/6)細砂～シルト
4b にぷい黄橙色（10YR6/3)細砂～シルト
4c 灰白色(N7/0)シルト

51トレンチ
w_ 

＼ ， 
＼ ， 
＼ 

20.0m' 
一＼， 

＼ 

19.0.!!l ＼ 

'---- -~-

51トレンチ
〇 明黄褐色（10YR6/6)細砂
1a 渇灰色（10YR6/1)細砂
2b にぷい黄橙色（10YR6/3)細砂～シルト
2c-1にぷい黄渇色（10YR5/3)細砂

2b 
石〒＝＝今

- -- -- -- -- -- -- -、べ•一

、一 4b 
-̀-------

2c-2褐灰色（10YR6/1)細砂～シルト
4a にぷい黄橙色 (10YR6/3)細砂～シルト
4b にぷい黄橙色（10YR6/4)細砂～シルト
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トレンチ平面図・断面図(S=l/100)
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53トレンチ
0 にぷい黄渇色 （10YR5/3)細砂
1a 褐灰色（10YR6/1)細砂
1b 明黄褐色(10YR6/6)細砂
2a 灰黄褐色（10YR6/2)細砂

2b 灰黄褐色(10YR5/2)シルト～細砂
3a 灰色(N5/0)シルト
3b 灰色(N4/0)シルト
3c 灰白色 (N7/0)シルト～細砂

54トレンチ
Oa にぷい黄渇色（10YR5/3)細砂
Ob 黒褐色（1OYR3/1)粗砂
la 褐灰色 （10YR5/1)細砂
lb にぷい黄褐色(10YR5/4)細砂
2b 灰黄褐色（10YR5/2)細砂
2c 褐灰色（10YR6/1)細砂
4a 浅黄橙色〈10YR8/3)シルト

52トレンチ
Oa 褐灰色（10YR6/1)パラス
Ob 褐灰色（10YR4/1)細砂
2a 灰白色（10YR7/1)細砂
2b にぷい黄橙色（10YR6/4)細砂～シルト
2c 褐灰色（10YR5/1~6/1)細砂
4a 明黄褐色(10YR7/6)細砂

54トレンチ
SE NW 

I 

、 Oa I 
ヽ I

\ 、 1三＝＝三正~1a
17gm＼二＝三二三一

← ヽ
------..J  
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15.岩野河遺跡

種別：試掘・確認調査

所在地：有田郡有田川町岩野河地内

（調査件名： 07-94-9)

遺構：溝

遺物：サヌカイト剥片、縄文土器片

く調査の経緯＞ 和歌山県が国道 480号線道路

改良工事を計画したが、その予定地の一部が周知

の埋蔵文化財包蔵地岩野河遺跡に該当したため、

事前に確認調査を実施した。

く調査の成果＞ 国道 480号線拡幅地を対象地

とする。包蔵地外の 1~3トレンチは試掘調査と

して、包蔵地内の 4~6トレンチは同確認調査と

して実施し、併せて計6トレンチの試掘確認調査

を実施した。
遺跡位置図

基本層序 6つの層に大別し、各大別層についてはトレンチごとに細分を行った。0層は 1~3 

及び5トレンチで確認した現代造成土で、 1層は現代耕作土、 2層は旧耕作土で、 1層同様近現

代の耕作土とみられる土壌である。3層は、 4 • 6トレンチの 2層旧耕作土下で検出した黄褐～

褐灰色系の土壌で、 4トレ ンチではサヌカイ ト剥片、縄文土器片のほか瓦器片が出土した。4層は、

4・6トレ ンチの地山上に堆積する黄色系土壌で、 4トレ ンチでは縄文土器片が出土した。上面

では、 4・6トレンチともに壁面で溝の断面が確認された。5層は、遺物の出土が認められず自

然堆積で、地山とみ られる層である。ほぱすべてのトレンチで円～亜円礫を主体とする砂礫層で

ある。上面では、 4・6トレンチで遺構を検出した。

1トレンチ 1.9 X 6.3mのトレンチで、現 GL-0.5m前後で円礫を多量に包含する水成堆積層

とみられる 5層を検出した。5層上面で精査したものの、遺構・遺物とも検出されず、 5層の特

徴から洪水による堆積とみられ、遺構が展開しない範囲と推定される。

2トレンチ トレンチの大半で現 GL-0.8m程度まで撹乱され、標高 102.Sm前後で 5層を検出

したが、遺構・遺物とも検叫＼されなかった。 ＼ ／ ／ 

,. / ‘ 一 ー^ デーニ ／チロ ・立

．りり＿`況—~ ~ ` ~ --マーバr―”“;

必／ ‘-~て-- 足仁三□＇プ 2マ霊，← ら`一：争、:.:・,:夕/雪-弓 ,"‘ー','r: : ], •ヽ・パ三ミ言戸；

知疇 グメ•' ,,ジ．， 亡こ＇一～：：：、：：、ノ

／ ／ ＼ 

/‘•3 —’3 ~’ 。
唸

令‘
、⇔

＋
、

/ / +‘¥。

トレンチ位置図 S=l/1500
。
念

S
・‘

も
て

＼
 

＋
、

-61-



lトレンチ 2トレンチ
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一
Oa 造成土 5a 黄橙色(lOYR7/8)シルト質土

Ob 黒色(N2/)砂質土撹乱土 ］0cm程度の円礫30％含む
1 黄灰色（2.5Y4/2)砂質土 5b 黄灰色（2.5Y6/l)砂礫上
2 オリープ里色(lOY3/l)シルト質上

3トレンチ

Oa 造成上
Ob II音緑I火色(5G4/l)中砂

Oc 青灰色(lOBG6/l)シルト質十．

Od 緑灰色(lOGY6/l)砂質上
5 明黄褐色(]OYR7/6)砂礫土

3トレンチ GL -0.5mで5層を検

出したが、遺構・遺物は検出されな

かった。

4トレンチ 2層の旧耕作土下の標

高 103.5m付近で検出した 3層上面

では遺構は検出されなかった。標高

103m付近の 5層上面では直径 30cm

程度の土坑 2基を検出した。また、

断面では 4層上面から掘削されてい

る溝を確認した。

5トレンチ GL -l.5m程度掘削し

たところ、大半が破砕礫による埋土

であったが、壁が崩落したため、調

査の継続を断念した。

6トレンチ 標高 101.9m付近で砂

礫土を主体とする 5層を検出し、そ

の上面で溝 2条を検出したほか4層

上面から掘削される溝 2条を断面で

確認した。

く調査の所見＞ 4・6トレンチ

では、断面での確認にとどまるもの

の、 4層及び5層上面で溝・土坑等

の遺構を検出した。帰属時期は 4層

上面の遺構が中世以前に、 5層上面

の遺構が縄文時代に帰属すると推定

できることから、縄文時代と中世に

帰属する埋蔵文化財が展開する公算

が高いため、記録保存目的の本発掘

調査を要すると判断した。

Oa 造成土
Ob 青灰色(5BG6/l)シルト竹ナ

Oc 明オリーブ灰色(25GY7/1)シルト質土
l 灰白色(N7/)砂質土

2 明黄褐色（2.5Y7/6)シルト質土

4トレンチ

5a 礫層
5b 灰白色（lOYRS/1)シルト質七
5c 浅黄色(25Y7/3)シルト質土

5d 礫層

l にぷい黄橙色（10YR7/3)砂質土
2 褐灰色（10YR6/l)シルト～砂質土

3 橙～明黄褐色（75~IOYR6/6)砂礫土
4a 灰黄褐色(lOYR5/2)砂礫土
4b にぶい貞橙色(lOYR6/3)砂礫上

---

5e 淡黄色(25Y8/4)シルト質土
5f 暗灰黄色(25Y5/2)砂礫十

5g 明巽褐色（2.5Y7/6)シルト質上
5h オリーブ褐色(25Y4/3)シルト質土

5a 褐灰色（10YR4/l)シルト質十
5b 橙色(75YR7/6)砂硬上

5c 明黄褐色(10YR7/6)シルト質土
A 黄灰色(25Y6/l)砂質I
B 甲褐色(lOYR3/l)シルト質上

土質砂
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e I la 褐灰色(lOYR4/l)砂質土
lb 黄灰色（2.5Y5/3)粗砂

2 灰褐色（7.5YR4/2)シルト質上

3 褐灰色(lOYR4/l)シルト質土
4a にぶい黄橙色 00YR6/4)シルト～砂質土
4b灰黄色(2.5Y6/2)砂礫土

と］

4c 緑灰色 (10G6/1)シルト

4d 黄灰色（2.5Y6/l)シルト
5 にぶい黄橙色(lOYR7/4)砂礫土
A 灰白色（7.5Y7/l)シルト～砂質土
B 灰色 (5Y5/l)砂礫土

トレンチ平面図•土層図 S= l/100
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16.堅田遺跡 （調査件名： 09-93-33)

種別：本発掘調査 遺構：溝、掘立柱建物、土坑、ピット

所在地：御坊市湯川町財部 612 遺物：弥生土器、須恵器

く調査の経緯＞ 周知の埋蔵文化財包蔵地堅田

遺跡で個人住宅建設が計画されたため、平成 21

年 1月14• 15日に御坊市教育委員会により確認

調査が実施された。その結果、溝や柱穴等が検出

されたため、遺跡の現状保存が不可能な範囲につ

いて事前に記録保存のための本発掘調査を御坊市

教育委員会が実施し、県教育委員会が支援をした。

＜既往の調査＞ 平成元年度に調査対象地の南

側で実施された調査では弥生時代中期 ・後期、古

墳時代の竪穴住居が検出された。 また、

平成 9年度には日高郡術跡とみられる奈

良時代の建物群、平成 10年度には国内

最古級のヤ リガンナ鋳型を出土した弥生

時代前期の環濠集落跡が発見された。

く調査の成果＞ 確認調査後に造成工

事が行われたため、地山面直上ま で耕作

土が漉き取 られていたが、造成工事に際

しては、御坊市教育委員会が工事立会を

実施 している。 地山面上で、 遺構を検出

した。検出した主な遺構は以下のとおり

である。

遺跡位置図

調査区位置図 S=l/5,000 

溝 1~3  南北方向に平行する溝を 3条検出した。いずれも V字の断面形を示し、 出土遺物か

ら弥生時代に帰属する。なお、溝 2は埋没後、後述する掘立柱建物 2が機能した後、溝 2が再掘

削されていたことが確認できた。

掘立柱建物 1 柱穴 4 • 5 • 12で構成される柱穴列である。重複関係から溝 2埋没後に機能し

たとみられる。

掘立柱建物 2 柱穴 6• 7 • 8 • 9 • 10 • 11で構成される東西 2間、南北 1間の建物である。

溝 2b層堆積後、a層堆積前に掘削されたことが確認できる。柱穴 11からは弥生土器が出土した。

出土遺物 1は溝 1から出土した弥生土器壺底部である。2から 5は確認調査、工事立会で出土

した遺物で、包含層からの出土とみられる。2は弥生土器v様式甕口縁部、 3は有溝土錘、 4は

須恵器甕胴部、5は須恵器壺底部である。

く調査の所見＞ 今回の調査では、主として弥生時代の遺構とみられる溝、掘立柱建物を検出

し、調査区よりも北東方面に遺構が展開すると予想される。一方、遺物は出土したものの奈良時

代の日高郡術跡に係わる遺構は検出されなかったことから、奈良時代の遺構は調査区以南を中心

に展開すると予想される。
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造成上 2.5Y4 2（暗灰黄色）砂礫七

10~15cm曲角～角礫 5％含む

一部5BG4/l（暗肯灰色）砂礫土
15cm)く 角礫7％含む

確認調査埋め戻し上 2.5Y5/2（暗灰黄色）粘質十．

地山 A 10YR6/6（明黄褐色）シルト質七
酸化マンガン粒3％以下

B 10YR6/6（明黄褐色）シルト質土
醗化マンガン粒10％含む 漸移的に

C 75YR6/6（橙色）シルト質上 ］ 変化
酸化鉄・マンガン粒5％含む

溝1 al 10YR8/l（灰白色）シルト質土
クサレ礫3％含む

a2 IOYR2/l（黒色）シルト質土
クサレ礫3％含む

bl 2.5Y5/l（黄灰色）シルト質土
クサレ礫l％ 酸化マンガン粒1％含む

b2 10YR7/2（にぶい黄橙色）シルト質土
酸化マンガン粒5％含む

溝2 a 10YR3/l（黒褐色）シルト質土
10YR5/2（灰黄掲色）シルト質上
7.5YR6/l（灰色）シルト質土3％含む

酸化マンガン粒1％含む

溝3 a 10YR2/2（黒褐色）シルト質土

£菖i C., l l菖i
~, ----------- -------------------

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ---- - - - --- --- - - -.― - - - - - - - - --r  

丁呼1配

叩
＼三□□□□ーロ

1 本調査区溝 1 b陪

2 造成前漉き取り工事立会 溝 l東
3 造成前漉き取り工事立会 溝 3 • 4付近
4 造成前漉き取り 工事立会 溝 l• 2付近

5 擁壁ユ事立会 （西壁） 3
 口

□1
:
 

ロ

トレンチ平面図・土層図
S=l/100 

出土遺物実測図 S=l/4 

ヽ,,. ;., ~, 

ふ、外靡仔 ―□-II；亘9
＇ 
, 4 

口／
17. 堅田遺跡

種別：工事立会・確認調査

所在地：御坊市湯川町財部 651

く調査の経緯＞

和歌山県日高総合庁舎耐震改修建築工事に伴う

（調査件名： 09-94-56• 09-94-41) 

遺構：ピット

遺物：弥生土器、土師器、須恵器

工事立会及び確認調査を実施した。

く調査の成果＞

調査区の位置 調査対象地は堅田遺跡の範囲の

南東寄りに位置し、周辺は店舗、住宅などが立ち

並ぶ市街地の一角となっている。

既往の調査成果によれば、調査対象地より北側

で主に弥生時代中期～古代の遺構が展開するこ

と、また調査対象地より西側では主に弥生時代前

期の遺構が展開することが推定される。

調査区の配置 面積狭小な範囲については工事立

会 (1~6トレンチ）、それ以外につ いては 7、

8トレンチを設定し確認調査を実施した。

基本土層 現地表の現代盛土以下で 1層～ 4層

の土壌を確認した。 1層 ：現代水田耕作土、 2層

遺跡位置図

中●ポンフ渭B鵬分

中ー・＇；公：て，？． ．．一

i チ 3トレノチ 4トレノチ 5トレノチ

：］ 
斤 ~--... 

トレンチJ. り`＇
し̀‘̂ ^̂ 「̂ン

ー す— ‘ •… ,c::: •＇一9 ，.- 1~6トレンチ工事立会
オイルタンク巾9緻分 7 • 8トレンチ 確認講査

調査区配置図 S=l/100
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旧耕作土で 2a、2b、2c層に細分される。

3層 ：出土遺物か ら弥生時代の遺物包

含層と考えられる。4層：自然堆積の

地山である。

各々幅 2mX長2m

のトレンチである。各 トレンチは南半

1 ~3トレンチ

が既設建物基礎により攪乱を受けてい

た。GL-1.8~2.0m（標高 2.7~2.8m)

で地山 (4層）を検出したが、

面で遺構は確認されなかった。

1トレンチ
＼＼・-一ー •• ! E 

{h,  

I 
ヽ

4 (lm _ ! -
Ob 1 

-. I 
I 

I 
＼ 辛二三2b-

マ•一，9

l ~ 5•8トレンチ
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lb 灰貨掲色{IOIR62)細紗

2a 褐1火色(!OYR6I)シルト一細砂

2b にぷい貨柑色 110¥R631111砂

2c 渇 l•li色 I IOYR6 11111砂
3 褐灰色 10¥RlI)シルト～細砂

4 UI凶掲色91(lYR66lIll砂
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各々幅 2mX長 2m

のトレンチである。南半が既設建物基

礎により攪乱を受けていた。工事予定

深度である標高 2.6mまで掘削したが

4層は検出されず、さらに下位に堆積

しているものと考えられる。

対象地の南西に設定した

4・5トレンチ

6トレンチ
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□ 
幅 lmX長 2mのトレンチである。

GL-l.4m（標高 2.6m)で4層を確認し

た。 4層上面で直径 15cmのピット 1

基を検出した。所属時期は不明である。

幅 1~2m X長 3.3mの

トレンチである。GL-l.4m（標高 2.7m)

4層上面で遺構は検出されなかった。2c層より土師器片 1点が、

一ー―

〇 灰色IN60) 
la 褐灰色（IOYR6I)細砂

2a 灰褐色(IOYR6/2)細砂

2b にぷい貨悦色IIOYR6/4)1111砂

2c 灰白色OOYR711)シルト～細砂

3 褐灰色（IOYR4I)シルトー細砂

4 Iこぷい貨橙色（IOYR7/4)シルト

トレンチ平面図・断面図 S=l/100

〇 褐色(90YR414)砂代上

la 渇9天色(90YR69)細砂

2a 灰褐色(IOYR6/2)11H砂

2b 9こぷい黄柑色IIUYR6/4)細砂

2c 灰,,,色()0YR7Il)シルト～細砂

4 9こぷい貨橙色（IOYR74)シルト

7トレンチ

で4層を確認した。

弥生土器片が3点出土した。

幅 1.2mX長 2.2mの トレンチである。GL-l.5m（標高 2.7m)で4層を確認した。

層上面で遺構は検出されなかった。3層から弥生土器が 1片出土した。

〈調査の所見〉 各トレンチの 4層上面の標高は、 1 ~3 • 6~8トレンチでは L=2.6~2.7mで

ほぼ一定する。一方、対象地北東に位置する 4 • 5トレンチでは 4層は掘削した工事深度内では

確認されず、 L=2.6mよりもさらに下位にあるとみられることから、調査対象地内においては 4

層上面は北東付近において標高が低くなると推定される。

遺構は 7トレンチで所属時期不明のピ ット1基を確認した以外に確認されなかった。今後も引

き続き 資料の蓄積が必要であるものの、堅田遺跡における埋蔵文化財の展開範囲の中心は調査対

象地よりも 北側及び西側と推定され、対象地を含む以南の範囲は、比較的遺構の分布が希薄な範

囲である可能性が高い。 したがって、日 高総合庁舎耐震改修建築工事にあた っては、慎重に工事

する必要があるものの、本発掘調査は要しないと判断した。

3層より

8トレンチ 4
 

―-65-



18. 蛭田坪遺跡

種別：工事立会

所在地：御坊市湯川町小松原地内

遺跡位置図

19. 田中遺跡

種別：工事立会

所在地：日高郡日高川町船津地内

遺跡位置図

20. 田井西川遺跡

種別：工事立会

所在地：日高郡美浜町田井 158-1

遺跡位置図

遺構：なし

遺物：土師器

遺構：なし

遺物：なし

遺構：なし

遺物：なし

＼ ＼ 
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（調査件名： 05-94-38)
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調査位置図
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（調査件名： 09-94-25)

調査位置図

（調査件名： 09-93-30)

調査位置図



21.里 Il遺跡

種別：確認調査 遺構：なし

所在地：日高郡由良町里地内 遺物 ：瓦器、土師器

く調査の経緯＞ 由良町が由良小学校校舎耐震

補強工事を計画したが、その工事予定地が周知の

埋蔵文化財包蔵地里II遺跡に該当したため、事前

に確認調査を実施した。

く環境＞ 由良湾の奥で、由良川河口の沖積地

に位置する。昭和 39年 2月に由良小学校校舎新

築工事の際の整地工事中に須恵器が発見されたた

め、和歌山県教育委員会により緊急調査が実施さ

れた。調査では、地表面から 60cmの深度の「黄 遺跡位置図

褐色砂層」中で、遺構を伴わず弥生土器 （前期）・須恵器 (TK23~47型式）・鉄器（刀子）が

（調査件名 ：08-94-82)

ほぼ完形品の状態で出土している（県教育委員会 1966『和歌山県文化財学術調査報告第 1冊』）。

く調査の成果＞ 耐震補強工事に伴う掘削が、現校舎南側の 2.5m程度の範囲までに収まるた

め、現校舎から 0.5m程度南側で、校舎と平行するように幅 2mの トレンチを校舎西端 (1トレ

ンチ）と中央付近 (2トレンチ）に設定した。

基本層序 3層に大別される。0層は造成土ないしは現校舎建築に伴う埋め戻し土である。 1層

は灰色系砂質土で、 a・b層に細別される。なお、現代品を包含し、昭和 39年の校舎建設時の表

土とみられる。2層は明黄褐色系粗砂で、挟雑物が認められず地山と考えられ、礫の包含状況か

ら 3 層に細分した。 また、昭和 39 年表土から 50cm程度の深度である点や色調 • 土質などの点から、

昭和 39年の調査で遺物が出土した「黄褐色砂層」に該当するとみられる。

¥ 人／＼ /
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1トレンチ 6 X 2.2mの東西方向の トレンチ。 トレンチの大半が標高 2m以下まで現校舎建設

2トレンチ

撹乱されていた。

なかった。

に伴い撹乱されており、遺構は確認されなかった。 1層中からは瓦器椀口縁部片が出土した。

6.2 X 2mの東西方向のトレンチだが、現校舎側の トレンチ北側が標高 2m付近まで

トレンチ南壁から幅 50cm程度 2層を検出したため、精査したが遺構は検出され

1層中からは土師器ないしは製塩土器片とみられる土器片 2片が採取された。なお、

く調査の所見＞ 1 • 2トレンチの北半部では現校舎建設工事に際し、撹乱されていたが遺物

が採取されたことから、近隣には埋蔵文化財が所在する可能性があるものの、遺構が検出されな

由良小学校耐震補強工事予定範囲に記録保存すべき埋蔵文化財は所在しないと判断かったため、

した。
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［土陪注記］

Oa オリープ黒色 (5Y3/l)造成土

Oa 灰色粗砂

Ob オリーブ黒色（10Y3/l)造成土

la 灰色(5Y4/l)砂質土

lb 灰オリープ(5Y3/2)砂質土

2a 明黄褐色(2.5Y7/6)粗砂

2b 2a十径l~5cm円礫3％含む

2c 明黄褐色（2.5Y7/6)粗砂
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22. 上城遺跡、上城城跡

種別：確認調査

所在地：日高郡みなべ町上城地内

（調査件名： 09-93-92)

遺構：土坑

遺物：土師器、陶磁器

く調査の経緯＞ 上城遺跡及び上城城跡内にお

いて、宅地造成工事が計画されたため、事前に確

認調査を実施した。

く調査の成果＞ トレンチは、斜面地を除く宅

地造成する範囲の隅部の 3箇所に設定した。

果樹園の耕作土である 1層が 5cm1トレンチ

程度堆積し、その直下で地山を検出した。北端部

では現代の落ち込みが認められた。旧来の果樹園

の地割りとみられる。 遺跡位置図

2トレンチ 1トレンチ

同様、現地表面から 5

cm程度で地山を検出し

たが、明確な遺構は検出

できなかった。

3トレンチ 他トレンチ

同様、 1層直下で地山を

検出した。地山上面で

は、土坑2基のほか、浅

いピット状の凹みを 2基

検出した。このうち土坑

1基から中世土師器皿が

出土した。
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く調査の所見＞ 確認調査の結果、遺構の可能性がある土坑 2基、遺物は土師器皿 1片のみであ っ

た。地山は現地地面から 5cm前後で検出され、遺物包含層は確認されなかった。また、調査対

象地は確認調査着手前に更地化されていたが、 1次的な遺物包含層や遺構が濃密に展開していた

場合、遺物が散乱すると想定される

が、遺物の散乱は認められなかった。

これらのことから、今回の調査対

象地には埋蔵文化財は展開しない公

算が高いと考えられため、造成工事

計画地に記録保存すべき埋蔵文化財

は展開しないと判断した。

3トレンチ
E 

1 7 1X)911 

--------•ーーニ l ,' 

2a¥ 、--ー--------------------------

＠
 

゜l 暗灰黄色（25Y5/2)砂質十

2a 橙色 (75YR7/6)砂礫土

2b にぶい褐色(7.5YR5/4)砂礫土

2c 明褐色(75YR5/6)砂質士

t坑 黄 灰 色(2.5Y4/ 1 ) 砂質—i:·

埋戻し土
A 明黄褐色(IOYR7/6)砂礫土

B 明黄褐色(lOYR7/6)砂礫土と褐灰色（IOYR4/l)砂質上互培

c 褐灰色(lOYR4/l)砂質十．

D 灰黄褐色 (25Y6/2)砂礫土

E 黄褐色 （25Y5/3)砂礫土

23. 晩稲古川遺跡

種別：立会調査

所在地：日高郡みなべ町晩稲字芦原 72番 1

字名ヶ前 410番 1

遺跡位置図

24. 谷口遺跡

種別：工事立会

所在地：日高郡みなべ町谷口字西津殿 321、

トレンチ平面図・土層図 S=l/100 

（調査件名： 09-93-182• 09-93-183) 

遺構：なし

遺物：なし

調査位置図

（調査件名： 09-93-263)

遺構 ：なし

遺物 ：土師器片

322 

夏`I)]1）:'r••I：予芯象裕贋 「
A 

遺跡位置図 調査位置図
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25. 熊野本宮大社旧社地大斎原

種別：確認調査

所在地 ：田辺市本宮町本宮地内

〈調査の経緯〉

熊野本宮大社の旧社地である大斎原周辺で

は明治 22年(1889)の熊野川の氾濫による

大水害により熊野本宮大社の社殿の大部分が

流失し、その後、北側の丘陵上に杜殿は移築

された。その後も昭和 28年 (1953) の大水

害で大斎原周辺は水没し、近年でも大雨によ

る熊野川と 音無川の増水で、大斎原の社地は

濁流によって削られている。

和歌山県県土整備部河川課では本宮周辺の

総合的な河川管理を計画し、国史跡であり世

遺構：河川護岸

遺物：瓦類、国産陶磁器

界遺産の登録資産である大斎原の取り扱いについて県文化遺産課と協議を行った。その結果、大

斎原周辺の河川工事の設計前に、大斎原の旧護岸の現状を把握する必要があると認識し、熊野

川の水位の低い冬季に県教育庁生涯学習局文化遺産課が事前の確認調査を実施することで合意し

-71-



I
l
 ... 
：

↑

 

J

-

)

、ヽ
、

l

．さ
I

み
1

[

；＇9

，●訃
1
呉
呵
1
ー

丼
忍

ふ

1

.,.,.
'A

9

、

r
い
日
し
、
ふ
＇
叶

吐

，，
i
r
.I.I
'

勺
了
□口
よ

‘町

'
・
 

9

,

'
’
 

．． 

ー

！

.'‘
 

ー，
＇ 

ぇ
ti必

U

D

.,

t'

.
--.

 
＿

ー

1

[

ー・・一
，

鬱

[

譴ー・
'{• ，

．
 

ょ
正止

[、
人
一曇ぷ

／
 

1
,
•

ー

ー
J

I

>

、

・
ー

・

'
|

ーヽ
’

ー・

y

/
9

、己
f況

f

/

l

,

 

4

一、ー

／

1

・

4

/
 

ヽ

＇ ノ

シ―

‘、
）

＇

 
ノ

↓

/
5,
 

A
、

r"H
i

s
 

i t 

I 

｝ 

117

惣
建
図
熊
野
本
宮
大
社
蔵

翡

u硝

明治 14年(1881)の絵図

〈調査の概要〉

調査は平成 21年 2月9日から 2月 25日にかけて実施し、幅 2mから 12m前後、長さ 5mか

ら10m前後の試掘トレンチを音無川と熊野川の合流地点から上流に 7地点に設定して 1~7ト

レンチとした。

各トレンチの内、 1 • 3 • 4 • 5トレンチでは、近代のコンクリートブロック等の護岸が検出

され、 2 • 6 • 7トレンチでは江戸時代の築造と推定される石積み護岸を検出した。2・6・7 

トレンチについて詳述する。

2トレンチ 2トレンチは熊野川と音無川

の合流地点からやや熊野川の上流に遡った

地点で、砂岩製の割石を乱積みにした護岸

を確認した。石積みは約 12段検出したが

基底部の構造は湧水のため確認できなかっ

た。天端の標高は約 51.5mである。
こ ぐちめん

石積みは石材の小口面を表面として、大

部分は横に目地が通った布目積み状を呈

し、下流上部が石材の大きさが不揃いな乱

積みになっている。この部分が当初からのものか、後世の補修によるものかは断定できない。表
くさびじょう

面の形が縦長長方形の楔状の石材が所々に見られる。

石材は大きなもので長辺 70cm、小さな ものは 10cm前後でかなりのばらつきがあり、石積みの
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傾斜角度は約 52度で他の地点の石積み護岸よりかなり急勾配である。この石積みの上部では人

頭大の丸い河原石を谷積みにした石積みが最大で 10段検出された。標高は約 52.4mである。こ

れらが当初か ら一体の護岸として構築されたのか不明であるが、 6 • 7トレンチで護岸の状況か

ら推定すると上部の石積みは近年に構築さ れた可能性が高い。遺物は伊万里の皿が護岸底部の砂

礫か ら出土した。
きだん

6トレンチ 6トレンチは、旧社殿が築かれていた基壇の中央からやや下流に寄った地点から熊

野川に下って行く場所にあたる。2時期の石積み護岸と 川に下りる階段を検出した。古い護岸は

上流側の上部で確認し、砂岩製の長辺 60cm~20cm、短辺 40cm~10cm程度の石を乱積みにしてい

る。古い石積みは新しい護岸の下に潜り込むように続いている。傾斜角度は約 26度で天端の標

高は約 53.8mである。新しい護岸に造られた階段の直下で、 真っ 直ぐに延びる階段 2段と縁石

を確認した。護岸の天端は人頭大の河原石が表面に葺かれている。古い護岸には火災の痕跡が認

められない。新しい護岸も割り石を乱積みにした構造で、石材は砂岩製で長辺 102cm~20cm、短

辺 52cm~10cmで、古い護岸の石材よりも大型のものが使用されている。熊野川を挟んだ対岸に
だい こくじま

大黒島と呼ばれる石切場が存在し、そこから船で運ばれた可能性が高い。天端の標高は約 53.9

mで底部は現状では標高約 49.8mである。傾斜角度は上部が約 30度、下部が約 40度と下部の

ほうは傾斜が急になっている。階段は幅が一間 （約 1.8m)で、現状では 20段確認できた。階

段には縁石が無く 、上部 2/3程までは真っ直ぐに造られているがそこからは下流に向かって孤を
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描くように緩やかに屈曲している 。護岸の石積みも階段との取り付き部分は弧状に緩やかに張り

出している。水流の抵抗を減衰するように考案されたと推定される。階段の天端は踊り場のよう

に長さ1.2mにわた って平坦な板石が敷かれている。

江戸時代や明治時代初期に描かれた絵図には、位置的に今回確認した 2時期の階段の直線上に

中門濯日）があり、検出した階段は本宮大社の社殿から熊野川へと中門を通って下りていく階

段であったと推定される 。階段や護岸の石積みは表面が黒く焦げている。この護岸が露出してい

た時期に大規模な火災にあ ったものと考えられ、明和 7年 (1770) の本宮大火の痕跡だと推定さ

れる 。そうすると、この石積み護岸はそれ以前に構築されたものだといえよう 。
ちょ こ

出土遺物には平瓦、丸瓦、軒平瓦、軒丸瓦、伊万里の碗、猪口がある。絵図では、本宮大社杜
ひわ戸ふ

殿の屋根は檜皮葺きで、その近くに描かれ

ている熊野社家番所の屋根は瓦葺なので、

出土した瓦類は番所の屋根瓦ではないか

と推定される。伊万里の碗は 18世紀の中

頃から後半の時期に流通していた二重網

目文の碗とくらわんか茶碗と呼ばれてい

る草花文の茶碗である。これらのことから

新しい護岸は 18世紀中頃に築かれ、古い

護岸はそれ以前に築かれたものと推定さ

れる。また火災の範囲が下流の 1トレンチ

の護岸の下から上流の 6トレンチの護

岸まで広範囲に及んでいることから、

ほとんどの社殿が消失したという記録

は考古学的見地からほぱ間違いないも

のと考えられる 。

7トレンチ 7トレンチは 6トレンチ

から約 30m上流に遡った地点である。

巨大なごみ捨て穴によって撹乱されて

いたが、人頭大の河原石を乱積みした

新しい護岸と江戸時代末頃に築かれた

と考えられる護岸を確認した。新しい

護岸は人頭大の河原石を乱積みにして

おり、傾斜角度は約 40度である 。断

面形状では表面に石を貼ったような構造である。

古い護岸は砂岩のやや大型の石材と小型の石材を帯状に布積みにしたもので、傾斜角度は上部で

約 10度、中部で約 25度、下部で約 30度と他の護岸より緩い傾斜である。天端の標高は約 52.8m 

である。石積み技法や鉄分の付着状況では 2トレンチの護岸と共通性がみられる。火災の痕跡は見

られない。奥壁周辺では熊野社家番所の屋根瓦だと推定される瓦類を含む整地層が地表から約 3m

下層に見られ、江戸時代末期に社旭を二間 （約 3.6m)かさ上げしたという記録と合致する。
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26. 近畿自動車道紀勢線に伴う調査 （調査件名： 09-94-43~46)

種別：分布・試掘・確認調査

遺構：溝、土坑、ピット、堀切、曲輪等

所在地：田辺市稲成町・秋津町 ・ 下万呂、西牟婁郡上富田町岩崎、白浜町十九渕•安宅、すさみ町周参見地内

遺 物：弥生土器、土師器、須恵器、黒色土器、瓦器、山茶碗、備前焼、陶磁器、環状土錘等

遺跡位置図（田辺市）

1稲成I遺跡 2稲成遺跡 3脇ノ谷瓦窯跡 4八丁田圃遺跡 5目座遺跡 6万呂大谷遺跡

く調査の経緯＞ 近畿自動車道紀勢線建設予定地の田辺市、上富田町、白浜町及びすさみ町の

いずれの市町においても周知の埋蔵文化財包蔵地に該当することから、国土交通省近畿地方整備

局紀南河川国道事務所と協議の結果、事前に分布 ・試掘 ・確認調査を実施することとなった。

く調査の成果＞ 第 1• 2次分布試掘確認調査では 4市町、12遺跡に渡る対象地があるため、

市町村ごとに記述する。

0田辺市 4遺跡の試掘確認調査を実施した。

稲成 I遺跡 荒光川右岸の丘陵頂部及び沖積低地部に所在する。地点ごとに成果を記述する。

丘陵頂部に、 1~3トレ ンチを設定した。1層は果樹園に伴う耕作土(la層）及び直下の盛土(lb

層）である。 2層は無遺物層の黄橙色～明黄褐色の細砂で地山 と判断される。各 トレンチで現地

表面から 20cm程度で2層を検出し、その上面で精査したものの遺構 ・遺物は確認できなかった。

低地部には、 4トレ ンチを設定した。 1層は現代耕作土、2層は褐灰色～にぶい黄橙色の細砂

で近世以前の旧耕作土層、 3層は灰色～にぶい黄橙色のシル ト～粗砂で水成堆積層である。 3層

二

11 

稲成I遺跡調査区位置図 S=l/1500
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上面では遺構は検出されなかった。遺物は 2a• 2b層より近世陶器片が出土した。

小 結 丘陵頂部の各トレンチでは、遺構遺物は検出されなかった。また、低地部の 4トレンチ

では 2層堆積以前は低湿地環境で、荒光川の氾濫の影響を受けやすい不安定な堆積環境にあった

と推定される。以上のとおり、対象地には埋蔵文化財は展開しないと判断した。

稲成遺跡 荒光川左岸の沖積低地部に所在し、 3つのトレンチ (10~12トレ ンチと呼称）を設

定した。

基本土層 1層が現代耕作土、 2層が旧水田耕作土で褐灰色～にぶい黄褐色系シル ト～細砂で、

出土遺物から中世以降の帰属とみられる。 3層が明黄褐色～灰黄褐色系細砂の下に灰色系シルト

～細砂のグライ 化土壌が堆積する水成堆積層である。さらに 11• 12トレンチでは有機物や自然

木を含む黒泥土（褐色系シルト～粗砂）が下部に堆積する。

10トレンチ 約 lmの盛土下に 1層、 2層

を確認し、直下で 3層を検出した。3層上 lトレンチ

30.0m 

3トレンチ

5 

29.0m 

2b 

2a 

¥ 2a / -
ヽ
文 ___,

2b ‘------./ 

こ＿ ！― 
lb 

面では、長径 20cmのピットを 1基検出した

にとどまる。その他遺構は、検出されなかっ

た。遺物は、 2層より黒色土器、土師器、

須恵器、弥生土器、環状土錘片が出土した。

1 1トレンチ 1層、 2層を確認し、直下

で 3層を検出した。3a• 3c • 3g層上面で

は遺構は検出されなかった。3c~3f層は

有機物や自然木を含む黒泥土、 3g~3i層

はグライ土であり、調査区付近が一時滞水

--f_--―- -]----―—こ三 I 

卜 ...,.. 2:マ...,.. i [ )] 

2トレンチ

4トレンチ

30.0_!!! E 

2トレンチ
la 灰負褐色(IOYR4/2)細砂

lb にぷい黄樹色（IOYR4/3)細砂

2a n）1貨褐色（IOYR7/6)細砂

2b 黄褐色(IOYRS/6)細砂
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3d 汝
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]トレンチ

la 焦褐色(IOYll3/J)細砂
2a 貨褐色 (IOYR5/6)細砂～中砂

2b IVJ黄掲色（l0Yll6/6)軟ttむ盤

w 3トレンチ
la 褐灰色（IOYR4/l)紅II砂
lb Iこぷい貨褐色（10YR)4/3糾l砂
2 明黄褐色(IOYR6/6)維l砂～中砂

4トレンチ
l 褐1火色(IOYIWI)細砂

2a にぷい黄橙色（!OYR6/3)細砂

2b にぷい貨橙色（!0Yll6/4)細砂

2c 褐1火色(IOYR6/l)細砂

2d Iこぷい黄樹色(!OYR5/3)細砂

3a 掲1火色(IOYR6/I)紆II砂
3b Iこぶい黄柁色（IOYR6/4)細砂～シルト

3c 灰I’_1色fN7/0)シルト～細砂

泊灰色(N6/0)中砂

3e 灰色(N4/0)シルト～細砂

3f I火色(MIO)粗砂

3g 灰色(N5/0)シルト

稲成I遺跡
トレンチ平面図・土層図
S=l/100 



状態にあったことがわかる。

遺物は、 2層より土師器片が

出土した。

12トレンチ 3層上面で精査

を行ったが遺構は検出されな

かった。堆積状況は 11トレン

チ同様である。遺物は、 2層

より陶器 （備前焼）、須恵器片

が、 3層中からは磨耗した土

師器片が数点出土した。

小結 10~12トレ ンチで

は、 10トレンチで検出した

ピット 1基を除き 3層上面に

おいて明確な遺構は検出され

ず、一定の期間滞水状態で

あったことを確認した。

ただし、出土遺物も僅かな

がら確認できることから、近

接地に中世以前の集落遺跡が

存在する可能性は低く、上流

部からの流れ込みとみられ

る。以上により、対象地にお

いては埋蔵文化財が展開しな

いと判断した。

脇の谷瓦窯跡右会津川右岸

の開析谷及び東西の丘陵部分

に位置する。過去に対象地より

も南東側の丘陵尾根斜面で奈

良時代の軒丸瓦、軒平瓦が採

集されたため、丘陵斜面、谷

状地形及び丘陵頂部で瓦窯跡

の検出を目的としてトレンチ設

定した。以下では、立地や基

本土層を鑑みてから、 1~5ト

レンチと、 6~10トレ ンチに

分けて記述する。

1 ~5トレンチは谷部に設

定したトレンチである。0層
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稲成遺跡調査区位置図 S=l/1500
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lb 黄掲色 l10YR5/6)細砂 3d 渇I天色(11JYR4/l)シル ト， 
2a I火黄褐色 (IOYR6/2)細砂 3e 褐灰色 OOYR4/lIシルト

3d I 26 Iこぶい貨褐色 (lOYRS/4111!砂 3f 褐灰色(10YR4/1)砂庄

--、--’ 2e 褐灰色(lOYR6/l)細砂 3g 社1火色 l5G6/l)中砂～細砂 — 
2f 1こぷい黄柑色 I10YR7/3)細砂 3h 粒灰色 l5G6/lIシル ト

3a 明黄褐色（JOYR6/6)細砂 3i 縁灰色 (5G5/lIシルト

3b 灰色 (~6/0 ) シルト
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la 掲灰色<IIIYR4 I 1細砂 2d にふいiit橙色 (IOYR64)細砂

2a 掲1火色 1!0¥'R6I)細砂 2e 掲灰色 IIOYR6l)細砂

2b 'り1貨掲色<IOYR66)細砂 2( にぷし．i［楼色 r10¥'R6,4)中砂

2c にふい仇橙色 'lll¥'k631シルトー細砂 3a 明債褐色 I!OYR616)細砂

稲成I遺跡トレンチ平面図 •土層図

3b I火色 1~6 0)シルト～細砂

汝出灰色 IJOYR5I J打1砂

3d 掲1火色 IIOYR51）ノル 1ヽ

3e 掲I火色 IIOYR5,I ) 細砂 • 111砂 互柏

3f 渇灰色 IIOYR4I Jftl砂
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は4 • 5トレ ンチで検出された現代盛土である 。 1層は近現代耕作土ないし耕作土直下の盛土で

ある 。 2層はにぶい黄褐色～褐灰色系シル ト～細砂の旧耕作土で、 2 • 4 • 5トレンチで確認し

た。 3層は灰色を主体とするグライ化したシルト ～砂礫の水成堆積と判断される土層で、 1・2・

4・5トレ ンチで確認した。 4層は褐色～にぶい黄橙色のシルト ～砂礫で自然堆積の地山、 5層

は灰黄褐色の岩盤で、 4・5層は 3トレンチのみで確認された。

1トレ ンチは 3層上面で精査を行ったが遺構は検出されなかった。 3層より土師器片 1点が出

土した。 2トレンチは谷部の最も北西寄りに設定したトレンチだが、 3層上面で精査を行ったが

遺構は検出されなかった。 4・5トレンチは、谷部の最も南寄りに設定したトレンチだが、遺構・

遺物は確認されなかった。 3トレンチは西側の丘陵斜面裾部に設定したトレンチで、 4層は階段

状に整形されており、直上まで近現代耕作土の ld• le層が堆積することか ら、耕作地等確保を

目的とした大規模な地形改変があったと判断した。

以上とおり、谷部の 1 • 2 • 4 • 5トレンチでは 0~ 2層下に 3層を確認した。 3層はグライ

化したシルト ～砂礫層で、3層上面の標高が南東～南方向へ傾斜する状況であることから、水成

堆積と判断した。

6~10トレンチは丘陵頂部に設定したトレンチである。 1層は果樹園に伴う耕作土及び直下

の盛土で、 2層は黄橙色～明黄褐色の細砂の地山で、 3層は 2層下に堆積するにぶい黄橙色の岩

盤である 。

6トレンチの 3層上

面では遺構は確認され

なかった。 7トレンチ

は6トレンチ北側の段

状地形に設定したトレ

ンチで、 2・3層上面

では遺構は確認されな

かった。 8トレンチは

7・9トレンチ間の段

状地形に設定したトレ

ンチで、 2 • 3層上面

では遺構は確認されな

かった。 9トレンチは

対象地の北側に設定し

たトレンチで、 2層上

面では遺構は確認され

なかった。10トレンチ

は東側の標高 29.0m付

近に設定したトレンチ

で、 2層 上面で は lb

層を埋土とする撹乱を 脇ノ谷瓦窯跡 調査区位置図 S=l/1500 
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検出したに止まる。遺物は、lb層より近世磁器、土師器、須恵器片が、溝より近世陶器が出土した。

遺物は lb層中からの出土であることから、客土搬入に伴う可能性が高い。

小 結 谷部及び谷部の西側丘陵斜面及び東側丘陵斜面 ・頂部では遺構 ・遺物は確認できなかっ

たことから 、瓦窯跡が存在した可能性は極めて低く、包蔵地の範囲についても検討の必要がある。

以上のとおり、対象地には埋蔵文化財は展開しないと判断した。

八丁田圃遺跡 八丁田圃遺跡は右会津川の左岸の沖積平野に位置し、北東側に目座遺跡が隣接す

る。八丁田圃遺跡の現況は、現在水田や梅林となるほか、一部は宅地とな っている。過去には、

対象地の南側で紀南文化財研究会による発掘調査が昭和 56年度に実施され、縄文時代晩期～弥

la I天貨掲色 IIOYR4 2)細砂 3b I火色(NS01シルト～紺l砂

lb 掲灰色（IOYR4I)細砂 3c I火色(N50)細砂
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生時代中期の遺構が検出されている （田辺市教育委員会 • 紀南文化財研究会「八丁田圃遺跡発掘

調査概報」 『田辺文化財 26』昭和 58年発行）。

基本土層 〇層は現代盛土である。 1層は現代耕作土及び近現代の水成堆積層で、現代耕作土を

la層、現代耕作土床土を lb層、la・ lb層

堆積以前の洪水に伴うと推定される水成堆積

層を le層とした。 2層は灰白色～灰黄褐色

シルト～細砂で、旧水田耕作土層で、出土遺

物から中世以降の帰属とみられる。 3層は褐

灰色シルトで、弥生土器を包含する遺物包含

層である。 3層は 3 • 4 • 22~24トレンチ

で確認した。 4層は調査地点 4で検出された

5層堆積以前の水成堆積と判断される灰黄褐

色～灰色系シルト～砂礫で、沖積低地内の低

湿地部のみの堆積層と考えられる。 5層は地

山と判断される自然堆積の土層でにぶい黄橙

色ないし褐灰色系シルト～中砂を主体とし、

5層上面で遺構面が確認できた。

3トレンチ 3層下面で地山 5層を検出し

た。5a~5d層上面で精査をおこなった結果、

ピット及び土坑を検出した。このほか、 3層

上面に帰属する土坑も検出した。遺物は、 2

層及び3層より土師器片が出土した。

4トレンチ 5層上面では複数のピットを検

出した。これらは埋土が3層と土質が類似し

分層が困難なもの (C) と、 3層堆積以前か

らの掘削と判断されるもの (D)が存在する 。

遺物は、 2層中より土師器片（中世土師器皿

か）が出土した。

5トレンチ 現代水田耕作土が調査前に鋤取

られていたが、 2層下で 4層を検出した。4a

層～ 4d層上面で精査を行ったものの遺構は

検出されなかった。遺物は、 2層より瓦器片

が出土した。

6トレンチ 2a • 2b層直下で 5層を検出し、

3層は確認されない。 5層上面では複数の

ピットを検出した。遺物は、遺構 6-1及び

遺構 6-2より弥生土器片が出土した。
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9トレンチ 6トレンチで確認された遺構の 八丁田圃遺跡、目座遺跡 調査区位置図 S=l/3000 
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如 1 こふいi，1.i1色 11)I•R6 3刀し卜～細け
5b I こふし、i/, 13 色 1()1•R(i)細り

&・ /*Vi出色IIOYRI21中紗
出 褐灰色 lll)\•R5 1ヽシルト

汝褐r*色 llll\•R5 1シ9しト

1トレン・ト
I IIJI紅色IIOYR4 I)細砂 A IIJI火色(1(I¥'R411シルト
2a にぷい貨橙色IIOYR72)ンルト B 1/i.，WIIJ色 IOYR621シルト～細砂
2b l*1'1色 l1)YR71シルト Ci31 IIJI火色IIOYR5IIシルト
3 11l灰色IIOYR5l)シルト D 灰貨褐色UI)\•R5 2細砂
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6トレンチ•9トレン・ト

la 褐灰色（IOYR4I)シルト

lb tこぷい褐色(7.5YR54)繹砂

2a 灰貨褐色tIOYR6 2)シルト
2b Iこ，；；＼ヽ貨橙色'10YR64)シルト
泣 1こぶい貨ほ色'10YR7I)中砂
5b Iこふい貨橙色'10YR7IIシルト～細紗

Sc Iこぷい黄臣釦IOYR74)細砂ー中砂
5d Iこふい貨ほ色IIOYR63纏砂～中砂
Se Iこぷい黄橙色(IOYR73)細砂
sr ,こぷい黄柑色(JOYR6JJ柑砂

Sg にぷい黄橙色（!OYR731シルト
E 灰黄褐色l!OYR621111砂

5トレン・f
2 掲I~ 色 I I I/Yli6 IIシルト
4a 灰色IN60)シルト～細砂
4b 褐）火色III/YR6Iシルト～細砂

Iヽr 褐'"-色I¥OYR6I)シルト
4d I大色IN601シルト
4e I大色IN6Oifll砂
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7トレンf・

la I火貨11J色IIOVR4 21細砂
lb I;,;;し911J色175¥'R5411ll1砂
訟 渇I大色IIOYR6IIシルト

2b 掲I火色IIOYI<5 11シルト
4a 灰貨褐色IIOVR621シルト
4b にふい貨褐色fl()YR54 ffl紗
1c I：ふい貨褐色 IOYR53，砂礫
)d 1こ9；し貨褐色 IOYR53 ffl砂
le I：ふ＼，責褐色・ IOYR53紗牒
1（ 褐k色IIOYR5)ンルト～ffl砂
4g 灰偵褐色Ilf)YR52,fflり

4h にふい貨褐色fIOYR13砂詫

八丁田圃遺跡、目座遺跡
トレンチ平面図土層図 S=l/100 
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展開状況を確認するために、 6トレンチ南側に設定した。 2層下で 5層を検出し、 5層上面で複

数のピ ットを検出した。遺物は遺構 9-1より弥生土器片が出土した。

7・8トレンチ 2層下で検出した 4層上面では遺構は検出されなかった。出土遺物は、 7トレ

ンチで 2a層より土師器片が出土した。

13~19トレンチ 2層下で検出した 4層の各細分層上面で精査を行ったものの、遺構は検出さ

れなかった。出土遺物は 15トレンチで2層から弥生土器、土師器、 16トレ ンチで2層から近世磁

器片が出土した。

21トレンチ

5層上面でピッ

ト、溝等の遺構を

検出した。

22トレンチ

5層上面 で 遺

構面を確認した。

ピット、土坑を検

出し、遺構密度は

高い。遺物は 3層

より弥生土器が出

土した。

23 • 24トレンチ

5層上面で遺構

を検出した。 ピッ

ト、 土坑を 検 出

し、遺構密度は高

い。遺物は 3層よ

り弥生土器が出土

した。

小結八丁田圃

遺跡の確認調査で

は、 3・4・6・9・

21 • 23 • 24 トレ

ンチで遺構の展開

を確認した。

遺構を検出した

トレンチの 5層上

面の標高は L= 

8.1~8.3mを測

る。なお、 5層上

8トレンチ
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4c 褐灰色（10YR5/lH!l砂
4f 褐色（10YR4/4)砂礫
4g（こぷい贄褐色(lOYR4/3)砂礫
4h 褐色（IOYIW6)砂礫

15トレンチ

15トレンチ
la褐灰色（IOYR4/l)細砂
lb Iこぶい黄褐色(IOYR5/4)細砂
2a灰黄褐色ll0YR6/2)細砂
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4f灰黄褐色(lOYR4/2)砂礫
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八T田圃遺跡トレンチ平面図•土層図
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-3 

面で検出した遺構面は、

は8.3mを測り、

3 ~ 

24トレンチの範囲に展開す

ることが確認できるが、

上面の標高がやや低い 8.lm

5層

未満の 5トレンチでは遺構は

確認されなかった。ただし、

5トレンチの西側の 21トレ

ンチ周辺では 5層上面の標高

その上面で

遺構が展開すること確認し

た。

一方、 13~20トレンチで

は5層の堆積は確認されず 4

層を確認したにとどまり、

層はその下位に所在すると推

定される。

5
 

4層は水成堆積層

で、標高が低い箇所は滞水流

水を繰り返し、不安定な環境

であった推定される。

S=l/100 以上のとおり、対象地は右

会津川左岸の沖積平野部のう
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8.0m 

¥ 5b lb Iこぷ＼ヽ 貨褐色（IOYR541細砂 5a り1貨褐色（IOYR66＼シルト ー—- - - - -

デ 2a l火白如IOYR71)細砂 5b l火色(N60)シルト

5a / 

ピ 5『―――-―r

- 5c ---I ---~ -- --, 

2b I火白色lIOYR7 I)シルト～細砂 a I火貨掲色IIOYR5 21シルト

5a 

la 褐1火色(IOYR4I)細砂

lb Iこぷい貨渇色(IOYR514)細砂

2 I火白色（IOYR7I)シルト
3 Iこぷい貨橙色(IOYR63)シルト

5a 明貨掲色(IOYR7/6)シルト

5b l火白色(N70)シルト
5c l火色 IN6'0)シルト
a I火貨掲色(IOYR5/2)シルト

八丁田圃遺跡トレンチ平面図・土層図 S=l/100 

w 

ち、比較的高所の安定した

範囲と推定される 3~21ト

レンチ周辺に埋蔵文化財が

展開すると判断した。

目座遺跡 調査は丘陵斜面

につく られた各平坦面に、

幅1.5mX長 3.0mの トレ ン

チを 2カ所設定し、人力掘

削により実施した。

基本土層 1層は表土 ・耕

作土で、 2層は現代耕作土、

3層はにぶい黄褐色～明黄

褐色の砂質土で、遺物を包

含せず自然堆積の地山と判

断される土層、 4層は岩盤

である。

1 • 2トレンチとも 3層

及び4層上面では遺構は検

出されなかった。遺物の出

土も認められない。そのため、対象地には埋蔵文化財は展開しないと判断した。

万呂大谷遺跡 2箇所のトレンチを設定して、埋蔵文化財の展開状況を確認した。いずれのトレ

ンチも 2m x 10mの規模で、重機で徐々に掘削を行いながら調査を行った。

1トレンチでは尾根付近に東西に長く設定した トレンチで、現地盤か ら20cmほどの深さで岩

盤層を確認した。遺構 ・遺物は検出されていない。 2トレンチでも表土の下は岩盤風化土の堆積

がみられ、現地盤から 20cmほどの深さで岩盤層を確認した。

いずれのトレンチも遺構・遺物は検出されず、対象地には埋蔵文化財は展開しないと判断した。

760m 

ノ／＇／’＇ X’'/ /,',/  

万呂大谷遺跡 調査区位置図 S=l/1500
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〇上富田町 1遺跡の分布・試掘調査を実施した。

塗屋城跡 天正 13(1585)年の豊臣秀吉による

紀伊征伐の際に築いたとされる。和歌山県中世城

館調査 （和歌山県教育委員会 1998『和歌山県中

世城館跡詳細分布調査報告書』）及び今回分布調

査の結果、尾線上に堀切 1基が、その北東側の丘

陵頂部に曲輪が、曲輪の北東側尾根線上には 3段

にわたり腰曲輪が、その北側に通路が所在するこ

とを判明した。これらの山城施設のうち、堀切及

び竪堀等は近畿道紀勢線建設工事予定地内に所在

することを分布調査で確認した。

遺跡位置図（上富田町）

さらに、埋蔵文化財包蔵地の北側に立地する谷部に、 2mx 4mの トレ ンチを 4箇所に設定

して埋蔵文化財の展開を確認した。

1トレンチは、 塗屋城跡の存在する丘陵裾部に設定した トレンチである。表土の 1層の下には

厚さ約 40cmの旧耕作土（ 2 • 3層）があり、その下からは礫混じりの砂質土層 （4・5層）が

認められた。現時盤面からl.lmの深さで粘土層が検出され、これが地山面であると考えられる。

遺物 ・遺構は確認されなかった。2~4トレンチは、谷部の田圃に設定した トレ ンチである。表

土、旧耕作土の堆積の下では、地盤面から 70cm程の深さで地山と考えられる粘土層を検出した。

地山の 7・8層は、ほぱ一定のレベルで検出された。遺物・遺構は確認されなかった。これらの

ことから、対象地の周辺が長期間、湿地帯であったことを示すと考えられる。

小 結 以上のとおり、山城施設の所在が改めて確認されたことから、丘陵部は記録保存目的の

本発掘調査が必要であ

る。一方、丘陵裾部か

ら平坦部にかけては、

遺構・遺物は確認され

なかったことから記録

保存を要する埋蔵文化

財が展開しないと判断

した。

．：口：ロロ：
...”ど］

塗屋城跡土層柱状図 S=l/100 塗屋城跡 S=l/2000 
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〇白浜町 3遺跡の分布試掘確認調査を実施した。

血深山遺跡 白浜町史による山頂付近に土塁や柱穴

のほか、室とみられる施設が認められる一方、近畿

自動車道紀勢線事業予定地の範囲の一部については

未踏査とされている。その未踏査部分を対象として、

分布調査を実施した。その結果、平間神社南東側斜

面から丘陵頂部付近は自然地形の傾斜で、山城関連

施設は確認できなかったため、対象地には記録保存

を要する埋蔵文化財は展開しないと判断した。

要害山城跡 白浜町教育委員会の白浜町内遣跡発掘

調査等事業により測量及び確認調査が実施されてい

る。 3つの曲輪、 2つの堀切、 2つの横堀、 14の

竪堀が確認されており、うち竪堀の 10基は連続し

て設けられる畝状竪堀群を形成する。表面採集され

た遺物群の時期から、要害山城跡の築城時期は 15

世紀後半とされ、文献資料による築造時期との符号

することにも言及されている（白浜町教育委員会・

安宅荘中世城郭発掘調査委員会 2008『中山城跡・

要害山城跡測量調査報告書 長寿寺試掘確認調査報

告書』）。

白浜町教育委員会 ・安宅荘中世城郭発掘調査委員

会による要害山城跡の測量調査図面と近畿道紀勢線

の工事予定図面とを投影して検討した結果、山城施

設は施工予定範囲よりもいずれも標高が高い位置に所在しており、埋蔵文化財への直接的影響は

ないことが確認されたため、記録保存を要する埋蔵文化財は展開しないと判断した。

遺跡位置図（白浜町白浜地区）

1血深山城跡 2要害山城跡

,’
 ／ し

）

・ 山城関連施設（可能性含む）範

血深山遺跡分布調査図 S=l/4000 要害山城跡分布調査図 S=l/4000
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遺跡位置図（白浜町日置川地区内）

安宅本城跡 日置川と安宅川に挟まれた沖積地に

所在する安宅氏の中世城館で、白浜町教育委員会

により確認調査が行われている。対象地は安宅本

城跡の河口側先端部で、湊伝承地に近い位置にあ

たる。平成21年度の白浜町教育委員会の調査では、

対象地隣接地で行われ、中世の楕円形堀形をもっ

掘立柱建物を含む 2面の遺構面が検出された。

今回は、 2つの トレンチを設定した。

基本層序 1層は現代耕作土と床土、2層は近世

耕作土、 3層は灰黄褐色砂質土で、各トレンチ共

ロ ／／ 通する。1トレンチでは、

4層は黒褐色～暗灰色系

＼ 砂質土、 5層は灰オリー

＼ ブ系砂質土で、水平に堆

、1 積する。6a層 は褐色シ

こ／ ルト 層で水平堆積する。

／ 
7層はにぶい黄褐色が堆

/ 9 

S=l/1500 

官“

安宅本城跡

積し、地山とみられる。

2トレ ンチでは、 4層は
lトレンチ
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7層上面で精査したが遺

構は検出されなかった。

出土遺物は 2~4層で出

土し、 4層は中世遺物の

み確認できる。

2 トレンチ 4a層と 7
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安宅本城跡トレンチ平面図・土層図 S=l/100 
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層上面で精査したもの

の、遺構は検出されな

かった。ただし、南壁で

5層上面から掘り込まれ

る上端幅約 50cm、深さ

約 15cmの溝状遺構の断



面を検出した。出土遺物は、

はない。

1 • 3層で陶磁器細片が採取されたのみで、他の層から遺物の出土

2トレンチでは 5層上面で断面だけであるが南北方向の溝 1条を検出し、出土遺物も細

片 20点程度と極少量であった。今回の対象地は遺跡の縁辺部に位置するとは考えられたが、埋

蔵文化財の取扱いは今後の調査を待って判断することとした。

小 結

遺跡位置図（すさみ町内）

1駒爪城跡 2立野遺跡
駒爪城跡 調査区配置図 S=l/1500 

0すさみ町

実施した。

駒爪城跡 駒爪城跡は、太間川による

開析谷の北西から伸びてくる丘陵先端

部に位置する。すさみ町誌によると、

JR紀勢線により駒爪城跡は削平され

た範囲に所在しており、駒爪城跡はす

でに消滅したと記述されている

2遺跡の試掘確認調査を

（すさ

lトレ

三・ -------9／ ＿― - ＿ ー^プ
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み町 1978『すさみ町誌』）。 なお、尾

根線上についても、併せて分布調査を

行ったが、堀切等の山城関連施設は確

認されなかった。

近畿道紀勢線建設予定地は丘陵尾根

線の南側に位置するため、駒爪城跡周

辺の平坦地に館跡等が展開するか否か

を確認するために、

配置 した。

基本層序 1層が現代耕作土で黒色系

砂質土、 2層が灰色系砂質土、 3層が

灰黄色～灰オリーブ色系砂質土、

が灰オリーブ色砂ないし砂礫土、

3つのトレンチを

3トレンチ
S99・ Eヽ
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駒爪城跡トレンチ平面図・土層図
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も4層同様の色調で円礫を多量に包含する。1~3は現地表面同様ほぱ水平堆積であるのに対し、

4 • 5層は水平堆積でなく 傾斜角度に差はあるものの、北側か ら南側へ緩く傾斜する傾向が認め

られると ともに、砂ないしは円礫が主たる土質であることから、河川堆積に よるものと推定され

る。

1トレンチは包蔵地外に配置したトレ ンチで、現地表面から 0.5m程度で 4層を検出した。 4

層上面では遺構・ 遺物は確認できなかった。 2トレンチはJR紀勢線に近接するトレンチで、現

地表面から 0.3m程度で 4層を検出した。4層上面及び5層上面でも精査したものの、遺構 ・遺

物は確認できなかった。 3トレンチは丘陵尾根に最も近い北側に配置したトレ ンチで、現地表面

から 0.1~0.3m程度で 4ないし 5層を検出した。その上面で精査したものの遺構 ・遺物は確認

できなかった。

小 結 l ~3トレンチの調査の結果、遺構・遺物は確認されなかったことから、対象地には駒

爪城跡に関連する埋蔵文化財はなく、現在の丘陵残存部にも分布調査の結果、山城関連施設は認

められないことから、すでに、すさみ町誌で指摘されているとおり、JR線により消滅している

公算が高いと判断した。

立野遺跡 穿入曲流する河川であ る周参見川河口か ら約 6km上った山間の低地部を中心に大関

地の丘陵から南に延びた尾根麓に位置する。遺跡の大半は田圃として利用されている近畿道紀勢

線予定地内を千鳥状に トレ ンチを配置した結果、 19の トレンチ調査を実施した。

基本層序 1層は現在利用中の圃場の現代耕作土及び床土、 2層は黒褐色系土壌、 3層は有機物

を多量に含む暗灰～黒褐色系土壌、 4層は黄色～オリーブ色系の土壌化した層、 5層は青灰色系

シルトを主体とする層で流木とみられる自然木を包含することもある。なお、調査対象地の西端

にあたる 1• 2トレンチでは 5層は粗砂ないしは礫層として確認されるが、シルト同様水成堆積

によるとみられる層である 。 1~3層は、暗渠の掘削状況か ら昭和 30年代に行われた圃場整備

以降の堆積土とみられる。 5層が水成堆積層とみられるのに対し、 4層は土壌化しており、一定

のしまりのある層である。

3 • 4 • 6 • 7 • 14 • 15トレンチ 標高 7.2m~7.5mで4層上面を検出したトレンチで、その

上面で土坑 ・溝等の遺構を検出したものの、柱穴 ・建物跡等は検出していない。このうち、 7・

立野遺跡調査区配置図 S=l/2500
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14 • 15トレ ンチでは弥

生土器または土師器の細

片が 1~3層で出土して

いるのが確認できる 。

16トレンチ 標高 6.9m

で 4層上面を検出した。

4層上面を精査したと

ころ、径 15cm～最大

80cmを測り、やや隅丸

方形的ではあるものの不

整形な平面プランの土坑

群を検出した。 これらの

土坑群は、 トレ ンチ長軸

に対し、右斜め 45゚ の方

向性を一定度示してい

る。

1 ・2・5・8・9トレ

ンチ 対象地西側に所在

するトレンチでは、標高

7m以上で 4層 を 確 認

したが、その上面に遺構

は検出されなかった。な

お、 1 • 2 • 8 • 9トレ

ンチでは、調査を断念し

た トレ ンチ同様、湧水が

著しい。 1・2・3・5・

8トレンチでは、 1 ~3 

層で弥生土器片・土師器

片 ・須恵器ないしは山茶

碗片が少量 出土してお

り、本調査対象地の中で "',14トレンチ

は比較的遺物出土鼠が多

vヽ。

10・11・12・13・17・ 

18 • 19トレンチ 17ト

レンチを除くトレンチで

は標高 7m未満で 4層

を検出した。いずれのト

3トレンチ
SE 
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レンチでも 、4層上面で精査したものの遺構は検出されなかった。遺構が検出された トレ ンチと

比較すると標高が低いため、積極的な土地利用がされなかったと推定される。なお、10トレ ン

チで弥生土器壺とみられる破片が 1または 2層から出土したが、それ以外の トレ ンチでは遺物の

出土はなかった。

小 結 3 • 4 • 6 • 7 • 14 • 15 • 16トレ ンチで遺構を検出したものの、その他の トレ ンチでは、

遺構は検出されなかった。 とりわけ 4層が標高 7mを下回る範囲では遺構は検出されず、また

標高 7m以上であっても大関地丘陵麓では現在も 地下水道があり 、旧河道が所在した公算が高

い範囲にも遺構は展開しないとみられる。

遺物は 1• 2 • 3 • 5 • 7 • 8 • 10 • 14 • 16トレ ンチで、弥生土器片、土師器、須恵器ない

しは山茶碗等が極少量出土したに止まる。

これらのことから、

4層上面の標高が 7rn 

前後の 3• 4 • 6 • 7 • 

14 • 15 • 16トレ ンチ

とその周辺部について

は、埋蔵文化財が展開

すると推定したため、

記録保存目的の本発掘

調査を要すると判断し

た。

一方、4層上面の標

高が7m未満で埋蔵文

化財が展開しない範囲

については、慎重にエ

事する必要があるもの

の記録保存目的の発掘

調査は要さないと判断

した。

く調査の所見＞

以上のとおり 、近畿

自動車道紀勢線に伴う

分布・試掘・ 確認調査

の結果、八丁田圃遺跡、

目座遺跡、塗屋城跡、

立野遺跡において、埋

蔵文化財の記録保存目

的の発掘調査を要する

と判断した。
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27. 笠嶋遺跡 （調査件名： 09-94-50)

種別 ：確認調査 遺構：なし

所在地：東牟婁郡串本町串本地内 遺物：須恵器、土師器

く調査の経緯＞ 潮岬周遊道路改良工事予定地の

一部が周知の埋蔵文化財包蔵地「笠嶋遺跡」に該当

することから、事前に確認調査を実施した。

＜既往の調査＞ 3度の記録保存目的の本発掘調

査が実施されている。昭和 35年度には、串本高等

学校運動場整備工事に伴い、グランドから深度 0.3

~0.7mに堆積する黄褐色土や黒褐色土中で、古墳

時代前期の土器群のほか、船部材を含む多量の木製

品が出土した（串本町教育委員会 1969『南紀笠嶋

遺跡一発掘調査報告一』）。平成 2年度に串本中学校

校舎建築、平成 10年度に同体育館建築に伴い、縄文時代晩期から中世までの土器が採取された。

ー

ー
、J 
ー

゜

拿
遺跡位置図

昭和 35年度の調査の黒褐色土の下層の明黄褐色砂層上面で弥生時代後期から古墳時代前期の竪

穴住居や平安時代の土抗墓等が検出された（財団法人和歌山県文化財センター 1991『笠嶋遺跡

一串本中学校校舎建築に伴う発掘調査報告書一』 • 財団法人和歌山県文化財センター 1999 『平成

10年度笠嶋遺跡発掘調査』）。以上から、弥生時代末か ら古墳時代前期の海浜地の集落遺跡を中

心とする遺跡とみ られる。

く調査の成果＞ 串本高等学校テニスコー ト及び同校野球部バックネッ ト西側の潮岬周遊線の

斜面地に、幅 1.5m程度のトレンチを 2箇所設定した。

基本層序 近現代造成土とみられる土層を 0層とした。 1層は浅黄色系粗砂、 2層は黄灰～灰黄

色系粗砂、 3層は灰オ リーブ色粗砂、 4層は黒色系土壌で、 1~3層と 比較して粗砂を包含せず

非常にし まりのない土壌である。 5層は遺物が出土しなかった地山とみ られる黄褐色系粗砂層で

ある。色調や層序から 3層灰オリーブ色粗砂が古墳時代の土器が多量に出土した昭和 35年度調

査の「茶褐色土層」、 4層黒色系土壌が昭和 35年度調査の「黒褐色土」及び平成 2年度調査の「暗

黒色土層」、 5層黄褐色系粗砂層が平成 2年度調査の「明黄褐色砂層」に対応する。

1トレンチ 潮岬周遊線の側溝付近の 1.2mx 9.2mのトレンチである。造成土の 0層が 0.5m程

度造成され、その下層に 0.6m程度 1層が堆積する。 2層はほば水平堆積するものの、その下層

＼ 

¥ , IP,1 '、 にヒプこ尤J~」 . { ’ ’ 
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の 2b• 3 • 4層 は

北側に向けて薄 く堆

積する。 5層検出面

は南側に緩やかに傾

斜するが、 その上面

で明確な遺構は検出

されなかった。なお、

2b層 で須恵器甕頸

部のほか土師器細片

が数点出土した。

2トレンチ 潮岬周

遊線東側斜面に設置

した1.5mx 4 mの

トレンチである。機

械掘削開始直後に標

高 6.8m付近で、厚

さ0.5mを測るコン

クリート擁壁を検出

した。現代盛土であ

るOc層からは高坪

脚部、壺口縁部、甕

口縁部 ・底部などの

古墳時代前期の土器

片が出土したことか

ら、遺物包含層や遺

構面がすでに撹乱さ

れて、擁壁築造後再

堆積したとみられ

る。

く調査の所見＞

古墳時代の遺物細

片が採取されたが、

遺構は検出されな

かったため、記録保

存を要する埋蔵文化

財は展開しなかった

と判断した。

lトレンチ

I 
1 

ー ニ竿

5a ＜ヽ ヤ ロニ
2トレンチ

土居注記

lトレンチ 0 にぶい黄色（2.5Y6/3)砂質土 造成士

la 浅黄色(7.5Y4/3)粗砂 黄灰色(25Y5/l)シルト含む

lb 灰黄色 (25Y7/2)粗砂

le 浅黄色 (7.5Y7/4)粗砂黄灰色(2.5Y5/l)粗砂10％含む

ld 浅黄色（7.5Y7/4)粗砂

2a 灰黄色(25Y6/2)粗砂

2b 灰黄色(2.5Y6/l)粗砂

3 灰オリープ色 (5Y6/2)粗砂 直径5cm以下円礫10％以下含む

4a 褐灰色 （10YR6/l)粗砂

4b 里色 OOYR2/l)砂質土 直径15cm以下円礫10％含む

4c 暗｝火黄色（2.5Y5/2)粗砂

5a 明黄褐色 （10YR6/6)粗砂

5b 明黄褐色 (75Y7/6)柑砂

5c 黄灰色（2.5Y6/l)粗砂

2トレンチ Oa 明赤褐色（25YR5/8)砂礫土

Ob }天黄色(25Y6/2)砂質土

Oc 暗灰黄色 （25Y4/2)粗砂
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資料紹介

緯＞ 土地所有者が、近年自身所有の田圃

の土壌改良を行うために現地表面から lm程度ま

で掘削を行ったところ、掘削土中に土器及び陶器片

とみ られる遺物等を発見したため、採集していた。

採集した遺物を、当教育委員会文化遺産課職員実見

にするために持参した。その結果、近世陶器のほか

に埋蔵文化財と認めるべき出土遺物が含まれたこと

く経 ーーヽ
i
 

、

I

から、ここにその一部を紹介する。

出土遺物は、西牟婁郡すさみ町すさみ地内から出

土した。出土地点は、海岸線から 1km余り内陸に

入った大間川右岸の丘陵裾部に位置する。

く出土遺物＞ 1及び2は須恵器坪蓋で、 1は天井部、 2は口縁部付近にあたる。2は復原口

径 12.6cmを測る 。形態的特徴から TK23~47型式に該当する。 3は須恵器D縁部で、内面に

は自然灰釉が認められる。断面形状から広口壺の口縁部とみられ、奈良時代に帰属すると推定さ

れる。 4は黒色土器口縁部で、内面及び外面上端部が黒色である。外面には端部にヨコナデ、体

部には指頭圧痕が、内面にはミガキが残存する。平安時代に帰属する。 5及び6は山茶碗底部で、

内面には自然灰釉が薄く付着する。7は土師器土鍋D縁部で、残存部の下部が内面に屈曲し、底

部に至る 。外面には炭が付着する。中世に帰属する。

く遺跡概要＞ 出土遺物には、いずれも出土遺物表面に特別な摩滅も認められない。出土遺物

の帰属時期は、古墳時代中期、奈良時代、平安時代、中世の各段階にわたる。このことから、出

土状況の詳細が不明ではあるため 1次的な堆積によるものか、搬入土に混在した 2次的堆積なの

かは判断できないが、発見者はこれらの遺物を同一敷地で掘削中に発見したということであるた

め、遺物の発見地は複合遺跡の公算と考えられるのが妥当であろう 。

これらのことから、出土地点の遺跡の種別等は不明であるのの、今後はすさみ町教育委員会と

協議のうえ、周知の埋蔵文化財包蔵地として新規認定する必要があると判断される。

出土位置図
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報告書抄録
ふりがな わかやまけんまいぞうぶんかざいちょうさねんぽう

書名 和歌山県埋蔵文化財調査年報

副書名 ー平成 21年度一

編著者名 渋谷高秀黒石哲夫佐々木宏治 藤井幸司高橋智也 瀬谷今日子

編集機関 和歌山県教育委員会

所在地 〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通一丁目 1番地 面 073-441-3731

発行年月日 平成 23年 3月 31日

ふ りがな ふりがな コード
調査面積 調査原因

所収遺跡 所在地 市町村 遺跡番号
北緯 東経 調査期間

神こう前ざき遺いせ跡き、井t、 A辺ぺ遺じせ跡さ
和歌山市神前 72-4他 30201 307 308 

34° 135° 
2009.9.29~ 10.20 207対 道路改良

12'43" 12'18" 

和わか歌やよ山じょ城うあ跡と
和歌山市二番丁 1番地 30201 379 

34° 135° 
2010.129~2.4 201甘 和庁歌舎改山修地簡裁

13'42" 10'32" 

和わか歌やま山じょ城うあ跡と
和歌山市二番丁 1番地 30201 379 

34° 135° 
2010 3.4~13 661甘 喜

歌山地簡裁

13'42" 10'32" 舎改修

北さた田た井し、遺し、 せ跡さ
和歌山市弘西 1205-1外 30201 124 

34° 135° 
200910.21~23 64.41甘 道路改良

15'42" 14'30" 

六u十そ谷た造じせ跡き 和歌山市六十谷 241-1外 30201 84 
34° 135° 

20098.3~ 5 37国 道路改良
15'42" 12'16" 

井い人辺ぺ逍いせ跡き
和歌山市神前字宮出 189-2 30201 308 

34° 135° 
2009.9 28 2rri 道路改良

12'43" 12'18" 

J大サり野のな中か遺いせ跡き
海南市大野中 651 30202 6 

34° 135° 
2009.115 7.21甘 学校グランド改修

09'16" 13'39" 

北さたや山ま1廃よい寺じ， 北さたや山ま三み嶋しま遺いせ跡き 紀の川市貴志川町北山字森ノ坪 402-l、
30208 

貴志川地区 34° l35° 
2010.2.19~24 37.51甘 中山間地区総合整備事業

403 -1、436-l、436-2、437-l 27 49 13'48" 19'19" 

神．野のの々いIら遺いせ跡さ
塁

本市神野々字竹之垣内 525-3、字下長
302023 

橋本地区 34° 135° 
2009.5 21~22 191甘 道路改良

573 -2 55 18'35" 34'43" 

ふ福く田F下しし遺いせ跡• 美里地区 34° 135° 
200912 9 

122.46吋
海草郡紀美野町福田地内 30304 

8 09'14" 1 8'5 7” 
2010.2.10 16 

40.15対
道路改良

17、31 ~ 3 

に西L飯いぶ降りIlに遺いせ跡き
伊都郡かつ らぎ町西飯降地内 30341 

かつらぎ地区 34° 135° 2009.9.2、 10.15 5ポ 胃地造成

26 08'38" 20'55" 1210 7.5耐 業実習棟

ふ福く由F下しも造，． せ跡き
海草郡紀美野町福田 67-6 30304 

美里地区 34° 135° 
2009.10.5 2ボ 電波送受信柱

8 09'15" 20'38" 

れ蓮A華99寺じ辿じせ跡さ
海草郡紀美野町下佐々 630、636-1 30304 

野上地区 34° 135° 
2010.3 1 6933対 農園整備

22 09'23" 18'44" 

ふ藤じな並み地ら区く遺し・せ跡き
有田郡有田川町天満地内 30366 

吉備地区 34° 135° 2009. 7.2 1 ~8.20、
32331甘 道路改良

32 03'19" 11'53" 9.10 

い岩わ野のか河わ遺いせ跡さ
有田郡有田川町岩野河地内 30366 

金屋地区 34° 135° 
2009.9 17~28 73.35m' 道路改良

18 17'08" 18'56" 

か堅卜田9’ 遺いせ跡き
御坊市湯川町財部字南庄弥 612-3 30205 28 

33° 135° 
2009.5 13~20 66.43吋 個人住宅

53'54" 09'10" 

か堅た田だ遺いせ跡さ
御坊市湯川町財部 651 30205 28 

33° 135° 2009.10 21 8rrl 仮庁庁舎舎建建設設
53'53" 09'07" 2010.15 12.6対

蛭ひる田たつ坪1£遺Iヽ せ跡さ
御坊市湯川町小松原地内 30205 27 

34° 135° 
2009.1 5 道路改良

18'15" 31'26" 

田たな中か辿じせ跡さ
日高郡日弗川町船津地内 30382 

中津地区 34° 134° 
2009 9.16 2.5団 急傾斜地工事

5 18'23" 31'24" 

田た井いに西しか川わ遺＼・ せ跡9 
日高郡美浜町田井 158-1 30381 15 16 

33° 135° 
2009.6.15 4nf 電話通信

53'10" 09'03" 

里さとn1こ遺,.せ跡さ
日高郡由良町里地内 30383 10 

34° 135° 
2009.5 25~26 25.11-rl 工由事良小学校校舎耐震補強

12'46" 35'14" 

‘大”'U引9逍9ヽせ跡き
R漑郡由良町大引字濱須賀 331-1 30383 7 

33° 135° 
2010.39 l対 携帯電話基地局

58'12" 05'08" 

，，ヒえ城しょ遺いせ跡さ 上うえ城しょl城99あ跡と
日高郡みなべ町上城地内 30391 

南部地区 33° 1 35° 
2009. 8 2 0 ~21 52.4吋 宅地造成

48 49 54'21" 09'44" 

わ晩し稲わふ古るか川わ逍し， せ跡き 1:1高郡みなべ町晩稲字芦原 72-1、字名ヶ
30391 

南部川地区 33° 135° 
2009.12.4 2rrl 電柱撒去•

前 410-1 12 47'04" 20'10" 

た谷にくUら遺いせ跡3 R高郡みなべ町谷口字西津殿 321の一部、
30391 

南部川地区 33° 135° 
2 0 1 0 2. 2 5 4.2111 個人住宅

322の一部 32 4 7'l 7” 19'34" 

お大おゅ斎のは原ら
田辺市本宮町本宮地内 30206 本宮国地史区跡 12 

33° 135° 
2010.2.9~25 598.6可 河川工事

55'57" 07'16" 

稲いな成りし1ら、稲し， な成り、は八つ丁らょう田r・ん圃Ii、 33° 135° 
41'50" 22'40" 

目，， 座ざ、万よ呂ろお大おた谷1こ、血らふ深か
出辺地区 63 64 

44'48" 24'13" 
田： i 秋津町 稲成町下万呂、

30206 68 153 160 178、
45'00" 23'20" 

2009.6.l~30 
ゃ山z、r立・ら野99追し、せ跡き、脇わき ノのた谷1こか窯よ 西 郡上富田町覧崎、 30401 上富田町 35、白浜

45'54" 19'31" 
2009.9.9 10.19~ 

1078.5rr/ 高速道路
西 郡白浜町十 塁： 喜ヽ 30404 地区46 59 71、

4 1'4 5” 24'50" 
12.25 

あ跡と、か塗り屋ゃ城・・99あ跡と、安あた宅ざ1本よA城．ょう 西 郡すさみ町周見 30406 日置川地区 8、すさ
38'17" 24'35" 

2010.2.10 

あ跡と、駒こよつ爪め城＇・パあ跡と
み町2 11 

34'30" 2 7'4 0” 
33'17" 30'24" 

か笠さ嶋し£遺いせ跡さ
東牟婁群串本町串本地内 30428 

串本地区 33° 135° 
2010.2 22~24 17 5rrl 道路改良

3 50'46" 22'02" 
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調査の概要

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な逍物 特記事項

神前遺跡、井辺遺跡 散布地 弥生 石組井戸、土坑、ピット、溝 弥生土器、土師器、須恵器

和歌山城跡 城館跡 近世 溝、土坑 肥前系磁器、瓦、備前焼すり鉢

和歌山城跡 城館跡 近世 士坑、土塀基礎、土道舗装 陶器、瓦、釘

北田井遺跡 集落跡 弥生（中期） ～古墳（前期） 土師器、瓦器

六十谷遺跡 散布地 縄文～弥生

井辺遺跡 散布地 弥生

大野中遺跡 散布地 縄文～弥生 須恵器、土師器

北山廃寺、北山三嶋遺跡 古墳群 古墳 土師器、須恵器、里色上器、瓦、瓦器

神野々 I遺跡 散布地 弥生～中世 弥生土器、土師器

福田下遺跡 散布地 縄文、中世 ピット、土坑
土師器、弥生土器、須恵器、瓦質土器、

瓦器

西飯降II遺跡 散布地 縄文～古代 弥生土器

福田下遺跡 散布地 縄文、中世

蓮華寺遺跡 寺院跡 中世 瓦器土師器

藤並地区遺跡 散布地 先土器～鎌倉 瓦器、土師器

岩野河遺跡 散布地 縄文 溝 サヌカイト剥片、縄文土器、瓦器

堅田遺跡
集落跡、郡 弥生奈～良古、墳初頭、 溝、掘立柱建物、土坑、ピソト 弥生土器、須恵器

術跡 平安

堅田遺跡
集落跡、郡 弥生奈～良古、墳平初安頭、

街跡

蛭田坪遺跡 散布地 弥生～古墳 土師器

田中遺跡 散布地 縄文

田井西川遺跡 散布地 縄文～弥生

里 II遺跡 散布地 縄文～古墳 瓦器、土師器、製塩土器

大引遺跡 散布地 弥生～平安

上城遺跡、上城城跡 散布地城跡 縄文室町～安土 土坑 土師器

晩稲古川遺跡 散布地 弥生

谷口遺跡 散布地 弥生 近世陶器、土師器

大斎原 国史跡 熊野三山 護岸、階段 瓦類、国産陶磁器

稲成 I、稲成、八丁田圃、

散塁布塁地目座、 万呂［： 、谷血窯深跡山、ヽ 弥生土器、山土茶師碗器、、備須前恵焼器、、黒色土器、立野遺跡、 縄文～鎌倉弥生中世 溝、土坑、ピット、堀切、曲輪
塗屋城跡、 本城跡、

瓦器、 環伏土錘

駒爪城跡
城跡

笠嶋遺跡 散布地 弥生 須恵器、土師器
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